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  親愛なる兄弟たちへ


  



  私たちの父なる神と主イエス・キリストから、あなたたちに恵みと平安がありますように！オースチン・スパークスによる未出版の別のメッセージ集を再びあなたたちと分かち合うことができて、私たちはどれほど感謝していることでしょう。最初、この一連のメッセージをテープで聞いた時、私たちは言いました、「ああ、クリスチャン生活の初めの頃、この教えを受けてさえいれば、私たちは大きな助けを受けていたでしょうに。そして、御霊によって御言葉を学ぶ方法を知り、『律法の文字』から救われる方法を知ることができたでしょうに。文字は殺し、御霊は養うからです」。


  この聖書に関する特別集会では、東洋の兄弟姉妹がこの聖書の訓練課程のために共に集まりました。この特別集会でスパークス兄弟は彼らに、キリストの豊富を供給する御父の方法について、多くの神聖な原則を説明されました。そしてこの一連の集会で、スパークス兄弟はこれらの神聖な事柄について詳しく解き明かされたのです。


  「神の永続的な御旨」と題されたこの一連のメッセージの内容は、エゼキエル書から来ています。ですから、この一連のメッセージをよりよく理解するには、この本を読む前にエゼキエル書の一章から三章、四〇章から四六章と四七章を読んでおくと助けになるでしょう。また、この本の読者は自分自身を生徒の立場に置かなければなりません。それはこの充実した時間の間、主の御前でキリストに仕える用意をしつつ、聖霊の啓示を得てそれにあずかるためです。


  この本の各章は、開催された聖書訓練の一つの集会に対応しています。ですから、授業のテープを編集する際、句読点は最小限に抑えてあります。この本に収められている御霊のメッセージを通して、キリストに仕えるあなたの奉仕のために、あなたがこの本から照らしを受けられるよう、私たちは切に祈ります。ですから、私たちはこの本をあなたに渡して、スパークス兄弟が言われたように言います、「メッセージについて祈ってください。たんなる聖書研究と思ってはなりません。すべては霊的な実際的価値を持つようにならなければなりません。ですから私は言います。兄弟たちよ、メッセージについて祈り、熟考し、それがあなたのいる所ですべて現実のものとなるよう主に求めてください」！


  



  インマヌエルにいるあなたの兄弟たちより！


  



  第一章 神の完全な御旨が神の御業を支配する


  



  今朝の最初の時間は、後の考察のための準備にあてることにします。聖書解釈の方法を理解することは、私たちにとってとても大切です。これは、後で続けて考察する事から、特によくわかるでしょう。聖書解釈の諸原則を理解しないかぎり、聖書は開かれた書物にはなりません。解釈の原則を持たないかぎり、私たちは本としての聖書の内容を知ることはできても、聖書を理解することはありません。ですから、あなたたちにお願いしますが、これから私が話そうとしていることを試して、覚えてください。そして、それを後の学びに活かしてください。私たちは聖書解釈の五つの重要な原則について考えます。


  
    １．神の永遠性

    ２．キリストの包括性

    ３．聖書を解き明かすのは聖霊である

    ４．最後の記述

    ５．真に価値があるのは霊的なものだけである

  


  



  １．神の永遠性


  



  聖書解釈の第一の原則は、神の永遠性です。神にとっては、いかなる時も現在です。私たちはこれを常に覚えておかなければなりません。神には過去も未来もありません。私たちにとっては過去や未来のことも、神にとっては常に現在です。私たちにとっては時間にすぎないどの瞬間も、神にとっては永遠の現在なのです。


  建築家は完成した計画を常に自分の前に置いておきます。船の設計者なら、何かをする前に、その船の模型を造ります。彼はその模型を通して完成形、すなわち完成した時の実際の姿を見ます。大きな建物の場合や、都市の場合でも同じです。建築家はいわゆる縮小模型を描き、その模型を通して、完成した時の建物や都市の実際の姿を見ます。建設者は、この完成した計画にしたがって日々働きます。部品しか見ない人は理解できません。また、部品を全体のように考えてもなりません。建物の部品を見ても、それがどうなるのか一生理解できないこともあります。完成した建物を見るとき初めて、その部品を理解できるのです。


  さて、聖書はまさに部品でいっぱいです。しかしそれらはみな、神がご覧になっている完成形の部品なのです。神は偉大な建築家であり、御業を始める前に、完成した完全な計画を御前に持っておられます。神の永遠性が各部に宿っています。ですから、神のすべての御業の背後にはその完全な御心があることを、私たちは理解しなければなりません。神の完全な御旨が、神のすべての御業を支配しているのです！神の御旨は決して成長しないことを、あなたは理解しなければなりません――神ご自身、発達することはありえないのです。


  どんなことにも、その一時的な姿の中に神の永遠の完全な御思いが宿っています。聖書中のどんなことにも、そこには常に二つの意味があることを、あなたは理解しなければなりません。現在の意味、すなわち現在の状況にあてはまる意味があるだけでなく、将来の意味もあるのです。聖書中のどんなことにも、現在の意味がある一方で、将来のさらに豊かな意味があります。これが解釈の最初の法則であり、神の永遠性です。


  



  ２．キリストの包括性


  



  解釈の二番目の法則はキリストの包括性です。キリストは全聖書の解き明かしであり、キリストを知ることは聖書を理解することです。ペテロやパウロのような人々は聖書を知っていましたが、主イエスを知るまで聖書を理解しませんでした。私たちはまず主イエスを知り、それから彼を聖書に連れ帰ります。すると、彼が聖書の解き明かしとなられます。ですから、主イエスを知るまで、聖書を真に理解することはできません。その帰結は――実際のところ、聖書はひとりの御方であって本ではないということです。聖書はひとりの生ける御方であって、死んだ文字ではありません。この御方は無尽蔵なので、聖書を無尽蔵にされます。


  さて、これはあなたが理解している以上に重要な原則です。本としての聖書を知り尽くすことは可能です。私たちは偉大な聖書教師たちを知っています。彼らは教えながら聖書を何度も行き巡りましたが、ついに生涯の最後になって、何か新しいものを見つけることに困難を覚えるようになりました。彼らは、過去の年月に述べたことを、ただ何度も繰り返すだけでした。この理由は、彼らが聖書を本として扱っていたことです。あなたが主イエスを知り、彼の中に聖書を見、聖書の中に彼を見るなら、そのようなことは決して起きません。繰り返しますが、主イエスを知り尽くすことは決してできません。聖霊が私たちに主イエスを啓示される時は常に、聖書はますます生き生きとしたものになります。こういうわけで、解釈の最初の二つの法則は、（１）神の永遠性と、（２）キリストの包括性です。


  



  ３．聖書を解き明かすのは聖霊である


  



  さて、三番目の「聖書を解き明かすのは聖霊である」に来ます。すでに述べたように、イエスは聖書の解き明かしです。いま私が言っているのは、聖霊は聖書の解き明かし手であるということです。私たちはコリント人への手紙の御言葉をよく知っていますが、いま再び見ることにしましょう。コリント人への第一の手紙二章十三節「私たちがそれらの事柄を語るのは、人の知恵が教える言葉によってではなく、御霊が教えてくださる言葉によってであり、霊の思いを霊の言葉に組み合わせるのです」。


  さて、あなたたちの聖書に欄外の引照があるかどうか私にはわかりませんが、この御言葉のもっと正確な訳は、「霊の事柄を霊の人々に解き明かす」です。この御言葉全体をもう一度このような読み方で読みましょう。


  「私たちがそれらの事柄を語るのは、人の知恵が教える言葉によってではなく、御霊が教えてくださる言葉によってであり、霊の事柄を霊の人々に解き明かすのです。」


  この御言葉はとても重要な声明であり、私たちがいま示している「聖書を解き明かすのは聖霊である」という原則をはっきりと確証します。ですから第一に、聖書は聖霊の書なのです。聖書は第一に、人の書ではなく、私たちの書でもありません。私たちは聖書を持っていません。私たちは聖書と称されているある書物を持っていますが、実は、私たちは聖書を所有していないのです。


  使徒の働きの中のエチオピヤの宦官の例を覚えておられるでしょう。ピリポが彼の馬車に近づいた時、エチオピヤの宦官が朗読しているのが聞こえました。彼はイザヤ書五三章を読んでいました。ピリポは、「あなたは読んでいることがわかりますか？」と彼に言いました。すると彼は言いました、「だれかが私を導いてくださらなければ、どうしてわかるでしょう？」。ここに示されている人は、ある意味で聖書を持っていましたが、実効的な真の意味では持っていませんでした。一巻の書物として聖書を持つことはできますが、それでも聖書を所有していないかもしれないのです。聖書は第一に、聖霊の書だからです。人の思いと御霊の思いとは、全く異なります！


  これを理解していないクリスチャンが大勢いることを、あなたはご存じでしょうか？これを理解していない聖書教師がたくさんいるのです！これが非常に多くの混乱の原因であり、非常におびただしい霊的狭量さや弱さの理由です。ほとんどの論争の根底にはこれがあるのかもしれない、と私は思っています。霊の人以外のすべての人にとって、聖書は閉ざされた書です。上にあるものを見るには、上から生まれなければならない――これが主がニコデモに示された原則です。


  聖書をどれだけ理解できるかは、私たちの霊の命の度量によります。主が私たちに数々の経験を通らされるのはこのためであり、私たちに理解させるためです。天然の思いに対して死ぬ程度に応じて、私たちは御霊の事柄を理解します。私たちのこの時代にあって、これを覚えておいてください――聖書を理解するには、私たちの内に何かが起きなければならないのです。訓練の科目を取ろう、聖書を教える授業を受けよう、と決意するだけでは、神の御言葉を理解できません。そうです、私たちが神の御言葉を理解するようになるのは、そのような方法によってではありません。私たちは自分の霊の命の度量に応じた理解しかできません。これが聖書解釈の第三の原則です。さて、四番目に来ます。


  



  ４．最後の記述


  



  聖書中のどの特定の事柄についても、たいていの場合、それに関する最後の記載がその意味全体への鍵です。これは考慮すべきことです！聖書中、ある事柄が何度も述べられているのを、私たちは見いだします。しかし、それが述べられている最後の場面に来ると、たいていの場合、それに関して前に述べられたすべてのことへの鍵が見つかるのです。ある特定の事柄を、それが最後に述べられている場面で取り上げて、次に、その背景や文脈や前後関係に注目するなら、それに関して前に述べられたすべてのことについてその完全な意味を得ます。


  さて、私はこう述べましたが、あなたはこれを学び、これに取り組む必要があります。しかし、一つだけ例をあげて、あなたを助けることにしましょう。聖書の最後の章である黙示録二二章二節に、「命の木」への最後の言及があります。さて、聖書のまさに最初に戻ると、「命の木」への言及はありますが、それについて何も述べられていません――何かそこにあるものとして述べられているだけです。何の説明もありませんし、その木が何か、またそれが何を意味するのかは告げられていません。それはただ、「命の木」として述べられているだけです。私たちはその説明を求めて聖書の最後に行かなければなりません。この聖書の最後の章に来る時、その文脈や前後関係から、私たちはとても詳しい解き明かしを得ます。


  黙示録二二章の節を見ましょう。「また彼は、水晶のように透明な命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から出ていた」――「神と小羊の御座」という前後の文脈に注目してください。これを理解するには黙示録をすべて読まなければなりません！この書の最初の数章で、「神と小羊の御座」についてたくさん述べられています。神の御座とは何か、また小羊の御座の意味は何か、あなたは理解する必要があります――御座の中央に小羊がおられるのです！


  さて、「神と小羊の御座」に関連して命の水の川があります。「それは通りの中央を流れていた。その川の両側に命の木があって、十二（種類）の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民の癒しのためであった。もはや呪いはない。神と小羊の御座がその中にあって、彼の奴隷たちは彼に仕える」。そこには「命の木」があります。それは朽ちない実を結びます。ここには死のための余地はありません。その実は毎月みのります。それは朽ちない実、または死なない実です。この木の葉は諸国民の健康のためです。残念なことに、大部分の訳では「癒し」という言葉が誤って訳されています。あなたの翻訳ではどういう言葉になっているのか私にはわかりませんが、原文では、「諸国民の癒しのためにある」ではなく、「諸国民の健康のためにある」となっています。「違いは何でしょう？」とあなたは尋ねるかもしれません。一方は病の除去であり、他方は病の予防です。


  私たちは黙示録二二章で、諸国民の霊的病は癒されたものの、諸国民の健康を維持する必要がある時代に来ます。それは維持されるべき状況です。ですから、葉は癒しのためではなく、予防のためです。ですから、「もはや呪いはない」と御言葉は述べているのです。


  これらの御言葉により、あなたは聖書の全歴史を理解したことがわかります。あなたはアダムの罪を通して諸国民の上に臨んだことをすべて理解します。それは腐敗と死――道徳的病――であり、呪いの結果です。今や、これはすべて清算されています。そして「命の木」は、そのすべてに対する命の勝利を示しています。それは勝利の命であり、豊かな命です。ここに「命の木」の完全な意味が啓示されています。他のすべての事柄についても同様です。最後の記述に来るとき、あなたはその主題全体への鍵を得ます。これは聖書解釈の原則の一つです。


  



  ５．真に価値があるのは霊的なものだけである


  



  さて、さしあたって最後の原則、五番目の「真に価値があるのは霊的なものだけである」に来ます。聖書を読んだり学んだりする時、私たちはこれを覚えておかなければなりません。また、共に集まる時、私たちはこれを心に留めておかなければなりません。私たちは、もっと情報を得たいという渇望や、もっと知識が欲しいという欲求から、ここに来るべきではありません。さらに多くの知識や教養を得ることしか欲しない人々がいます。さて、これは危険を招きます。まさにこうして、アダムは引っかかったのです。サタンは、「この木から取るなら、あなたは知るでしょう」と言いました。それは「知識の木」でした。この木から食べることは常に危険です。それは私たちを死に導いて、命に導かないかもしれません。ですから私は、「真に価値があるのは霊的なものだけである」という、この聖書解釈の原則を繰り返します。霊的な価値とは、あるものが神と共なる私たちの生活にいかなる影響を及ぼすのかということです！アダムがこれを理解していれば！「知識の木」から取るようサタンが彼を誘惑した時、「これは神と共なる私の生活にどんな影響を及ぼすだろう？」とアダムが言ってさえいれば、彼も私たちもすべての問題から救われていたでしょう。


  ですから再び言いましょう。霊的な価値とは、あるものが神と共なる私たちの生活にいかなる影響を及ぼすのか、ということです。別の言い方をすると――霊的な価値とは、あるものがキリストの度量をどれだけ増し加えるのか、ということです。キリストが聖書の解き明かしである以上、聖書の霊的知識はキリストの増し加わりという結果になります。もし共にすごす私たちの日々が、キリストの度量の増し加わりという結果にならないなら、私たちは道を見失ったのです。私たちが去る時、もし私たちがさらにキリストに似た者になっておらず、主イエスの度量も増し加わっていないなら、この訓練課程は失敗したのです。ですからあなたたちにお願いしますが、この訓練課程の時が共に、知的成長ではなく霊的増し加わりと霊的知識を意味するものとなるよう、どうかこの期間中ずっと祈ってください。


  神の究極的御旨にどれだけ貢献するかによって、万事は評価されなければなりません。「これは私たちをどこに導くのでしょう？これは私たちをどこかへ導いているのでしょうか？それは私たちをどこに導いているのでしょう？」と私たちは尋ねなければなりません。霊的知識はどれもキリストの増し加わりに導きます。問題は常に、「その中にどれくらい命があるのか？」ということです。それは興味の問題ではなく、聖書の真理に魅了される問題でもなく、私たちがもっと重要な人物になる問題でもありません。それはまさにキリストの度量の問題です。これこそ真の霊的価値です。


  さて、聖書解釈の五つの原則を復習することにしましょう。二時間目で、私たちは一緒にこの五つの原則を学びのために特別な主題に適用します。この後の数日間、私たちは同じ事を続けます。この聖書解釈の五原則とは（１）神の永遠性、（２）キリストの包括性、（３）聖書を解き明かすのは聖霊であること、（４）何であれ最後の記述の中にその意味がすべて込められていること、（５）真に価値があるのは霊的なものだけであるということです。


  それから、兄弟たち、次の授業の前に預言者エゼキエルの書の最初の三つの章を読んでおいていただきたいと思います。今後数日間、あなたたちはこの箇所を二回以上読まなければならないでしょう。しかし、この三つの章の内容によってあなたの思いを新たにするなら、それはあなたの助けになるでしょう。


  



  第二章 神は常に目的をもって事を開始される


  



  今朝考えた数々の原則は、特にエゼキエル書に対する鍵です。今晩、この数々の原則の一つを別の形で示すことから始めることにします――それは、神は常に目的をもって事を開始されるということです。ですから、黙示録の中に創世記があり、創世記の中に黙示録があります。もう一度この原則を繰り返しましょう。神は常に目的をもって事を開始されるのです。おそらく、あなたはその例をご所望でしょう。出エジプト記の十五章の中にその例があります。十五章の十三節から十七節です。


  
    「あなたは、あなたが贖われた民を慈愛をもって導き、御力をもって、あなたの聖なる住まいに導かれた。（中略）あなたは彼らを導いて、あなたの嗣業の山にお植えになる。その場所こそ、おお、主よ、あなたの住まいのためにあなたが造られた所であり、おお、主よ、あなたの御手によって確立された聖所です。」

  


  さて、この御言葉が何を述べているのか、おわかりになったでしょうか？イスラエルはエジプトを出たばかりで、ちょうど紅海を渡ったところでした。これはモーセと全イスラエルがエジプトとパロから逃れた時に歌った歌です。「あなたは御力をもって、彼らをあなたの聖なる住まいに導かれた。（中略）その場所こそ、おお、主よ、あなたの住まいのためにあなたが造られた所であり、おお、主よ、あなたの御手によって確立された聖所です」。これは私たちに彼らの歴史の目的を見せています。エルサレム――聖なる山――が確保されて宮が建造されるには、数百年たたなければなりませんでした。そこに達するまでに、彼らは長い時間をかけて、遠い道のりを行かなければなりませんでした。しかし、まさに最初のこの時、まるですでに成就したことであるかのようにこう述べられているのです。この例から、「神は常に目的をもって事を開始される」という言葉の意味がわかります。天的なものが地的なものをすべて支配します。目に見えないものが目に見えるものをすべて支配します。霊的なものが一時的なものをすべて支配します。普遍的なものが局所的なものをすべて支配します。これは、あなたが聖書を読む時、常に覚えておくべきことです。また、これは私たちがエゼキエル書に近づく時、心に留めておくべきことです。


  人の歴史は人の歴史であるだけでなく、神の歴史でもあります！このエゼキエル書には地的な歴史が多く記されているように思われますが、実を言うと、それはみな神の目的と御旨によって支配されているのです。さて、私たちはこの書の冒頭で次のような大問題に出くわします、「この書には今の経綸の教会に対する使信があるのでしょうか？――この書はイスラエルの民の過去の歴史の一時期だけに関するものなのでしょうか？この書は預言という形で将来の時代とも関係しているのでしょうか？――この章の主要な使信は、この経綸の教会に対するものなのでしょうか？」。この本の中に入り込むとき、私たちはこうした問題に直面せざるをえません。特に、これから特別に考察しようとしている、この本のこれらの部分ではそうです。その答えは地的なものの中にはなく、天的なものの中にあります。現世的なものの中にはなく、霊的なものの中にあります。


  そこで、この書の背景とそれが書かれた理由を見ることにします。私たちはこの書が記された時と理由を理解しなければなりません。この書に記されていることは、一つの体系が全く崩壊して失敗した時に起きました。この崩壊と失敗の理由は、その体系が自己目的化してしまったことです。その体系は霊的な永遠の意義を失いました。これは神に関する事柄の歴史の中で常に繰り返されることであることを、私たちは理解しなければなりません。これがイスラエルに起きました。これが一般的に言って、キリスト教にも起きました。多くの運動や、神の働きの多くの部分にもこれが起きました。イスラエル建国時にそうだったように、当初は偉大な証しがあったのです。イスラエルの歴史の始まりには主の素晴らしい証しが伴っていましたが、これはみな崩壊しました。イスラエルは自分の霊的意義を失って自己目的化したため、完全に失敗したのです。キリスト教も同じです。始まりは素晴らしかったのですが、一般的に言ってキリスト教は崩壊して失敗しました。それはキリスト教が地的な組織になってしまったからです――何か自己目的化してしまって、天的な意義を失ったからです。


  さて、このエゼキエル書に向かうことにします。すると、神がエルサレムから離れて行かれる光景を目にします。神は内側ではなく外側におられます。そして、かつて神がその中におられたものは、今や空っぽの抜け殻になってしまいました。かつては活力に満ちて機能していたもの、そして主に大いに用いられたものは、たんなる形式的な空っぽのものになり、神はその外側におられます。これがこの書の背景であり、この書が記された理由です。


  



  神の完全な御思いを代表する一人の預言者


  



  さて、この預言者当人を見ることにしましょう。エゼキエルの出発点は預言者になることではなかったことはご存じでしょう。エゼキエルは訓練を受けた祭司であり、預言者ではありませんでした。一章三節がこれについて告げていることがわかります。次に冒頭で一節が「三十年目」について述べています。「さて、三十年目のことであった」――この三十年目とは、おそらくエゼキエルの三十回目の誕生日だったのでしょう。祭司が訓練を終えて務めを開始するのは三十歳の時でした。主イエスが務めを開始されたのは三十歳の時だったことは覚えておられるでしょう。その時、主の準備は完了し、主の務めが始まりました。そのように、三十歳でエゼキエルは祭司の務めを始めるはずでした。しかし、祭司として務めを果たす代わりに、彼は預言者になるよう召されたのです。彼の全生涯と訓練と使命は一変しました。


  預言者は「神の御思いが失われた時に、神の完全な御思いを代表する人」です。印象的なことに、エゼキエルはそれまで受けてきた訓練の目的とは全く別のものを引き受けなければなりませんでした。当時の状況のためにそれが必要だったのです。これについてはまた後で戻って来ることにします。


  さて、神がご自身の完全な御思い――ご自身の民の間で見失われた御思い――に関して動かれる時、神の動きを担う道具には常にあるものが必要となります。それはなされるべきことですが、それをなせるのは神だけです！人々の行程はこれとはかなり異なることがわかります。人々の方法は人々を得て、訓練し、働きを行えるようにすることです。ですから、人々は大学や聖書学校を卒業する時、「働きのための用意は整った」と感じるようになります。さて、もちろん、人々は働きを行うことができます。そのための訓練を受けたからです。しかし、エゼキエルは自分の働きのために資格づけられていたわけではありませんでした。彼は祭司になる資格はありましたが、預言者になるよう召されました。全生涯にわたって、これは彼にとって容易なことではなかったことがわかります。エゼキエルにとって自分の働きがどれほど困難なものだったのか、おわかりになるでしょう。自分の務めを果たすには神の助けしかないことを彼は悟っていました。


  もし真に天的な事柄に仕えようとするなら、私たちはみなそこから始めなければなりません。この途方もない一大変化がなければなりません。それにより、自分ではこの働きを行えないことを私たちは悟ります。ただ主だけがそれを行えます。実際の状況に関する大きな失望感や、「この状況は間違っている」という圧倒的感覚にもかかわらず、エゼキエルはこのような状況に一生取り組まなければなりませんでした。もし真に神に用いられたければ、あなたもそこから始めなければなりません。「この世界の状況は完全に間違っており、本来あるべき正しい状況にありません。そして、私にこの状況を正す能力はありません」という感覚で圧倒されなければならないのです。神があなたをこれに召されたこと、また、何を行うにせよ、あなたの能力は神ご自身から来なければならないことに、あなたは気づかなければなりません。


  エゼキエル書に関して、私たちはこの立場から始めます。もちろん、進むにつれて数々の霊的原則を取り上げます。この立場に戻る必要はないと思います。状況は破綻しており、人々は神の意図どおりのものではありません。神はこの状況に関して人々を召されます。そして、その召しが彼らの人生の全行程を変えます。この召しを受ける時、人々は自分にはこの状況に応じる能力がないことを感じます。しかし、彼らを召された神は、彼らにとって十分な御方です。たったいま話したことで、エゼキエル書の最初の三章を読んだことになります。


  この最初の数章から一つのささやかな断片、すなわちエゼキエルの任務について取り上げることにしましょう。「人の子よ、わたしはあなたを、あなたがその言葉を知らない、外国語を使う民に遣わすのではない。もしわたしがあなたをそのような民に遣わしたなら、彼らはあなたに聞いたであろう。しかし、わたしはあなたをイスラエルの家に遣わす。彼らはあなたに聞かないであろう」（エゼキエル三・四～七、意訳）。これは難しい任務であり、ただ主だけがこの任務を遂げさせることができます。しかし次に、主が神聖な備えについて言われたことに注目してください、「わたしはあなたの顔を彼らの顔に向かって堅くし、あなたの額を彼らの額に向かって堅くした」（エゼキエル三・八）。言い換えると、主はこの困難な働きの力になってくださるのです。


  



  エゼキエルは主の望みを見た


  



  次に、別の点に注目します。エゼキエルは失望感を抱いていました。彼の人生の道は一変し、彼は元々備えのできていない道を歩まなければなりませんでした。ここで二番目の偉大な要素である「エゼキエルは主を見た」が登場します。彼は主の幻、主が願っておられることの幻を与えられました。さて、いま述べたこの二つの点は常に同行します。これはとても重要です。もし幻を持たずに失望や不満を抱いているなら、それは消極的です。実際の自分に不満を抱いている人々は大勢います。彼らは間違いを常に見抜ける人々です。弱点や失敗を指摘することができ、何でも批判することに長けています。これは消極的なことであり、何の成果も得られません。失望と共に幻がなければなりません。しかし、幻は苦難に基づかなければなりません。苦難と心の苦しみを伴わない幻は、たんなる神秘主義にすぎません。あなたや私が失望感を抱いて、世の中すべてが間違っていると感じるとき、私たちは主が真に何を願っておられるのかを知る必要があります。神の御旨の積極的な幻を持つ必要があるのです。


  さて、ここで立ち止まって、あなたたちに一言述べたいと思います。エゼキエル書の最初の数節を読みましょう。


  
    「さて、三十年目の四月五日のことであった。私がケバル川のほとりで、捕囚の人々の間にいた時、天が開けて、神の幻を見た。それはエホヤキン王の捕らえ移された第五年であって、その月の五日に、主の言葉がカルデヤ人の地でブジの子祭司エゼキエルに特別に臨み、主の御手が彼（私）の上に臨んだ。」

  


  ここで、私はあなたに務めについて一言述べたいと思います。エゼキエルの働きが始まったのは特別な日だったことに、あなたは気づかれたでしょう。エゼキエルが預言の日付に大いにこだわっていたことは実に印象的です。実際にこの数々の預言を読み通すなら、彼は日付に大いにこだわっていたことがわかります。これから務めに関する第一の点がわかります。神の御心にしたがっている奉仕者は、今の時代に対する使信を持っていなければならないのです。一般的な形で何かを述べても仕方ありません。私たちが聖書を教える時、それは一般的性格しか帯びていないものであってはなりません。神が何ものにもまして必要としておられるのは、現在の時に対する使信を持つ人々です。私たちが自分の人生、自分の務めを終える時、「私たちはこの時代に対する使信を持っていました。私たちは教師の一般大衆の中のたんなる一人ではなく、この時に対する神の御言葉を授かっていたのです――私たちの務めは神の御旨の中のある特別な時と関係していたのです」と私たちは言えなくてはなりません。


  さて、あなたたち主の僕たちよ、これが現実のものとなるよう主に求めてください。すなわち、あなたの務めが現在の時――今、神が行いたいこと――と関係したものとなるようにしてもらいなさい。これはとても重要な務めの要素です。現在、神は何を必要としておられるのでしょう？私たちが今日のための主の道具となるように――私たちの務めがきわめて明確な時間的要素を帯びるように――私たちは祈らなければなりません。このように日付は務めにおいてとても重要です。神が真に僕たちを起こされる時、神はある時のために彼らを起こされるのです。


  



  エゼキエルが起こされたのは当時の状況と関係していた


  



  次に注目すべきことは、エゼキエルが起こされたのは当時の特別な状況と関係していたということです。今しがた読んだ御言葉から、エゼキエルが当時の状況のただ中にいたことがわかります。「私はケバル川のほとりで、捕囚の人々の間にいた」（アメリカ標準訳）。エゼキエルは自分から遠く離れた状況について説いたのではありません。想像上の状況について説いたのではありません。また、報告を受けた状況について説いたのではありません。彼は個人的にとても身近なところでその必要に触れていたのです。その必要は彼の必要でした。彼はその状況の真っただ中に置かれ、彼の務めはその中から出て来ました。彼は言いました、「私は人々が座している所に座していた」。これが務めをたんなる理論の領域から連れ出して、大いに実際的な領域の中にもたらすのです。


  これはすべての預言者に言えることがわかるでしょう。彼らは主の民に関して他人事のように主に向かって語りませんでした。「私とは違って彼らはこの状況の中にいます。私とは違って彼らはこのようなことを行っています。私とは違って彼らにはこのような必要があります」というような語り方をしなかったのです。預言者たちは常に神に向かって、「私たちは苦しんでいます」と語りました。ネヘミヤ記一章二節から十一節のネヘミヤの祈りを読んでごらんなさい。また、ダニエル書九章三節から十九節のダニエルの祈りを読んでごらんなさい。彼らは状況の中の一部だったのです。あなたや私が効果的な僕となるには、私たちもそうでなければなりません。


  



  主の言葉がエゼキエルに特別に臨んだ


  



  次に第三の点ですが、この務めはごく個人的なものでなければなりません。第一章三節が何と言っているのかに注目してください。「主の言葉が祭司エゼキエルに特別に臨んだ」。これは二つの事を意味します。第一に、エゼキエルは自分の務めを本から得たのではなかったということです。彼は二番煎じの務めを遂行したのではありませんでした。彼の務めは研究の結果ではありませんでした。この務めは彼に対して個人的に臨んだのです。この数々の神の幻は彼自身のものでした。彼の使信は独特なものであり、二番煎じではありませんでした。務めはこうでなくてはなりません。私たちの務めはこうでなければなりません。それは神が私たちに個人的に語られた何らかの御言葉の結果でなければならないのです。


  第二に、主の言葉がエゼキエルに特別に（expressly）臨んだ意味は、それは急を要することだったということです。あなたは「特別に（expressly、『急行の』という意味も持つ：訳注）」というこの言葉の意味をご存じでしょう。急行列車なるものがあります。急行列車とはいかなるものでしょう？目的地に早く着かなければならない列車のことであり、急を要するものです。あなたは使徒パウロの「御霊が特別に（expressly）語られた」（一テモテ四・一、欽定訳）という言葉を覚えておられるでしょう――それは急を要することだったのです！「主の言葉がエゼキエルに特別に（expressly）臨んだ」。これは何か急を要することでした。あなたは出来るだけ早く目的地に到着しなければなりません。とても重大な課題が目前にあります。あなたの敵はみな、この対象に集中しているにちがいありません。私たちについてもそうでなければなりません。私たちの使信は大いに緊急を要するものでなければなりません。とても大きな問題が危機に瀕しています。あなたが使信を伝える前に、私はあなたに一つのことを述べましょう。立ち止まって自分にこう言い聞かせなさい、「民に対する神の御心は何でしょう？――というのは、私は人々の生活に影響を及ぼすことになるからです。おそらく、これからずっと永遠にわたって」。


  さて、いま述べたことは神が必要としておられる種類の僕を建て上げるものです。これらの点をもう一度あなたたちに復習してもらいたいと思います。エゼキエルは神の御旨によって人生全体に一大変革が起きた人であることを思い出してください。神の必要が彼の人生の全行程を変えたのです！神の必要によって、彼は元々の人生に失望しました！神の御心の中にあった何らかの失望や不満がこの人の人生の中に入り込んだのです！


  このように、神はまさにこの失望や不満に基づいて、これまでずっと歴史を歩んでこられました。アブラハムは「カルデヤのウル」に満足していたと思います。彼の暮らしの大部分は、そこで満足のいくものだったでしょう。彼はその地で欲しいものは何でも持っていました。しかし、その後、彼の心はその生活に大きな不満を抱くようになりました。彼の心は自分の知らない何かを求めていました。彼はただ、「私が造られたのはこのためではありません。人生にはこれ以上の何かがあるにちがいありません。これ以上に偉大な目的や意義が何かあるにちがいありません。これに私は満足できません」としか言えませんでした。この根拠に基づいて、神は彼の人生に働かれました。神はご自身の不満をアブラハムの中に造り込まれたのです！そして、この不満があったからこそ、実際のところ何が御旨なのかというこの積極面を、神は示せたのです。


  これは神の偉大な僕たち全員に言えます。モーセもそうだったと私は信じています。エゼキエルについても当然そうだったでしょう。パウロもそうだったでしょう。タルソのパウロ（サウロ）ですら何らかの不満を抱いていたことが察知できると私は信じます。神はご自身の道をこのように備えられるのです。神が何事かを行えるようになるには、私たちの中にこの不満がなければなりません。神が偉大な積極的御旨を私たちの中にもたらすには、私たちの心の中に消極的なものを記さなければならないのです。これが奉仕の道です―― 一面において、それは失望を与えますが、他方において、それは神による任命です――次に、「自分には元々何の力もなく、すべての能力は神ご自身から来なければならない」という意識が芽生えます。それはだれも行えない働きであり、確かにだれも引き受けようとしない働きでした――エゼキエルもそうでした。しかし、神はこの人を捕らえました。そして、彼に起きたことはみな、「主の御手が彼の上に臨んだ」からだったのです。


  今晩、私はここで終えることにします。これは主の御手が私たちの上にとどまるという問題です。もし主の御手が私たちの上にあるなら、私たちにはどうしようもありません。状況は困難なものであり、失望は大きく、必要は私たちの能力を超えているかもしれません。それにもかかわらず、私たちにはどうしようもありません。私たちは前進し続けなければなりません！


  エレミヤや他の預言者たちがこれについて何と言ったか、覚えておられるでしょうか？人々は聞こうとせず、務めが大きな苦しみをもたらしたため、エレミヤはもう二度と語るまいと決めました。彼は神の働きを放棄しようとしました。しかし、その後、彼は言いました、「私が黙していると、火が燃え上がりました。主の言葉は私の骨の内で火のようになり、私の決意は尽き果てました。私は再び語り始めました。他にどうしようもなかったのです」（エレミヤ二〇・九、意訳）。これがエゼキエルの「主の御手が私の上にあった」という言葉の意味です。これが後に何を意味したのか、「主の御手」がどのようにエゼキエルを至る所に連れて行ったのか、あなたはご存じでしょうか？彼は「主の御手」の下にある人でした。あなたもそうなるように祈りなさい。あなたがどの道を選ぶかによってではなく、「主の御手」があなたの上にあることによって、あなたの人生が決まるように祈りなさい。主はそのような男女を必要としておられます。あなたがそうなるように祈りなさい。あなたがこの働きの中にあるのは、あなたがそれを好んでいるからではありませんし、あなたがそれを選んだからでもありませんし、またあなたにその資格があるからでもありません。あなたがその働きの中にあるのは、「主の御手」があなたの上にあるからなのです。この働きから逃れることは、「主の御手」から逃れることです。


  さて、もしこうであれば、何かが起きるでしょう。あなたは今日のための使信を受けるでしょう。この状況に対する使信を受けるでしょう。あなたはこの使信の緊急性を覚えるでしょう。「御言葉はあなたの骨の中で火のようになるでしょう」。主が私たち全員をそのような使者にしてくださいますように！


  さて、私が冒頭で言わんとしたことがおわかりになったと思います。重要なのは霊的価値です。知的知識ではなく、私たちがこのような男女になることです――つまり、霊的有用性が重要なのです。「そのような者にしてください」と主に求めてください。だれもがあなたのことを、主から受けた負担を心に負っている人として認めることができますように。あなたは、一方において何が間違っているのかを、他方において神が何を望んでおられるのかを、見る必要があります。そして、神がそれに関して御手を自分の上に置いておられることを、あなたは感得できなければなりません。


  
    どうか主がこれを私たち全員に実現してくださいますように！

  


  



  第三章 目的に向かって突き進む神の永続的な力


  



  エゼキエルの預言の書に向かうことにしましょう。初めに、この書のとても大まかな概要を示すことにします。しかし、ここで述べさせていただきたいのですが、私はこの書を丸ごと学ぼうとは考えていません。その重大ないくつかの項目を取り上げるだけです。全く考慮しない空白の部分もかなりあります。


  さて、このエゼキエル書は聖書の中で最も難解な本の一つです。最初の三章を読んだだけで、これをおわかりいただけたと思います。ですから、私はこの書全体のとても大まかな概要を示すことにします。詳細については、あなたたちが自分で埋めることができるでしょう。


  第一に、この書は何のためなのか、あなたたちは知りたいと思っておられるでしょう。この書の最初のページに、この書全体の意義の要約らしきものが見られるでしょうか？見られると思います。この書は神の永続的な御旨に関する書です――神の御旨に関する神の力についての書です。もしこれを説明する新約聖書の御言葉をご所望なら、エペソ人への手紙一章十一節にあります。「御旨にしたがい、みこころの熟慮にしたがって、すべてのことを行われる方」。エペソ人への手紙の一章十一節はエゼキエル書の鍵です。エペソ人への手紙一章十一節の「行われる方」という言葉には強い意味があります。ギリシャ語はエネルゲオ（energeo）であり、「エネルギー」を意味します。ですから、神は「みこころの熟慮にしたがって、すべてのこと」にエネルギーを注いでおられるのです。特にこれを私たちはエゼキエル書の中に見ます――あなたたちはエペソ一・十一の光の中でこの書全体を読まなければなりません。先に進むにつれてこれがわかるようになると思います。


  さて、この書の大まかな概要です。最初は預言者その人と、務めのための備えです。これが最初の三章を網羅します。預言者その人、預言者の幻、そして預言者の任命です。これらが一章から三章で網羅されています。次の区分は四章から二四章までです。この区分はイスラエルの国と関係しています。この国に関するこの区分には三つの要点があります。第一にイスラエル人が神から離れ去ったこと、第二に彼らが神を拒絶したこと、第三に彼らへの裁きです。次の区分は二五章から三二章までです。この区分は諸国民に関する区分です。真っ先に取り扱われるのは四つの国――アンモン、モアブ、エドム、ペリシテ――です。続いて二つの国――ツロとシドン――が取り扱われます。二八章の二五節と二六節に、イスラエルの復興に関するごく短い言及が挿入されています。それから、諸国民への裁きが続き、エジプトが裁かれます。


  次に、第四区分に来ます。この区分は私たちをイスラエルの国に連れ戻します。この区分は三三章から三九章までです。この区分は見張り人、羊飼いたち、新しい秩序、枯れた骨の幻、最後の敵について取り扱っています。


  次に、最後の第五区分に来ます。この区分は四〇章から四八章までであり、回復について見せています。この区分には、宮、主、宮の奉仕、川、土地、嗣業、都について記されています。さて、すでに述べたように、これをすべて学ぶことはしません。この概要をあなたたちに示したのは、あなたたちがこの書の全体像を理解するのを助けるためにすぎません。


  さて、私たちの学びに戻ることにしましょう。私たちはこの第一区分にさらに時間を費やすことにします。この区分に大いに時間を費やすことがきわめて大切だと思います。「この書の先に進んでくれればいいのに」と、あなたたちは時々言いたくなるのではないかと私は感じています。しかし、私は急いで基礎の大半を網羅するつもりはありません。私が望んでいるのは、この数々の根本的真理を私たちが真に把握することであり、これを確実なものにしたいのです。


  ですから、最初の三章に戻って、務めのための預言者の備えについて見ることにしましょう。預言者は務めのためにどのように備えられたのか――これは私たちと大いに関係する問題です。なぜなら、エゼキエルに言えたことは、私たちにも霊的にあてはまるからです。昨日、私たちは彼の務めの時間的要素、彼が奉仕に召された状況、彼に個人的に臨んだ主の特別な言葉について見ました。


  さて、今朝、私たちは「幻」に来ます。「私はケバル川のほとりで捕囚の民の間にいた。すると、天が開けて、私は神の幻を見た」と御言葉が述べていることに注目してください。ここで私は言いたいのですが、この数々の幻は主の僕たちの内に外形的に繰り返されることはないでしょうが、その数々の霊的原則や意義は私たち全員にもあてはまるものでなければなりません。私たちの目的は客観的なものの背後に回り込んでその意義に至ることです。私たちは常に霊的意義を目指して励まなければなりません。客観的な面は一時的方法にすぎず、さしあたって神が用いられる手段にすぎません。霊的意義こそ永遠のものであり、現実のものです。


  



  預言者は神の道を見せられた


  



  幻に来ることにします。エゼキエルは、「私は神の幻を見た」と言いました。これには二つの意味がありました。（１）幻は神から来たものであり、神が彼に賜ったものであるという意味と、（２）幻は神の動きについての幻だったという意味です。神は動いておられました。神はある道を進んでおられ、預言者は神が進んでおられる道を示されました。これが「神の幻」という言葉の意味です。しかし、彼が神の幻を見る前に、「天が開かれた」と述べられています。今朝、私はもっぱらこの点について話すことにします。しかし、これについて述べる前に、一、二点述べるべきことがあります。


  エゼキエルに与えられた数々の幻は、時間も、性質も、方法も異なっています。つまり、これらの幻は様々なときに与えられたものです。これらの幻は一度にすべて預言者に与えられたわけではありません。主がこの預言者に何かをお与えになると、それにより預言者は主の御前にひれ伏しました。これが一章の終わりで述べられていることです。次に、主は彼を自分の足で立たせました。この類のことがしばしば起きました。私が言いたいのは、預言者の生涯にはいくつかの合間があったということです。そして、この合間の期間、預言者は自分に示されたことについて考え、主が見せてくださったことに自分を合わせなければなりませんでした。さて、兄弟姉妹たち、私はこの点を強調したいと思います。私たちの人生には、主の御前で過ごすこのような合間の期間がなければなりません。主が私たちに何かを示されたなら、私たちは時間を取ってそれについて考慮し、その意味や内容に向き合わなければなりません。これは必要なことです。私たちがただ前進し続けるだけで、主が語っておられることについて主と共に静かに過ごすこのような合間の期間を設けないなら、その値打ちのかなりの部分は失われてしまいます。主が示してくださったことについて黙想し、それに自分自身を適応させるための、一種の安息日の静けさのようなものがなければならないのです。


  主が何かを語られる時、私たちは行ってそれに取り組み、そうし続けて、主が実際に語っておられることについて考えるのをやめてはなりません――実際、主の語りかけが何を意味するのかを考え続け、それに自分を適応させなければなりません。使徒パウロの生涯と務めのほとんどは、彼が荒野で過ごした沈黙の二年間に由来すると私は信じています。彼はダマスコへの途上、主の幻を見ました。それは途方もない幻であり、彼をひれ伏させました。彼がこの幻の意義に順応するには沈黙の二年が必要でした。この二年のあいだ何が起きていたのか、パウロは何に自分を順応させる必要があったのか、この幻の光の中でどれほど彼が聖書を何度も読み通さなければならなかったのか、私はしばしば推測しようとしてきました。彼はこの幻の光の中で自分の神学をすべて再構築しなければならず、この幻の光の中ですべてを再考しなければなりませんでした。私たちがパウロから受けているもののかなりの部分はこの二年間に由来する、と私は信じています。


  さて、私が言っているのは、「この訓練課程の後、あなたたちは二年間隠居しなければならない」ということではありません。しかし、ここに一つの原則があることがわかります。主がエゼキエルに語られた後、エゼキエルは七日間黙っていました。主が自分に示してくださったことについて七日間考えるまで、彼は自分の務めを続けることができませんでした。私が言いたいのは、主は私たちにすべてを一度に与えるようなことはなさらないということです。私たちが主が語られた御言葉を真に理解するまで、そして私たちが自分をそれに順応させるまで、主は待たれます。ここで私たちはとても重要な原則――啓示の合間の期間という問題――に触れます。エゼキエルの場合そうであり、彼は静かな時を過ごしました。朝の一時間だけでなく、しばしば彼は黙っていました。彼は何も言わず、ただ主と共に過ごしたのです。


  次に二番目の点ですが、この数々の幻は異なる時に与えられただけでなく、性質においても異なっていました。それで、多くの種類の幻があるのです。これらの幻について、今は述べません。ただ言及するだけです。御座の幻、枯れた骨の幻、主の家の幻、大いなる川の幻、土地の幻、嗣業を受けた人々の幻、最後に都の幻があります。


  



  エゼキエルは御霊から教わった


  



  第三に、これらの幻は方法においても異なっています。これはしばしよく考えるべきことです。エゼキエルに臨んだこの数々の幻は二つの異なる方法によりました。第一に、これらの幻は客観的な方法で臨みました――物事が幻の中で彼に示されたのです。彼はパトモス島にいたヨハネのようであり、物事を客観的な方法で見ました。しかし、常にこのような方法によったわけではありませんでした。第二の方法があり、この方法により数々の幻がエゼキエルに臨みました。その方法とは御霊の教えであり、これはいっそう大いなる方法でした。もちろん、この二つの方法は常に別々だったわけではありませんが、確かに区別があったのです。


  私たちの時代、この第一の方法はめったにありません。パウロは第一の方法で幻をいくつか受けました。コリント人への第二の手紙十二章で彼は言いました、「私は幻と啓示について話しましょう。（中略）私は一人の人を知っています。（中略）体のままであったか、私は知りません。体を離れてであったか、それも知りません。神はご存じです――この人は第三の天に引き上げられ（中略）口で言い表せない、人が語ってはならない言葉を聞きました」。さて、これはパウロにとって第一の方法でした。彼はこのように客観的な数々の幻を受けました。使徒ヨハネも同じ幻を受けました。しかし、これらの幻は例外的なものでした。この経綸時代、この類の幻を受ける人は私たちの間でもまれです。このような幻は通常、ことの始まりに伴うものです。この客観的な面は通常、始まりと関係しています。


  パウロや他の使徒たちは、この経綸全体のための基礎を据えていました。ですから、彼らには例外的な面、いわゆる尋常でない面がありました。しかし、この経綸時代、何が通常の方法なのでしょう？主がエゼキエルに用いられた二番目の方法です。この方法は神の御旨の発展と関係していました。あなたが神の家、嗣業、都のように偉大な事柄に来る時、それをなさるのは常に御霊です。「御霊が私を中に導き、御霊が私を座らせ、御霊が私を外に連れ出し、御霊が私に示された」ことに注意してください。これはすべて御霊の動きです！今の時代、これが通常の方法です。主イエスご自身もこれが正常な方法であると言われました、「真理の御霊が来る時、彼はあなたたちをあらゆる真理の中に導きます。彼はわたしから受けて、それをあなたたちに示します」。新約聖書の残りの部分もこの線に沿っています。通常の方法は、御霊が私たちにすべてのことを教えてくださることです。


  



  彼に対して天が開かれた


  



  これは私たちをこの幻の最初の部分である「天が開かれた」に連れ戻します。さて、あなたたちはこれまで私が開かれた天について語るのをかなり聞いてきました。しかし、私は今朝、これについてさらに少し述べたいと思います。始まりの園の象徴で、罪を犯した人に対して天が閉ざされたことを私たちはみな知っています。園は天の王国を象徴します。それは神ご自身が創造された秩序です。それは天的な事柄の真の表現です。しかし、アダムが罪を犯した時、彼はその領域から追放され、その扉は彼の後で閉ざされました。その扉はアダムのすべての子孫に対して閉ざされたままでした。その扉の向こうが神のおられる所です。その扉の向こうが命のある所です。その扉の向こうが神聖な秩序のある所です。この扉の外は死です。この扉の外に神はおられません。この扉の外に神聖な秩序はありません。この扉は閉ざされました。アダムのすべての子孫に対して閉ざされたのです。


  しかし、この扉は再び開かれました。この扉がいつ開かれたのか私たちは知っています。この扉は「人の子」なる御方に対して開かれました。彼が最初ナタナエルに語られた御言葉、「まことにまことにわたしはあなたに言います。天が開けて、神の御使いたちが人の子の上を上り下りするのをあなたは見るでしょう」を、あなたたちは覚えておられるでしょう。もちろん、これは一つの絵図です。それは旧約聖書から取られた絵図でした。ナタナエルはその意味を知っていました。それがヤコブの生涯から取られたものであることを知っていたのです。ヤコブは天が閉ざされている場所にいました。ベテルで彼は天が開かれるのを見、神の御使いたちが上り下りしているのを見ました。ナタナエルはこれをみな知っていました。


  さて、イエスは「わたしがそのはしごです」と言われました。「わたしに対して天が開かれています。天と地、地と天の間の伝達はすべてわたしと関係しています。わたしを通してでなければ、だれも父のみもとに行けません。わたしによらなければ、だれも父から何も受けられません」。また、ヨルダン川のほとりで、彼に対して天が開かれました。ヨルダンは彼の十字架の象徴です。主イエスの十字架により、一人の人が死に渡されて葬られました。その人は天が閉ざされていた人です。十字架のもう一方の面において、一人の新しい人なる御方が復活し、その人に対して天が開かれました。天が開かれたのは、新しい天的な人の種族である主イエスに対してです。


  これこそまさに主がニコデモに言われたことであることを私たちは知っています。ニコデモはとても賢い人であり、とても高い教育を受けた人であり、とても宗教的な人でした。しかし、そこには別の面があり、それは務めと関係していました。務めのために天が開かれたのです。そして、エゼキエルの場合についていま述べているのはこのことです。彼にとって、この開かれた天は彼の務めと関係していました。これはあなたや私が理解する必要があることです。これは聖霊の特別な面です。私たちが上から生まれる時、私たちは聖霊を受けます。しかし、御霊の油塗りは務めと関係しています。イエスは聖霊から生まれましたが、務めのために御霊の油塗りを受けられました。御霊から生まれることと油塗られることをあまりはっきりと区別したくないのですが、それでもこの両者の間には違いがあります！


  私たちの内におられる聖霊が務めに関して及ぼす効力は次のとおりです。エペソ人への手紙で使徒パウロは教会のために祈っていますが、これがその意味です。あなたたちはこの御言葉をよくご存じなので、私はあえて読むことはあまりしたくありません。しかしそれでも、もう一度見ることにしましょう。使徒は教会の召命についてこれらの素晴らしい事柄を述べていることに注意してください。これが見せているのは教会の偉大な召命です。たんなる信者の救いではありません――信者はすでに救われています。しかしここで、彼は教会とその偉大な務め、教会の今の務めと来るべき代々の時代の務めという問題を取り扱っています。これがエペソ人への手紙に書かれていることです。この書の内容は個々のクリスチャンに関するものではないことを、どうか理解してください。この手紙が個々のクリスチャンに当てはまるのは、教会との関係においてです。この手紙に書かれていることは何であれ、いかなる個人に対しても完全にあてはまるものではありえません。個々のクリスチャンが天上のあらゆる霊的祝福で祝福されることは決してありえません。あらゆる霊的祝福を受けるには、全教会が必要です。あなたがあらゆる霊的祝福の中に入るのは、ただこれとの関連においてだけです。すなわち、教会の他のすべての肢体たちとの交わりによってなのです。


  これらの霊的祝福は何のためでしょう？ただ私たちの満足のためだけでしょうか？ただ私たちが祝福を受けるためだけでしょうか？この手紙を見ると、それは務めの用途のためであることがわかります。これにより教会は務めを果たします。今はエゼキエル書からエペソ書に移るつもりはありませんが、おそらく御霊は私たちをも導いておられます！さて、ここで使徒はこう述べています。「彼は高い所に昇られた時、ある人々を使徒として、ある人々を預言者として、ある人々を伝道者として、ある人々を牧者また教師としてお与えになりました」。何のためでしょう？――「奉仕の働きのために聖徒たちを整えるためです」――教会が務めを果たせるよう、教会を完全に整ったものにするためです。すべては教会の務めを目的としています。この務めのために使徒はこう祈りました、「このゆえに私もまた（中略）あなたたちのために絶えず感謝をささげ、祈りの中であなたたちのことを覚えています。どうか私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、あなたたちに知恵と啓示の霊を与え、彼を知る知識を与えてくださいますように」――「彼を知る知識」とは、すなわち、キリストを知る知識のことです。また、ここの「知識」という言葉は「完全な知識」のことです。「あなたたちに知恵と啓示の霊を与え、彼を知る完全な知識を与えてくださいますように。あなたたちの心の目が照らされて、あなたたちが知ることができますように」（エペソ三・一前半、一・十六、十七、欽定訳及びアメリカ標準訳）。この後に、「あなたたちが知る」べき事が述べられています。


  ここに務めに関する聖霊の働きが記されています。教会の務めに関連して、教会は心の目を照らしてもらわなければなりません（十八節）。教会は知恵と啓示の霊を持ち、キリストを知る完全な知識を持たなければなりません（十七節）。これがこの時代、教会の通常の生活でなければなりません。通常でない生活とは、物事がことごとく誤っていることではありません。教会は「彼の召しの望みが何か」知らなければなりません。教会は「彼の嗣業の栄光の富が何か」（十八節）知らなければなりません。教会は「彼の力の卓越した偉大さが何か」（十九節）知らなければなりません。教会が務めを果たすには、教会はこれを当たり前のように知っていなければならないのです！これが開かれた天の意味です。「知恵と啓示の霊」を与えられて、心の目を照らされることです。その時、私たちは御霊により、神の動き、神が取っておられる道、神が目指しておられる目的を知ることができるようにされ、神が「みこころの熟慮にしたがって、すべてのことを」行っておられることを知ることができるようにされます。


  これが開かれた天によってエゼキエルが見るようになったものです。神には目的があります！神はこの目的に向かって進んでおられます！神の大能の力は、すべてこの目的に向かっています！天と地にあるすべてのものは、この目的に関連して支配されています！これがエゼキエルの見たものです！この書は、目的に向かって突き進む神の永続的な力の書です。兄弟姉妹たち、私たちはこれを経験的に知らなければなりません！


  これはエゼキエルにとって途方もない大きな代価が必要でした。これにより、全く新しい道筋が開かれます。この書を読み通して、このために預言者がどんな代価を払ったのかを見てください。ある時は、この幻のために妻という代価を払う必要がありました。彼の若い妻はイスラエルのしるしとして死にました。また、他の多くのことが彼に起きましたが、それらの出来事は彼にとってとても痛ましいことでした。開かれた天を持つには代価が必要です。私たちは同じような形でこの代価を払うことはないかもしれません。しかし、私を信じてください。開かれた天によって、私たちは大きな苦難に巻き込まれます。開かれた天を持つ結果、開かれた天を持たない人は私たちのことを理解できなくなります。開かれた天によって、私たちは神の他の民から迫害を受けるようになります。エゼキエルにとって開かれた天はこれを意味しました。しかしそれでも、その価値は十分にあります！開かれた天を持つ人はだれでも、何を差し出されたとしても、それを手放そうとはしません。それをこの世のいかなる人気とも交換しようとはしません。開かれた天は人が持ちうる最も尊いものです――開かれた天とは、この類の交わりを神と持つことです――すなわち、この交わりの中で神は常に前進して絶えず新しいことを示してくださるのです。


  もしあなたに代価を払う覚悟があるなら、主にこれを現実のものとしてくださるよう求めなさい。しかし、エゼキエルが最初の幻の直後に経験したのと同じ経験をしても驚かないでください。彼は言いました、「私は驚いて七日のあいだ座り込んでいた」。だれかが死ぬ時、七日の間だれも清くありませんでした。人々は喪に服しました。まるで七日のあいだ死人同然だったのです。（聖書では、八日目は常に新しい命の日です。）しかし、エゼキエルは七日のあいだ死人のようでした――これは幻の途方もない影響のためです――この幻により彼はとても痛ましい時を過ごしました。ですから、あなたに困難な時が訪れても驚かないでください。さて、私が言わんとしているのは次のことです。私たちがこのように主と共に取り組むとき、主はたいてい、それを大いに現実のものとするために、私たちにどん底の経験を通らせるのです。ああ、私たちの肉はこの幻を欲しません。私たちの肉はこの務めを欲しません。私たちの肉はあらゆる栄光を欲するのですが、主は私たちの肉に逆らって行動されます。そして、私たちは肉を死に渡される一時期を過ごします。そうするとき、務めは大いに安全な状態になります。これは経験的に正しいことであり、これがエゼキエルの務めのまさに中心にあるのです。


  



  第四章 御座の人がすべてを支配する


  



  さて、エゼキエルの預言に戻ることにします。覚えておられると思いますが、昨晩、私たちは務めのための預言者の備えについて考え始めました。そして、開かれた天について述べました。「天が開かれて、私は神の幻を見た」。さて、今朝、私たちは「神の幻」というこの句の後半に進んで、この預言者に与えられたこの最初の幻を取り上げることにします。これは四節から二八節までの部分を占めています。あなたたちはこの三つの章を注意深く読んでおられるので、今朝この区分をもう一度読む必要はないでしょう。


  注意すべき第一の点は、この幻はみな一つのものであるということです。この幻には多くの部分がありますが、ただ一つの目標を目指しています。この章の最後の節は私たちにこれがそうであることを告げます。二八節の第二区分は、「主の栄光の形のさまは、このようであった」となっています。この章に記されていることはみな、「主の栄光の形のさまは、このようであった」という句に含まれているのです。


  この幻全体を包括する要素は主の御座でした。この幻の中にある他のものはみな、この御座の一部にすぎません。それらはみな主の御座を構成するものなのです。これを理解することがとても重要です。あなたたちはこの幻の中にある多くの異なる点を扱っているのではありません。多くの部分から成る一つのものを扱っているのです。火、稲妻、恐ろしい力、圧倒的な推力、生き物、車輪、人の形があります。これらのものはみな御座の一部です。それらのものが主の御座の意義を構成しています。それらはみな「主の栄光の形のさまは、このようであった」というこの最後の句の中に含まれているのです。


  さて、この章に記されているこの形を理解していただきたいと思います。「御座は何かしら分かれていて遙か天上にあり、ケルビムたちは地上にいる」と思うべきではありません。これらのものはみな一つであることを私たちは見なければなりません。ここでは上の方に御座があり、次に御座の下に天空があり、さらに天空の直下にケルビムたちがいます。しかし、それらはみな一つであり、みな一緒に動いています。御座とケルビムたちは一緒に動いているように思われます。それらは北から来るのがわかります。これはみな一つのものであり、これがいま私が強調したい点です。さて、天空の下に何があるのか考える前に、何が上にあるのかを考えることにします。おそらく、二六節をもう一度読んだ方がいいでしょう。


  
    「生き物たちの頭上の天空に、サファイヤのような御座の形があった。そして、その御座の形の上に、人の姿のような形があった。」（アメリカ標準訳）

  


  そこで、「すべてを支配している要素は御座の人である」と述べて始めることにします。この意義を理解しないかぎり、エゼキエルの預言全体を理解することはできません。この書に記されていることはみな、過去のことであれ、未来のことであれ、御座の人という光の中で見る必要があります。天空の上に一つの御座があり、そこに人のような形がついています。統治権はすべて、御座の人に与えられています。これはエゼキエル書に対する鍵であり、特に今の経綸に対する鍵です。御座の人に統治権が与えられています。これがすべてに対する鍵です。他のものはみなこれから発し、これに向かって他のものはみな進みます。


  この一連の学びを始める時、私たちは「この書には今の経綸に対する使信はあるのか？」という大きな問いを発しました。その答えは新約聖書からの三つの箇所によって与えることができます。一つはヨハネ六・六二であり、主イエスご自身が語られた御言葉です。「人の子がもといた所に昇るのを見たらどうなるのでしょう？」。これは人の子がいるべき正当な所はどこなのかという問いにつながります。「人の子がもといた所に昇るのを見たらどうなるのでしょう？」。二番目の箇所は使徒行伝七・五六でステパノが述べた言葉です。「天が開けて、人の子が神の右に座しておられるのが見えます」。これは主イエスの御言葉が成就されたことを啓示しています――「人の子が神の右に座しておられるのが見えます」。この質問は答えられました。


  さて、三番目の箇所はこれらを含んでいるだけでなく、さらにその先を行くものです。それはヘブル人への手紙一章八節の中にあります。「御子については、『あなたの御座は、おお神よ、代々かぎりなく続きます』と言っています」。この節は彼がもといた所にまで遡っており、人の子はもといた所に昇られたことがわかります。あなたの御座は永遠の過去からであり、永遠まで続きます――「あなたの御座は代々かぎりなく続きます」。これは御子について述べていますが、イエスはご自身のことを人の子と言われました。人の子が永遠の御座についておられるのです――「天空の上に御座があり、人の姿のようなものがそれについていた」。


  



  正当な地位についた人なる御方


  



  まず第一に、神には人なる御方がいます。神には人なる御方があり、この人は神が常に望んでこられた御方であり、神が得ようとしてこられた御方です。そして今、この人は正当な地位についており、神が意図された所におられます。この二つの点をしっかり把握してください。なぜなら、これまで述べてきたように、この二つがすべてを支配しているからです。ついに神はこの人を獲得されたのです。神はこれまでずっとこの人を求めてこられた、という感覚があります。神はアダムを創造してそのような人にならせようとしました。そして、神は歴史を通して御心にかなうこの人を求めてこられました。神はこのような人として御子を見いだされました。これが受肉の完全な意義です。神は一人の人を備えて、この人は今や神に定められた地位についています。この人はその正当な地位についています。統治する地位についています。これは詩篇八・六の「あなたは彼に主権をお与えになりました」に呼応します。主権と権威はみな、この人に与えられています！彼は神の御子ですが、人の子でもあります。さて、すべてはこれによって支配されていることに、私たちは注意しなければなりません。主の僕の備えはこれによって支配されています！主の僕の務めはこれによって支配されています！務めはみな、この御座の人から受けた性格を帯びていなければなりません！


  次に、この偉大な書をさらに読み進むと、神の裁きに来ます。最初に主の民が裁かれ、次に諸国民が裁かれます。これらの裁きはみな、御座の人によって支配されています。裁きの後、神の証しの回復に来ます。神の証しの回復は御座の人にしたがってです。今これに長い時間を費やすこともできるのですが、その大いなる豊かさについては後で述べることにします。


  しかし、次のような疑問が生じます。「神が欲しておられる証し、神が回復することを欲しておられるものとは何でしょう？」――それはイエスの証しです。神は御心にかなう人を得ておられること、神の御心にかなうこの人はある種類の人であること、この人は他のすべての人とは異なること、すべての権威はこの人なるイエス・キリストに与えられていること――これが証しです。これが神が回復することを願っておられる証しです。後で見ることになりますが、この証しが見いだされるのは神の家の中です。神の家はこの人にしたがって構成され、この人の意義が神の家の中で表現されます。私たちの到着点は、神の家の中で表されるイエス・キリストによる神の証しです。


  ですから、エゼキエルの預言に記されているように、回復の働きはこの御座の人によって支配されています。「回復の働きは御座によって支配されている」と私が言う時、それは公の統治を意味するだけではありません――すべてを支配しているのはこの人の性格であるということも意味します。次に、神のこの家に進みます。神の家はこの数々の預言の中でとても重要な地位を占めています。これはとても素晴らしい家です。この家に来る時、この家は御座の人によって支配されていることがわかるでしょう。次は川です。この川はこの家から始まり、祭壇のそばを流れ、庭を出て、この国を流れ下ります。川の流れるところ、すべてのものが生きます。これは使徒行伝の内容に対応することがわかるでしょう。なぜなら使徒行伝では、この川は霊のエルサレムの聖所から流れ出て、ユダヤ全土、サマリヤ、地の果てまで流れることがわかるからです。この川の流れるところ、すべてのものが生きます。これはとても長い川です。これは世界最長の川です。これは中国にまで至りました。これはインドを流れています。これは全地を流れる川であり、この川の流れるところ、すべてのものが生きます。しかし、覚えておいてください。この川の出発点は御座の人です。これはみな、神がこの人を正当な地位に置くことによって支配されているのです。


  次に、神の民が嗣業を受けるのを私たちは見ます。これは新約聖書のもう一つの偉大な真理であり、主の民が霊的な嗣業を受けることです。これがこの数々の預言の中で述べられている最後の点の一つです。ここでもまた、主の民が嗣業を受けるのはただ、主イエスが正当な地位につかれる時だけです。別の言い方をしましょう。イエスが正当な地位につかれる時、神の民は嗣業を受けるのです。主が正当な地位につかれないかぎり、私たちは決して嗣業を受けられません！


  さて、使徒行伝を見てみましょう――なんという豊かさを主の民は受けるのでしょう！なんと大きな嗣業を彼らは受けるのでしょう！彼らはこの嗣業をいかなる理由で、また、いかなる方法で受けるのでしょう？この書が伝える大いなる使信は「イエス・キリストは主である！」ということです。神はあらゆる支配や権威を遙かに越えて彼を高く上げられました！イエスがご自身の地位につく時、主の民は嗣業を得ます。


  これらの預言の最後のものは都です。聖書で最後に記されているのは都であり、この都から川が流れ出ることを私たちは知っています。しかし、この川は神と小羊の御座から流れます。イエスはついにご自身の地位に完全につき、都は彼の豊かさを入れる器となり、この豊かさはこの都から出てすべての諸国民に至ります。これらのことがみな、予型や象徴としてエゼキエルの預言に記されています。「この書には今の経綸に対する使信はあるのか？」という最初の問いに、これで答えたことにならないでしょうか？答えたことになることが、今やおわかりいただけたと思います。しかし、いま大切な点は、これはみな御座の人によって支配されているということです。


  私たちはこれについて二つのことを見ます。なぜなら、神がキリストを天に上げられたことはとても重大なことだからです。これについてよくよく考えてもらうことにしましょう！神がキリストを天に上げられたのはなんと偉大な事実でしょう！これは長いあいだ私たちを占有できるものです。「神は御力の卓越した偉大さを行使してキリストを天に上げられました」とパウロは私たちに告げます。これは、この宇宙の他の力はみな、キリストを天に上げるために征服されなければならなかったことを意味しました。神がキリストを天に上げられたことは、とても重大な事実です！次に、第二に、キリストが天におられる事実は、神の民にとってもとても重大な事実です。


  



  裁きはキリストの御座から来る


  



  さて、一、二分前に述べたことに戻ることにしましょう。裁きはすべてキリストの御座から来ます。キリストは御座からご自身の民や諸国民を裁かれます。エゼキエルの預言では裁きは神の民から始まることに注意してください。これは私たちを黙示録の冒頭に導きます。栄光の主イエスによって最初に裁かれるのは諸教会です。「裁きは神の家から始まらなければならない」ということが神の一つの原則です。もちろん、神のご性格から言って、これは必要なことです。神がこの世を裁かれ、この世の人々がクリスチャンたちを指さして、「彼らを見てください。彼らはなんと矛盾しているのでしょう。にもかかわらず、あなたは彼らを放置しています。あなたは来て私たちを裁いていますが、ご自身の民を裁いていません」と言ったとしましょう。これは全くおかしなことです。ですから原則として、「裁きは神の家から始まらなければなりません」。私たちは主の民としてこの御座の裁きの下に来なければなりません。


  この意味をとても注意深く説明することにしましょう。今朝、私はすでに一度ならずこれを述べました。この御座についているのはある種類の人であり、神はすべてをこの人の性格にしたがって裁かれます。これが黙示録の冒頭に記されていることです。この書の冒頭で、主イエスの全体像が描かれています。彼のパースンや姿が詳細に描かれています。彼はそのような者としてご自身を諸教会に示されます。次に、聖霊はまるで、「わたしはこの人にしたがってあなたたちを裁きます」と仰せられたかのようです。ですから、すべての教会に対して、「聞く耳のある者は、御霊の言うことを聞きなさい」と語られたのです。聖霊の働きはすべてキリストと関係しています。あなたたちはこれを新約聖書の一つの偉大な真理としてご存じです。さて、諸教会に対する課題は、「あなたたちはどれくらいこの人に達しているでしょうか？あなたの生活、性格、働きはどれくらいこの人に見合っているでしょうか？」ということです。


  この人が裁きの基礎です。諸教会はこの人にしたがって裁かれます。これが裁きの意味です――神の測量線は御子です。問題は常に、「私たちはどれくらいキリストに達しているか？」ということです。これが裁きの意味です。教会を裁いてから、神は諸国民に向かわれます。これがエゼキエル書に記されていることであり、黙示録に記されていることです。神の民に対する裁きと諸国民に対する裁きはみな、この人にしたがっています。


  



  イエスの証しの回復


  



  次に、神の二番目の動きを見ます。黙示録において、これは大いに明らかです。それはイエスの証しを回復するための動きです。ヨハネは言います、「私は神の言葉とイエスの証しのために、パトモスと呼ばれる島にいた」。「イエスの証し」というこの句は黙示録の中に数回出てきます。これが神の活動の基礎です。


  さて、諸教会の間の一つの問題は、「勝利を得る者に……」という問題です。勝利者たちは神の証しの回復を象徴します。神の回復の動きは勝利者たちによります。勝利者たちはキリストにしたがっていないものを捨て去って、今やこの神聖な人の表現となった人たちです。ですから、この書の最後に来る時、エゼキエル書でも、黙示録でも、都が出てくるのです。これは文字どおりの都ではないことを、私たちはみな知っています。文字どおりの都ではありえません。この都を地上に持つには、多くのものを取り除かなければならないでしょう。この都は、もちろん、絵図です。それは教会の絵図であり、今や教会は都として神の描写に呼応します。パウロはこれを次のように述べました、「キリストは教会を愛して、教会のためにご自身をささげられました。それは彼がしみや、しわや、そのようなものが全くない、栄光の教会をご自身に迎えるためです」（エペソ五・二五、二七、アメリカ標準訳）。この御言葉は黙示録の最後に出てくる都を完全に描写しています。「御霊は聖なる都エルサレムを私に示された。都は神の栄光を帯びていた――栄光の教会です――都の光は最も尊い宝石のようであった」（黙示録二一・十、十一）。光は常に純粋さの象徴です――「しみや、しわや、そのようなものが全くない」のです。「キリストは教会を愛して、教会のためにご自身をささげられました」――都の中央に小羊の御座があります。象徴がおわかりいただけたでしょう。霊的意義がおわかりいただけたでしょう――この最後の状態は御座の人に対応しているのです。


  使徒行伝は大いなる始まりの書です。この書は御座のキリストと共に始まります。使徒時代の終わりに来る前に、状況は悪化し始めました。パウロの手紙からこれを察することができます。特にテモテに宛てた彼の最後の手紙からわかります。状況は悪化し始めていました。証しは失われました。次に、黙示録に来ると、神はこの証しを回復するために神の家から裁きを開始されます。黙示録の終わりでは、それが完全に回復されるのを私たちは見ます！


  



  神の力と動き


  



  さて、エゼキエル書に戻ることにします。この書の中に、すでに述べたように、私たちは神の力と動きを見ます。この最初の幻はその描写です。用いられている象徴を見てください。第一に「燃える火」です――誰がこの燃える火の前に立てるでしょう？この火が地上を一掃し始める時、だれもそれを止められません。火に抵抗することはできません。次に「ひらめく稲妻」です――それはここでは大きな電気嵐のようです。これは恐ろしいものです。誰がこの電気嵐の前に立てるでしょう？あなたはこれに刃向かうことはできませんし、それを一掃することもできません。この書には途方もない力を意味するあらゆる象徴があります。これはみな神の動きと関係しています。なぜなら、最終的に勝利したのはこの御座だったからです。


  教会は当初、イエスが御座についておられることを大いに意識していました。サタンが御座についているのではありません。皇帝が御座についているのではありません――イエスが御座についておられるのです！教会はこの偉大な事実の力の中で前進しました！教会はこの事実に基づいて祈りました！教会はこの御座に向かって嘆願し、確信をもって祈りました。なぜなら、教会は彼が御座についていることを知っていたからです！あなたはその一つの例を思い出すでしょう――人々は大きな反対を受けており、支配者たちは立ち上がって、彼らに敵対しました。そして、教会は祈るために共に集まりました。その祈りの中で彼らは詩篇第二篇を引用しました。詩篇第二篇に何が記されているのかはご存じでしょう。「なぜ異邦の民は荒れ狂い、この民は空しいことを思いはかるのか？地のもろもろの王は立ち構え、共に集まって、主とその油注がれた者とに逆らう。（中略）天に座しておられる方は笑う。主は彼らをあざけられる。（中略）『わたしは詔を宣言した。わたしはわが聖なる者をわが聖なる山シオンに立てた』」。次に、王たちや支配者たちに向かって訴えがなされます。「御子に口づけせよ。さもないと、主はお怒りになるであろう」。人々が使徒行伝の中で祈りに用いたのはこの御言葉であることがわかります（四・二五、二六）。この御座とそれについている人に対するなんという確信を、これは示しているのでしょう！彼らはこの根拠に基づいて祈ったのです！この根拠に基づいて宣べ伝えたのです！この根拠に基づいて歌ったのです！


  そうです、彼らは歌う民でした。二人の人が歌っているのを聞いてください、この歌はどこから発したのでしょう？牢獄からです！打たれて傷つけられた二人の人がいて、地下牢の奥に放り込まれていました。彼らの足は鎖で堅くつながれていますが、それにもかかわらず歌っています。このような状況の中でどうして歌えたのでしょう？イエスが御座についておられることを知り、信じていたからにほかなりません！彼らの歌は信仰と確信の歌だったのです。すると数分後に大きな地震があり、すべての扉が開いて、彼らの鎖は外れ落ちました。イエスが御座についておられます。それゆえ、彼らは歌ったのです！


  それゆえ、彼らは苦しみました！そうです、彼らは大いに苦しみました。しかし、苦しみに耐える力は、イエスは御座についておられるという意識から生じました。彼らはこの根拠に基づいて死んだのです！ステパノは死ぬ間際に言いました、「天が開けて、人の子が神の右に立っておられるのが見えます」。これが彼の証しであり、この根拠に基づいて彼は死んだのです。


  さて、時間がなくなったので、今朝はこれくらいにしなければなりません。私たちはこの偉大な幻の最初の部分しかまだ見ていません。しかし、この書の中には私たちの時代に対する使信があることを理解していただけたと私は確信しています。しかし、次のことを思い出していただかずに話を終えることはできません――すなわち、これはみな務めのために一人の人を整えることと関係していたのです。もしエゼキエルがこの幻を見ていなければ、彼は決して自分の務めを果たせなかったでしょう。彼の務めはみな、この最初の幻から発しました。私たちはこの意義を見なければなりません。「イエスは主であり、イエスは御座についておられます。それゆえ、私は進み続けることができます。私は困難に直面することができ、苦しむことができ、死ぬことができ、祈ることができ、歌うことができます！」。これが私たちを支配するものでなければなりません。


  



  第五章 御座の行政は神聖な御旨と連携して進む


  



  私たちはなおも、務めのための主の僕の備えに専念します。昨日の朝、私たちは天空の上の御座とそれに座す人の姿のようなものについて考えました。覚えておられると思いますが、この御座を見ることが主の僕たちにとって重要であることを指摘して、昨日は締めくくりました――御座があること、そして、この御座に人がついていることを理解することは、主の僕たちにとって何を意味するのかを指摘しました。それから、私たちは新約聖書に移って、初期の時代、すべてはこれに基づいていたことを見ました。人々は歌い、祈り、宣べ伝え、苦しみ、死ぬことができました。それは、彼らが御座の人を知っていたからです！ですから、この幻のこの部分が最初に臨んだのであり、それはエゼキエルにとって大いに重要なものだったのです。


  エゼキエルという名が何を意味するのか、あなたたちはご存じだと思います。しかし、ご存じでない場合のために、その意味を述べることにしましょう。その意味は「神は私の力である」です。エゼキエルは彼自身の名を真のものとする幻と経験を必要としていました。エゼキエルが見ていたこの幻はみな、彼自身の名である「神は私の力である」をまさに確立しつつありました。御座の人を見る時だけ、私たちは力を得ます！これは務めにとってとても重要なことです。


  そこで、「神の幻」の第二区分に進むことにします。この神の幻は主の僕を整えるためのものでした。この幻の第二区分は、天空の真下にあったものについてです。その第一の部分は「四つの生き物」であり、ケルビムとして知られています。もちろん、このケルビムたちは霊的な事柄の象徴であることを私たちは受け入れています。ケルビムたちに関する第一の点は、他の箇所では彼らは別の姿をしているということです。例えば、このエゼキエル書ではケルビムたちには四つの羽がありますが、イザヤ書では六つの羽があります。これは特定の霊的原則を強調するためにほかなりません。また、ケルビムたちへの言及には他にも違いがあることがわかります。これは時や場所が違えば強調点も異なることを意味します。別の時、別の場所では、他の点が強調されます。これは注意すべき霊的原則です。ですから、ケルビムたちは霊的現実の象徴です。聖書は最初から最後までまさに象徴で満ちています――神は事物を用いて霊的真理を教示されるのです。


  さて次に、この「四つの生き物」について見ます。まず、彼らの数に注意しましょう。彼らの数は四です。彼らに関するあらゆるものが数字の四を指し示します。この四つのケルビムには各々四つの姿があり、それぞれの姿は四つあります。彼らには四つの翼があります。彼らを特徴付ける数は四です。ご存じのとおり、四は被造物を表す数です。被造物全体を網羅したい場合、数字の四で網羅できます。東西南北が全世界を網羅します。一年には四つの季節――春夏秋冬――があります。聖書は四つの風について述べています。この四つの風は「地の四隅」（黙示録七・一）から来ます。さて、世界は四角ではなく、四隅がないことを私たちは知っています。しかし、これは象徴的表現であり、「地の四隅」は全世界を意味します。ですから、数字の四は全被造物を表します。それは被造物の数です。ケルビムたちの四つの姿に移る際、これを心に留めておいてください。


  ケルビムたちには四つの姿があったことがわかります。人の姿、獅子の姿、雄牛の姿、鷹の姿です。この四つの姿は被造物の四つの区分を表します。獅子は野の獣、雄牛は家畜、鷹は飛ぶもの、人は人類を表します。全被造物がここに示されています。


  しかし次に、これは霊的に何を象徴するのでしょう？獅子は王権と統治の象徴です。雄牛は奉仕と犠牲の象徴です。鷹は天的性質と奥義の象徴です。人は代表の象徴です。これが霊的象徴です。


  「これは一体何を意味するのでしょう？」と私たちは問うかもしれません。第一に、これはキリストの象徴的表現です。これは四重の能力を持つキリストを象徴しているのです。獅子は「ユダ族から出た獅子」を象徴します――ユダ族から支配者が出ました。ですから、獅子は主イエスの統治と王権の象徴です。マタイによる福音書はこれに対応することを、おそらくあなたはご存じでしょう。マタイによる福音書は王の福音書です！雄牛は奉仕と犠牲の象徴であり、これも自分自身を犠牲にするエホバの僕としての主イエスを表します――「人の子が来たのは仕えられるためではなく仕えるためであり、自分の命を与えるためです」。雄牛はマルコによる福音書に対応します！マルコによる福音書では、他のどの書にもまして、自分自身を与えて奉仕されるイエスの姿を見ることができます。ケルビムの人の面の意味は大いに明らかです。「人の子が来たのは」。これはルカの使信であり、人なるイエスです！鷹は天的性質と奥義の象徴であり、ヨハネによる福音書の中にはっきりと見られます！この福音書の中で主イエスはご自身が「天から下って来た」ことについて何度も述べておられます。また、彼には依然としてだれも理解できない謎があります。彼は人ですが、人以上の存在です。これが鷹の象徴です。ですから、これらのことから、ケルビムたちは主イエスを表していることはきわめて明白だと思います。


  ケルビムたちは「生き物」と呼ばれています。英訳聖書では原文にない一つの言葉が追加されています。欽定訳では「生きている被造物」と訳されており、他の訳では「生きている獣」、四つの生きている獣と訳されています。さて、もちろん、まず人は獣ではありません。また、鷹も厳密には獣ではありません。しかし、被造物や獣という言葉は原文にはありません。この箇所は原文では「生き物」――「命」という言葉のたんなる複数形――であり、まさに複数の「命」を意味します。ケルビムの主要な特徴は命でした――「彼の中に命があった」。この命は何のためでしょう？――この命は被造物の命であり、イエスこそ被造物の命です。もちろん、それは今や新創造です！


  ケルビムたちの第一の姿に戻ることにします。人は罪を犯し、神は人類と地を呪われました。神は人を「命の木」がある園から追放し、命の木の道を守るためにその門にケルビムたちを置かれました。これは一体何を意味するのでしょう？罪深い堕落した被造物は決してこの命を得られません。この命を得られるのは「新創造」だけです。堕落した被造物を表すものと、堕落していない被造物を表すものとの間に、キリストが「門」として立っておられます。キリストは言われます、「この罪深い被造物には何の命もありません。新創造の中にだけ命があります」。ですから、ケルビムたちが両者の間に立ちます。このようにキリストは常に旧創造と新創造の間に立っておられます。キリストの外に命はありません。キリストの中にだけ命があります。「命」としてのキリストが門のところに立っておられます。彼は一方の被造物には「だめ」と言い、もう一方の被造物には「よし」と言われます。ケルビムはキリストを表す、と言えると思います。ケルビムたちは命としてのキリストを表しています。


  さて、ケルビムは御座と連携して全被造物に影響を及ぼすこともはっきりとわかります。御座は被造物と結びついています――創造と贖いによって結びついています。一方において御座は被造物と関係しており、他方において御座は被造物の贖いと関係しています！神の御座がこの二つを統治します。神の戦車―御座は神の創造的な贖う力と結びついています。神は被造物の贖いに関わっておられることを、この御座は告げます。御座の上に「虹」があることに注意してください。この虹は神の贖いの契約の象徴です。この虹は黙示録の中にも出てきます。間もなく私たちは虹と黙示録の関係について見ることになりますが、いま述べたことをしっかりと確信するようにしましょう。


  ここに神の戦車―御座があります！その下にあるのは全被造物の象徴です。根本的問題は、この被造物のための命という問題です。しかし、私たちはこの御座の動きの途方もないエネルギーや力を見てきました！神のエネルギーや動きはみな、新創造、贖われた被造物と関係しています。ですから、御座は神聖な目的――創造における神聖な目的――と連携して動いているのがわかります。御座の動きは主イエスによります。この新創造は主イエスを王としていただいています。新創造は彼の奉仕と犠牲によります。新創造は彼の天的性格の表現となります。これはすべて「わたしの（神ご自身の）心にかなう人」という句に要約されます！


  黙示録の四章と五章で――贖われた者の大群衆が全宇宙に向かって展覧されます。そしてこれが起きる時、被造物自身も解放されます。神は間もなくこう仰せられます、「わたしは新しい天と新しい地を創造する。（中略）先のものは過ぎ去る」（イザヤ六五・十七前半、 黙示録二一・一、四後半、新アメリカ標準訳、欽定訳）。この原則はみな、このエゼキエル書に記されています。しかし、ここにとても意義深い点があります――黙示録の四章と五章に四つの生き物が出てきます。四章では、彼らは被造物と関係しています。四章に記されている歌は、「あなたは万物を創造されました。あなたの御旨により、万物は存在し、創造されたのです」です。生き物たちはここではこれと関係しています。創造における神の御旨――「神は万物をイエス・キリストにあって創造されました」――と関係しています。生き物たちはイエス・キリストを表しています――イエス・キリストは王、犠牲、天的な人であり、被造物に意義を与える御方です。「万物は彼にあって創造されました」。生き物たちは被造物の歌のただ中にいます。ただし、それは今や特別な形においてです――それは新創造の歌なのです。


  黙示録の五章では別の歌が歌われており、生き物たちはそこにいます。これは贖いの歌です。「あなたは贖われました」。これは新しい歌であり、生き物たちはそこにいます。被造物の目的はキリスト・イエスにあります――イエスは被造物の目的であり、新創造が確保される時、生き物たちがそこにいます。それはキリスト・イエスにある新創造です。贖いの歌は「あなたは私たちを贖ってくださいました」です――贖いはキリスト・イエスにあります。


  これは私たちをエゼキエル書に連れ戻すことがわかります――ケルビムたちは、第一に、キリストの表現です。一方において彼らは被造物と関係しており、他方において贖いと関係しています。そして、神のこの大能の力はすべて、その上に集中しています。神の動きはすべてこれに至ります。ある被造物が失敗しました。神は新創造を獲得されます。神のある代表が失敗しました。神は新しい代表を獲得されます。イスラエルは神の代表として失敗したので、神はご自身の教会を獲得されます。これはこの一連の預言の後の方に出てきます。


  さて、これくらいにしなければなりません。これはその半面にすぎません。もう半分は車輪ですが、今朝はこれくらいにしなければならないと思います。これはみな興味深いだけでなく、とても有益です。これは私たちが次の一つのことを見る助けになるにちがいありません。すなわち、天の御座は主の御心の十分かつ完全な表現の上に集中しているのです。この区分全体をまとめる時、これが私たちにとって何を意味するのか、私たちはさらに見ることになるでしょう。しかし、神が進まれる道のただ中にあることは途方もないことです！神が進まれる道の道ばたにいるのではありませんし、神の動きに少しだけあずかっているわけでもありません。神が進まれる完全な道のただ中にあるのです！そこで私たちは御座の助けを見いだすのです！


  



  第六章 権威は御座の人に与えられた


  



  ご存じのように、一章から三章までのこの第一区分は、務めのための主の僕の備えについて取り扱っています。これまで私たちは第一に預言者その人について、次に開かれた天について考えてきました。そして次に、私たちは神の幻について考えました。この最初の幻について、まだ少し述べるべきことがあります。私たちは主の戦車―御座について考え、四つの生き物たちについて考えました。考えるべき他の二つの面があります。その二つの面のうちの一つは車輪です。その区分はエゼキエル書一章の十五節から二一節までです。あなたたちはこの区分を読んでおられるので、今朝この区分を一緒に読み返す必要はないでしょう。この車輪にはいくつかの面もしくは特徴があります。それを五つの点にまとめられると思います。


  第一に、車輪は動きの象徴であり、機動性を意味します。次に、ここの車輪は直進性を意味します。第三に、車輪は最初地に触れていますが、次に地から上がり、それから再び何度か地に触れるように思われます。動くとき、車輪はしばしば地に戻って来るように思われます。次に第四に、これらの車輪は目で満ちています。車輪の周囲全体に目があります。第五に、命の御霊が車輪の中にあります。これらの点について述べるだけで、その教えの内容がわかると思います。一つ一つの点にあまり多くの時間を費やす必要はありませんが、それぞれの点に一つか二つの注釈を付けながら網羅することにします。


  



  車輪は機動性を表す


  



  第一に、車輪は機動性を表します。これは二つのことを示唆します。第一に、神は動いておられるということです。私たちはここで神の戦車―御座の動きの中にあります。第二に、神は動くために絶対的自由を要求されるということです。神はご自身の動きのために完全な自由を必要とされます。私が何を言っているのかよくわからないなら、次のことを思い出しさえすればいいでしょう。すなわち、あなたは実はこのエゼキエル書の中で、使徒行伝に記されていることを扱っているのです。使徒行伝について述べることは新約聖書全体について述べることであることがわかります。使徒たちの手紙はすべて使徒行伝から発しました――使徒行伝は新約聖書全体を含んでいます。間もなく私たちはこれをさらに詳しく見なければなりません。しかし、使徒行伝に来る時、私たちはこの二つの点を見ます。それは、御座は動いているということです。御座の人が動いておられることに疑いの余地はありません。私たちは使徒行伝の中に主の動きを見ることができます。使徒行伝は動きのない書ではありません。主はじっとしている主ではありません。主は動いておられます。


  しかし第二の点は、主は動くために自由を要求されるということです。この行動の自由を認めて受け入れなければなりません。ペテロとコルネリオの家を思い出してください。ペテロが屋上で見た幻を私たちはいつも覚えています。主はイスラエルから異邦人へ、エルサレムから彼方の地域へ動いておられます。これがエゼキエル書に記されていることです。しかし、ペテロは主の動きを止めようとしました――「主よ、そうしないでください」と彼は言いました。しかし、主は伝統にとらわれません。主は偏見にとらわれません。これはペテロにとって一大転機であり、これがその転機の性質でした。主は事実上ペテロにこう言われました、「ペテロよ、わたしは進み続けます。あなたはわたしと共に進み続けるでしょうか？もしわたしと共に進み続けないなら、何も変わりません。あなたは後に取り残されるだけです。しかし、もしわたしと共に進むつもりがあるなら、あなたはわたしに完全な行動の自由を与えなければなりません。あなたの考えがわたしの動きの邪魔をしてはなりません。あなたの宗教的伝統がわたしの動きを邪魔してはなりません。あなたの偏見がわたしの動きの邪魔をしてはなりません」。


  主は動いておられ、完全な行動の自由を要求されます。これがまさに最初に車輪によって示されていることです。神は動いておられ、動き続ける権利を要求されます。これは今朝あなたたちに語ったたんなる言葉ではありません。これにとても多くのことがかかっています。神は永遠の御旨に向かって常に動いておられることを私たちは覚えておかなければなりません。私たちは主の道に何も置いてはなりません。何度も何度も主は私たちの内にあるもの、諸事に関する私たちの考えに立ち向かわれるかもしれません。私たちの過去の経験にさえ立ち向かわれるかもしれませんし、「自分は何でも知っている」という私たちの意見に立ち向かわれるかもしれません。主は仰せられます、「わたしにはまだ御言葉から解き放つべきさらなる光と真理があります。あなたはまだわたしの動きの目的地に達したわけではありません。後にした道より遙かに長い道がまだ先にあります。あなたは進み続けるための完全な自由をわたしに与えなければなりません」。


  さて、あなたたちはこれについて考えなければなりません。これは最初の点であるだけでなく、すべての基礎でもあるからです。この主の戦車―御座は車輪の上にあります。主の戦車―御座は、「神は動く神であり、動きのために完全な自由を要求される」というこの原則の上にあるのです。


  



  車輪は直進性を意味する


  



  次に第二に、車輪は逸れることのない直進性を意味します。これはこの幻の中で最も解釈が難しい点の一つです。しかし、見たところ、これは次のことを意味するように思われます。すなわち、神が前進される時、神は予期せぬ何かによって引き止められることは決してないのです。神が向きを変えるとき、それは全く予定どおりのことであり、非常事態ではなく、神がその状況を予期しておられなかったからではありません。さて、おそらくあなたにとってこれは理解するのが難しいかもしれません。先ほどペテロについて述べたことにもう一度戻りましょう。神は向きを変えておられるかのように見えます。なぜなら、その時まで神はイスラエルと共に動いておられたからです。その時まで神の動きはすべてイスラエルと関係していました。神は向きをこんなにも大きく変えられたのです。ペテロは主がイスラエルと共に直進し続けて、異邦人に向かって進路を変えないことを願いました。神はイスラエルの中で困難に直面したため、進路を変えようとしておられるかのように見えました。この箇所をそう解釈する聖書注解者たちもいます。


  神はイスラエルの中で困難に直面し、それゆえ異邦人に向かわなければなりませんでした。異邦人に向かうことは主の一大方針転換です。それはユダヤ人が主に対して困難な問題を突き付けたからでした。これがペテロの見解であり、彼はそれをとても残念に思いました。彼は言ったでしょう、「主よ、あなたはこれをすることはできません。あなたは何世紀もイスラエルと共に歩んでこられました。今さら進路を変えることはできません」。さて、要点がおわかりになったでしょうか？――実は、神は進路を変えておられなかったのです。神は常に異邦人を心に留めてこられたことを、聖書は完全に明らかにしています。神はユダヤ人を通して異邦人に向かおうとしておられました。しかし、これは全く別のことです。たとえユダヤ人がこの点で主に仕えることに失敗したとしても、神はその同じ御旨を抱きつつ前進されます。


  これらの車輪は直進します。車輪は向きを変えることもできますが、それは目的が変わったことを意味しません。たとえ向きが変わったように思われても、車輪は依然として直進し続けます。さて、この車輪の幻について読む時、これは理解するのがとても難しいことです。しかし、イスラエルや異邦人の実例はこの状況に対する鍵であると思います。


  新約聖書の最後に来ると、別の困難に出会います。今度は一般的な教会についての困難です。主は別の障害に出会われたかのように思われます。そして、主はご自身の道から向きを変えて別の進路に進まなければならないかのように見えます。主は一般的な教会を離れて、勝利者たちに逸れて行かなければならないかのように見えます。これはそれを見る一つの見方にすぎません――神は御旨を抱きつつなおも進んでおられ、これが神の道です――御旨から逸れたわけでは決してありません。神はなおも直進し続けておられます。さて、これについては十分に述べたと思います。しかし、これについて思い巡らすなら、多くのことを教わることができます。


  



  車輪は地に触れ、そして上にあがる


  



  次に第三に、車輪は地に触れ、その後、地から上がります。次に、車輪は地に戻って来てとどまるように思われます。生き物たちは翼を下ろし、しばしの間、すべてがじっとしています。それから、生き物たちは再び進み続けるように思われます。これには膨大な歴史が込められていると思います。


  主はペンテコステの日に開始されました。エルサレムから開始されたのです。言わば、主は地上から開始されたと言えるでしょう。次に、主の動きは地を超越しました――主はこの書全体を通して地を超越した地位についておられ、そこにとどまられます。これは私が先ほど述べたことと矛盾していません。主には待たなければならない時もあるのです――主は何かを待たなければなりません――前に向かう主の動きは遅れているように思われます。これにはなんと膨大な歴史が込められていることでしょう――まさに教会の歴史全体がそうなのです。神は動かれますが、その後、待たなければなりません。そして、待っていたものを得る時、神は再び前進されます。このような神の動きを私たちは歴史の中に見ることができます。神は何かを待たなければならないというこの問題を、私たちは大いに真剣に熟考する必要があります。


  私たち自身の人生を考えてみましょう。神の動きの後、待つ期間があるように思われます――主は何かを待っておられます。神は私たちに与えた何らかの光に私たちが順応するのを待っておられるのかもしれません。神は何かが取り除かれるのを待っておられるのかもしれません。その何かは割り込んできたものであり、彼ご自身から出たものではありません。それは多くのものかもしれません。しかし、私たちの人生には主が前進しておられるようには思われない時期があることを私たちは知っています。


  おそらく、神は前進することを止められているのでしょう――神はいま何かを待っておられます。この待つ期間の間、私たちは大いに真剣に考えるべきです――「なぜ主は前進しておられないのでしょう？なぜ主は私と共に前進しておられないのでしょう？いったい主は何を待っておられるのでしょう？私はどのような矯正を行えばいいのでしょう？私が主の道から除かなければならないものは何でしょう？」。主がとどまって待っておられるように思われるたびに、私たちはそれについて熟考しなければならないことがわかります。


  また、これは主の働きにも当てはまります。これは私たち自身の霊的生活にも当てはまりますし、主の働きにも当てはまります。主が待っておられるように思われる時期がやってきます。まるで主は前進するのをやめられたかのようです。それは多くの理由の中のどれかが原因かもしれません。これは主がご自身の御旨を放棄されたからではありません！これは主が行動の神ではなくなったからではなく、私たちを待っておられるからなのです！主はご自身の民を待っておられます――ご自身の民の何かを待っておられるのです！そのような時は必ず、私たちはこれに関して「主は何を待っておられるのだろう？」とよく熟考しなければなりません。


  さて、過去二千年の教会の歴史を見ると（これは大いにためになる学びです）、一方において私たちは天からの神のこれらの動きを見ます――それはまるで御座が地から上げられて前進しているかのようでした。御座が地上のものを乗り越えて――力をもって進んでいたのです。これが何度も起きました。他方、教会には暗黒の時期もありました。例えば、いわゆる中世がそうです。他にも主がじっとしておられるかのように思われる時期がありました。主は何かを待っておられたのです。その後、ある人々が立ち上がってこの問題を引き受け、それにじっくりと取り組みます。これが教会の歴史です。この取り組みから神は再び前進されたのです！


  主のこうした動きや滞留についてあなたたちに話す時間があれば、とてもよかったでしょう。しかし、そのために時間を費やすことはしません。次の原則を指摘するだけにします。すなわち、御座の動きの後、生き物たちは翼を下ろして、御座はしばらくの間じっとしていますが、それから再び動き出すのです。これについてよく考えてください。多くのことを教わることができます。


  



  車輪は目で満ちている


  



  次の点に来ます。これらの車輪は目で満ちており、車輪の周り全体に目があります。これらの目は神の御言葉の中に何回か登場します。ゼカリヤの預言の中に登場しますし、黙示録の中にも数回登場します。もちろん、それらが何を象徴するのか、私たちは知っています――それらは御座の完整で完全な知性を表します。御座の人の統治は完全な知性の統治です。この原則を黙示録の冒頭に当てはめるなら、その意味がわかります。諸教会は裁かれようとしていますが、諸教会を裁く御方はその目が火の炎のような方です。その御方が諸教会に向かって、「わたしはあなたの働きを知っています」と言われます。次に、彼は諸教会についてご存じのことをことごとく語られます。諸教会自身よりも彼の方が諸教会についてご存じであることが示されます。


  彼は一つの教会に向かって、「あなたは『自分は豊かである、持ち物が多くなった、何でも持っている』と思っています」と言われました。彼は言われます、「あなたは自分が惨めで、貧しく、裸であることを知りません」。次に、彼は彼らに対して何と言われるでしょう？「わたしはあなたに勧めます。見えるようになるために、わたしから目薬を買いなさい」――「わたしが見ているものを、あなたも見えるようになるためです」。主はこの教会以上にご存じであり、見えていたのです。これはこの一つの例にすぎません。この戦車―御座の動きはすべて、完全な知性によります。御座のこの方はすべてを見通しており、すべてをご存じです。主に見通せないものは何もなく、主の知らないものは何もありません。


  



  車輪の中にある命の御霊


  



  最後に、車輪の中に命の御霊があります。主の動きをすべて支配する原則は命です。この御座を支配するものは、命というこの主要な原則です。あなたたちは聖書の中の命についてよくご存じなので、今朝それについてあまり述べる必要はありません。あなたたちはこの命の原則について聖書全体を通して案内されてきましたし、命は聖書全体を支配する問題であることをご存じです。聖書はこの命の問題をもって始まり、この命の問題をもって終わります。永遠から永遠までの神の動きはすべて、この基礎に基づいており、この命の問題と共にあります。


  



  天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられています


  



  さて、これを要約して新約聖書にあてはめることにします。第一に、マタイによる福音書二八章十八節から二〇節をこれに含めなければならないことに、疑問の余地はほとんどありません。イエスは言われました、「天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられています」。これはこの聖書の中で彼が語っておられる御言葉の前半です。これは私たちを全被造物と関係しているこの戦車―御座と、この御座の人に与えられた権威に連れ戻します。彼が使われた「権威」という言葉に注意してください。彼は「天においても地においても、すべての力がわたしに与えられています」と言われたのではありません。もちろん、力も含まれているのですが、彼は別のギリシャ語を使われました。彼は「すべての権威がわたしに与えられています」と言われました。権威は力よりも大きなものです。力は権威の中にあります。権威は力の行使です。イエスは言われました、「わたしの背後には天のすべての権威と統治が控えています」――「人々はわたしのことをナザレのイエスと呼び、わたしのことをたんなる人のように見なすかもしれません。しかし、彼らはわたしの背後には天のすべての権威が控えていることを見いだすようになるでしょう」。そして、確かに人々は権威を見いだしたのです。


  次に、マタイによる福音書の御言葉には後半があります。「それゆえ、あなたたちは全世界に出て行きなさい。わたしは日々あなたたちと共にいます」。これは「全世界に」向かう御座の動きであり、イエス・キリストの権威は教会と共にあります。教会がこの御座の動きに同調する時、教会の背後には天のすべての権威が控えているのです。


  ですから、まず第一に、マタイによる福音書二八章十八節から二〇節はエゼキエル書と関係しています。私たちは働きのための僕の備えについて扱っていることに注意してください。エゼキエルは確かにこの備えを必要としていました。もし彼がこの幻を見ていなければ、彼の働きは不可能だったでしょう。主の僕はみな、この幻を必要とします。あなたも私もこの幻を見る必要があります。私たちはこれを確信する必要があります。


  さて、この区分に含めるべき新約聖書の箇所が他にもあります。コロサイ書とエペソ書をエゼキエル書第一章に含めなければなりません。コロサイ書の最初の三つの章をエゼキエル書第一章に含めなさい。次に、エペソ書の最初の三つの章をエゼキエル書第一章に含めなさい。そうするなら、豊かな教えを受けることができ、この二つの新約聖書の手紙はエゼキエル書第一章の最高の解説になるでしょう。


  これらの章の中に出てくる主要な言葉と支配的観念のいくつかに注意してください。最初に「被造物（creation）」という言葉を見てください。この時、あなたはコロサイ人への手紙の第一章を思い浮かべられるでしょうか？被造物における主イエスの地位に関して、全聖書を探してもこの章のような箇所は見つかりません。この章はキリストと被造物、被造物とキリストの関係という問題に関する途方もない章です。


  天と地の全被造物を代表している「生き物たち」についてこれまで述べてきたことを、あなたたちは思い出されるでしょう。御座はその上にあります。これがまさにコロサイ書とエペソ書に記されていることです。エペソ書にある「天」という言葉を見てください。これは私たちにとって大いに有益です。これはみな、務めのための僕の備えと関係しているのです。


  



  十字架の逆説


  



  この二番目の点に最後の数分を費やすことにしましょう。これについて私が話すのはほんの少しだけです。エゼキエル書第二章九節から三章十四節までは巻物と関係しています。エゼキエルが言うには、彼は差し伸べられた手を見、その手には一つの巻物がありました。その巻物の両面には哀歌、嘆き、災いが記されており、一つの声が「巻物を食べなさい」と言いました。エゼキエルが前に進んで巻物を食べた時、「口には蜜のように甘かった」と彼は言いました。十四節は「私は霊の苦さの中で出て行った」と述べています――口には甘く、霊には苦いのです。これはとても奇妙に聞こえます。表も裏も哀歌、嘆き、災いが記されている一つの巻物があります。そのようなものがどうして口に甘いことがありえるのでしょう？次に、預言者が前に進んで自分の務めを遂行した時、彼は「私は霊の苦さの中で出て行った」と言いました。


  ここに務めにおける甘さと苦さの組み合わせが記されています。これは何を意味するのでしょう？どうすればこれを説明できるのでしょう？聖書から一、二節引用するだけで、すべてわかると思います。イエスは弟子たちと共に過越の晩餐の席についておられました。彼が何を考えておられたのか、私たちは知っています。主は杯について考えておられました。間もなく彼は、「父よ、もしできることなら、この杯をわたしから過ぎ去らせてください」と言うことになります。この杯は彼の苦しみの杯であり、彼の受難の杯でした。それは苦い杯でした。これに疑いの余地はありませんが、それでも御言葉は「彼は杯を取って、感謝をささげられた」と述べています。ここで二つのもの、苦さと甘さ、苦難と栄光が組み合わさっています。これが十字架の逆説です。


  何が起きようとしているのか、イエスは弟子たちに語られたばかりでした。彼は苦しみを受けようとしていることを彼らに話されました。彼はご自身の十字架の理由をすべて彼らに説明されました。その後、「歌を歌ってから、彼らは出て行った」と記されています。彼らが何に向かって出て行ったのか、あなたたちはご存じです。その場所が歌を歌った最後の場所である、とあなたたちは思われたかもしれません。彼らは完全な沈黙と悲しみのうちに出て行った、とあなたたちは思われたかもしれません。しかし、彼らは歌の調べを帯びて出て行ったのです。


  彼らの歌った歌が何だったのか、あなたたちがご存じかどうか私にはわかりません。過越で歌われた歌は詩篇一一八篇だったと信ずべき確かな根拠があります。さて、もちろん、私たちはこの詩篇をすべて読むべきです。しかし、この詩篇の中心に


  
    私は死ぬことなく、生きながらえる

  


  とあります。これは苦難の詩篇ですが、勝利の詩篇なのです。これは十字架を目前にした詩篇ですが、十字架のもう一つの面である栄光の詩篇なのです。


  彼らが歌ったのは、実にこの詩篇でした。杯の中に甘さと苦さが混ざっているのを私たちは見ます。


  
    「ご自身の前に置かれた喜びのゆえに十字架を忍ばれた方」

  


  という別の句をあげることもできるでしょう。この句は甘さと苦さを一緒にしています。パウロが「悲しんでいますが、いつも喜んでいます」と言った時、彼はこのことを言っていたのではないでしょうか？この二つは神の僕の務めの中で共に進みます。十字架の道は常にこの二つを意味します。それは苦い道であり、時として霊の苦さの道です。しかし、苦さだけではありません。主は苦さと甘さのバランスを取っておられます。彼の苦難にあずかる苦い面があるだけでなく、この交わりの楽しい面もあるのです！


  
    主の右手は勇ましい働きをなし、

    主の右手は高くあがります。

    主の右手は勇ましい働きをなし、

    私は死ぬことなく、生きながらえます。

    （詩篇一一八・十五～十七）

  


  



  第七章 使者は自分の使信の化身でなければならない


  



  さて、再びエゼキエルの預言に戻ることにします。この書には私たちが詳しく扱えない一つの大きな区分があります。ですから、私たちはそれを簡単に取り扱う包括的な方法を見いださなければなりません。その方法はエゼキエルの三つの異なる呼び名に着目することだと思います。エゼキエルには三つの異なる呼び名がありました。この三つの呼び名はこの書のこの大きな区分を網羅します。その三つの呼び名とは、（１）「人の子」、（２）「見張り人」、（３）「私はあなたたちのしるしです」です。


  



  「人の子」


  



  この三つの呼び名の第一は「人の子」です。二章と三章を見てください。


  
    彼は私に言われた、「人の子よ……」（二・一）

    彼は私に言われた、「人の子よ……」（二・三）

    彼は私に言われた、「人の子よ……」（三・一）

    彼は私に言われた、「人の子よ……」（三・三）

  


  この書全体を通してこのとおりです。これはこの預言者の主要な呼び名の一つです。おそらく、あなたたちはこの書を見渡して、「人の子」という呼び名が何回出てくるのか調べたいと思われたでしょう。


  そこで最初に、この呼び名は預言者エゼキエルに固有のものだったことに注目してください。他のどの預言者も、この名で同じようには呼ばれていません。これは特別な形でエゼキエルに際だっています。さて、主イエスはご自身のお気に入りの呼び名として「人の子」を選ばれたことを私たちは知っています。しかし、私たちはエゼキエルについてそれと同じに考えてはなりません。エゼキエルは預言者たちの中でこの呼び名を持つ唯一の者でしたが、主イエスはすべての人の間でその人の子（The Son of Man）として唯一の御方でした。ですから「人の子（Son of man）」と「その人の子（THE SON OF MAN）」という二つの呼び名を混同しないように注意しましょう。この二つの呼び名に何らかの関係や類似性があったとしても、それは機能についてであって、人についてではありません。これがいま私たちが考えようとしている問題です。


  御座の上には人のように見える方がおられたこと、そして、ケルビムたちの主要な特徴はこの人だったことを私たちは見てきました。ですから、私たちはこの書で人の占める地位に注目することにします。その地位とは一つの特別な思いです。人は神を代表する者であり、神の代弁者であることを私たちは知っています。人はたんなる個人的存在ではなく、神の御旨です。御座の上に一人の人がおられます。この人は一人の人なのですが、個人であるだけでなく、神の御旨でもあります。人を創造したとき神の御心の中にあった御旨は、人を神の代表者にならせることでした。「われわれのかたちにしたがって、われわれの姿に人を造ろう」。人は神の最も完全な御思いであり、神の決定的な御思いです。


  創造のとき、神は最後に人を造り、人を万物の頭とされました。神がそのような人に到達された時、神は宣言を布告して安息されました。神が御心にかなう人を獲得された時、神は万物について「はなはだ良い」と言って、安息されました。御心にかなう人を獲得される時、神は安息されます。


  しかし、これですべてが終わったわけではありません。この時点で、神は増殖を期待されます。神はこの人に言われました、「生めよ、増えよ、地に満ちよ」。被造物の法則は、すべては「自分自身の種類にしたがって」増殖すべきことです。生き物は決して形を変えてはなりません。生き物はみな決まった特定の形を与えられています。各々の生き物は被造物の一種であり、すべての生き物は自分の種類にしたがって増殖しなければなりませんでした。


  神は人を創造され、人が堕落する前に、「生めよ、増えよ」と言われたことがわかります。神の御旨は、堕落していない人が増えることであり、堕落していない人が地に満ちることでした。しかし、人は堕落したことを私たちは知っています。地は神が決して意図されなかった種類の人でいっぱいになりました。そこで、神は人の寿命に制限を設けられたのです。神は人が無限に増えないよう、人の寿命を制限されました。このことから、神の御旨は神ご自身の御心にかなう人であることがわかったと思います。主イエスは完全にそのような御方でした。ですから、彼は「その人の子」なのです。ある意味、「彼こそ唯一の人の子である」と言えます。


  しかし、人たる身分の原則は神の民のために定められており、この原則の中にエゼキエルは入りました。それは人ではなく、機能です。それは原則であり、それゆえ、「人の子」という呼び名は二つのことを意味します。それは神の当初の御思いと模範を目的とすることを意味します。これが主がイスラエルによって実現することを願われた原則です。神の目にイスラエルは一人の人ですが、このエゼキエル書では、イスラエルは神の意図どおりの人ではありません。この書では、イスラエルは損なわれた人であり、神は人たる身分の原則に沿って動いておられます。それはイスラエルによってこの御心を回復するためです。後で見ることになりますが、神はイスラエル全体についてそうすることはできませんでした。そこで、神はレムナントによってそれを実現しようとされました。しかし、旧約聖書の最後を見ると、この御旨はイスラエルについては完全な失敗に終わりました。


  新約聖書に来ると、私たちは一人の新しい人、すなわち、団体的な人である教会を前にします。しかし、今朝はこれについて取り扱いません。その原則だけ取り扱います。原則として、「人の子」という呼び名は神の当初の御思いと模範を物語っています。あなたたちはこれをこの預言全体に対する鍵として理解しなければなりません。この書はいったい何について述べているのでしょう？この書の各部分は何を意味するのでしょう？さて、この「人の子」という呼び名はこの書の至る所に出てきます。これは、神の支配的御思いは神の御心にかなう人というこの観念であることを意味します。神がこの団体的な人を捕囚に送られたことは、この人はもはや神の御前に立てないことを意味します。神は別の種類の人を得なければなりません。これを示す偉大な絵は、もちろん、枯れた骨の谷です――神はバビロンの墓場の中から、新しい心と新しい霊を持つ一人の新しい人を起こされます。


  さて、この呼び名の意味を十分に示したと思います。神は当初の御思いを回復するために動いておられます。その御思いは失われていました。パウロがテモテを「神の人」と呼んだ時、彼はこれを言わんとしていたのです。テモテに対する彼の呼びかけは、「ああ、神の人よ」でした。神の人――これを神は求めておられます。


  私たちはこれを自分の務めに適用しなければなりません。そうするなら、「私たちは何のためにここにいるのでしょう？私たちの務めと私たちの働きの意味は何でしょう？」という問題に導かれます。その答えは、神がご自身の御心にかなうこの団体的な人を獲得されることです。これがエペソ書第四章の意味です。


  
    「ついに私たちはみな、信仰の一と神の御子を知る知識の一とに到達し、一人の成熟した人となり、キリストの豊満の身の丈の度量にまで至ります。」

  


  神はこの団体的な人に向かって働いておられます。神の御旨は人であることを私たちは覚えておかなければなりません。私はこれを強調したいと思います。なぜなら、「神の御旨は何らかの組織、機関、いわゆる教会と称されているもの、物事を行う方法、ある教え――教えの体系全般――である」と多くの人が考えているように思われるからです。しかし、神はそのようなものを求めておられません。神はたんなる教会を求めておられるのではありません。神の御心における教会の目的は、教会がキリストの表現となることです！教会はキリストのからだです。教会は教理の体系ではありません。教会は特別な行動形式ではありません。教会は一人の人であり、団体的に表現されたキリストです！このエゼキエル書の後の箇所で私たちはこれを見ることになりますが、今この原則を取り上げます。この団体的な人について理解することは私たちにとってとても大事です。


  人のこの原則は三つのことを意味します。まず第一に示しです――神は御旨を示されます。第二に代表です。示されたものを表現する何かを代表することです。第三は宣言であり、それについて宣べ伝えることです。まず神の御思いが示され、次にそれが一つのからだによって代表され、このからだから使信が発せられるのです。


  さて、兄弟たち、この三つの点を理解されたでしょうか？最初に幻があり、人なる方が示されます。あなたは御座についておられる人を見ます。あなたは神の御旨を理解します。神の御旨は人であり、ある特定の性格を持つ人です。それから、神はこの御旨を体現する何らかの代表を獲得されます。そして次に、この御旨を体現するものを神が獲得される時、使信が生じます。この順序を変えて、宣べ伝えを最初にしてはなりません。まず第一に私たちはそれを見なければならず、次にその表現が生じなければなりません。「これこそ、それです」と指をさして言えるものが生じなければなりません。使信は神の御心にしたがって実際に存在しているものから発しなければならないのです。


  これについてこれ以上述べる必要はないと思います。しかし、これはまずキリストに言えることがわかります。あなたはまず第一に主を見なければなりません。次に、それはあなたの内に何かを生み出さなければなりません。それはたんなる客観的・抽象的なものであってはならず、あなたが見たものに関して、主があなたの内に何かを行ってくださらなければなりません。次に、その中からあなたの務めが生じます。


  同じことが教会にも言えます。まず教会についての啓示がなければならず、次に教会を代表するものが生じなければならず、そこから教会の明確な表現が存在するようにならなければなりません――それから使信が発します。真理の宣べ伝えは、その真理に何らかの後ろ盾がないかぎり不可能です。「この真理は効き目があります。この真理が働いているところを私はあなたに示すことができます」と言えることが肝心です。エゼキエル書に関する次の考察に移る時、これは大いに明らかになるでしょう。しかし、あなたたちがこの最初の思想、「人の子」というこの最初の呼び名の原則を把握されることを、私は切に希望します。この呼び名には神の御心が大いに込められているのです。


  



  「見張り人」


  



  さて、エゼキエルの二番目の呼び名に移ります。三章十七節に、「人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの家に対する見張り人とした」とあります。


  
    「主の言葉が私に臨んで言った、『人の子よ、あなたの民に語って、彼らに言え。わたしが剣を一つの国に臨ませるとき、その国の民が彼らのうちから一人の人を選んで、これを自分たちの見張り人とする。彼は国に剣が臨むのを見て、ラッパを吹き、民に警告する。しかし、人がラッパの音を聞いても警戒せず、ついに剣が来てその人を殺すなら、その血は彼のこうべに帰する。しかし、その人が警戒していたなら、その命は助かっていたであろう。しかし、見張り人が剣が臨むのを見てもラッパを吹かず、そのため民が警戒しないでいるうちに剣が臨んで彼らの中の一人を殺すなら、その人は自分の不法のために殺されるが、わたしはその血の責任を見張り人の手に求める。さて、あなたについては、人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの家のために見張り人に任命した。それゆえ、あなたはわたしの口から言葉を聞き、彼らにわたしからの警告を告げよ』。」（エゼキエル三三・一～七）

  


  エゼキエルの二番目の呼び名は「見張り人」です。この思想はエゼキエルに固有のものではありません。他の預言書にも見張り人が出てきます。あるいは、他の預言書にも見張り人の機能が記されていると言ってもいいでしょう。ハバクク書二章一節は言います、「私は私の見張所に立ちます」。これは見張り人の機能を表しています。イザヤ書二一章十一節には、「見張り人よ、今は夜の何時か？」とあります。これもまた機能について述べています。しかし、エゼキエル以外だれも見張り人とは呼ばれませんでした。気づかれたと思いますが、この呼び名は務めの開始にあたって、それから後の彼の再任命の時に、彼に与えられたものでした。


  さて、この呼び名とその機能について、あまり長く考える必要はありません。ただ、「見張り人の機能は何か？」と問えばいいだけです。まず第一に、見張り人の機能は時を知り、それを告げることです。これが常に見張り人に関する思想です。現代に至るまで、これはそうでした。これが中国や世界の他の土地でもそうかどうか私にはわかりませんが、ごく最近まで英国ではそうでした。この国の様々な場所で、見張り人が夜中の時間に行き巡って、ラッパを吹いたり、ベルを鳴らして、大声で時を告げました。彼は自分のベルを鳴らして、「今は朝の五時です」と叫びました。この思想はイザヤ書の二一章にあります。ある人が時を尋ねて、「見張り人よ、今は何時ですか？」と言います。すると見張り人は、「朝が来ます。夜もまた来ます」と答えます。見張り人に関する最初の点は、見張り人は時を知っているべきことです――見張り人は神の御旨と御業はいま何時か知らなければならないのです。


  ご存じのように、これに関してひどく混同している人がたくさんいます。彼らは時節外れのことをたくさんしようとしています。これに関して経綸を混同している人もいます。今の経綸では、神は特別なことを行っておられます。神の御旨に関して、この時代を特徴付ける一つの特別な点があります。何が今の経綸に属するのかを知ることは、あなたや私にとってきわめて重要です。


  この時代の目的とは何の関係もない、あらゆる種類の教えの体系があります。それらの体系はとても興味深く、何らかの真理を含んでいるのですが、この経綸に対する神の特別な御旨とは一致しません。現在に対する神の特別な御旨から人々を逸らした色々な真理の体系についてあなたたちに話すこともできるのですが、今朝あなたたちの時間を使ってそれについて述べることはしません。「その中に真理がどれくらい含まれているのか」、「その中にどれくらい誤りが含まれているのか」という問題では必ずしもありません。真の問題は、「それは神が今、この経綸に求めておられるものなのか？」ということです。さて、あなたたちはほとんどの場合、「これは今、地と関係しているものなのでしょうか？」と問うことによって、この誤りを察知することができます。もし地と関係があるなら、それはこの経綸に神が行っておられることではありません。この経綸では、神はこの地上で何かを行うことに関心を持ってはおられませんが、諸国民の中から御名のために一つの民を選び出しておられます。この経綸では、神は天に何かを建造しておられます。イスラエルであれ、他の何であれ、それはこの経綸における神の関心事ではありません。そして、この地上にしか関係がないものは何であれ、この経綸に属するものではありません。これが主イエスがこの地上を離れて天に行かれた理由です。この経綸は地的なものによってではなく、天的なものによって特徴付けられています。何事であれ、これが大きな試金石です。


  さて、もちろん、この経綸に神が何を求めておられるのか、かなりの時間を費やして話すこともできます。これはエゼキエル書の後の方に出てきます。今朝は、次の真理を強調するだけにします。すなわち、見張り人の第一の任務は時を知ることであり、次に、今が何時か、きわめて明快な使信を与えることなのです。もし見張り人の言葉がはっきりしておらず、明快でないなら、今が何時か人々は知ることができないでしょう。兄弟たちよ、あなたたちにお願いします。行って、これについてよく考えてください。主がどれくらいあなたと共におられるのかというこの問題は、あなたが今日の主の御旨に関してどれくらい主と共にあるのかに、全くかかっています。いま行うことを神が望んでおられない何かをもしあなたが行っているなら、あなたは自分の時間を浪費しているのであり、自分の力を浪費しているのです。このように、見張り人の機能は神の民のために目となることです。


  次に第二の点は、現在の状況とその行く末を識別することです。これは主がエゼキエルに与えた見張り人に関する言葉についてのこの記述の中に含まれます。見張り人は遠くを眺めて、何かが見えると、それが意味するところを識別します。見張り人は、それが主の民に対して何らかの災いを意味することを見ます――遠くに見えるものは、災いが迫りつつあることのしるしです。このしるしに警戒しないなら、その結果は死です。これがこの箇所で、見張り人が見たものに関して記述されていることです。次に、他方、見張り人は命の道を見ます。彼は、「さて、これは死の道であり、これは命の道です」と言うことができます。しかし、見張り人は命の道に何があるのか、そして死の道に何があるのか、よく知っていなければなりません。このように見張り人は状況を識別して、その成り行きを判別しなければなりません。これはとても重大な責任です。私たちはみな見張り人となるよう召されており、明確な使信を持たなければなりません。私たちは教会に対して死を意味するものについて、理解していなければなりません。


  



  「私はあなたたちのしるしです」


  



  これは私たちをエゼキエルの三番目の最後の呼び名である「私はあなたたちのしるしです」に導きます。この書で主が預言者に命じられたことはみな、この呼び名に集約されます。第四章を見ると、主がエゼキエルに命じられた奇妙な事が記されています。


  主は彼に一枚の板を取って、その上にエルサレムの絵を描くよう、命じられました。包囲されているエルサレムの絵です。次に、エゼキエルは三百九十日間、左脇を下にして、それから四十日間、右脇を下にして横たわるよう命じられ、その後、自分の腕をすべての民にあらわすよう命じられました。次に主は彼に、「わたしはあなたの上にわたしの手を置いて、あなたが動けないようにする。また、あなたの舌を上あごにつけて、あなたが話せないようにする」と言われました。それから、エゼキエルはパンを焼いて、三百九十日分に足る量のパンを造るよう告げられました。次に、エゼキエルは鋭いかみそりを取って、頭から髪の毛をすべて剃り、その髪の毛をはかりで量るよう命じられました。


  これはどれも奇妙なことであり、エゼキエルはこれをみなすべての民が見ている前で行わなければなりませんでした。


  この書をさらに読み進んでいくと、とても悲しい出来事に出くわします。二四章でエゼキエルの妻が死んでしまうのです。しかし、エゼキエルは妻のために嘆き悲しむことを許されません。まるで何事も起きなかったかのように、生活し続けなければなりませんでした。皆が彼を見て、「これは問題です。この人は自分の妻が死んでも気にしないのです」と言うでしょう。エゼキエルはまるで何事も起きなかったかのように生活を続けます。


  この意味はいったい何でしょう？これはすべて「私はあなたたちのしるしです」というこの呼び名に集約されます。私たちはこれを次のようにまとめられるでしょう。すなわち、エゼキエルの使信は、まず第一に、彼自身の経験の中に造り込まれなければならなかったのです。彼は使信を伝える前に、その使信を最初から最後まで経験させられたのです。彼が話すべきことは、彼自身の人生の中にすでに造り込まれていました。エゼキエルと文字どおり同じ経験をしなければならない、と言うつもりはありません。しかし大事なのは、使者は自分の使信の個人的な体現者でなければならないということです！私たちが話すことは口先だけのものであってはならず、私たち自身の人生の中に造り込まれたものでなければなりません。エゼキエルはメッセージを語っただけではありません。エゼキエルがメッセージだったのです。ですから、人々が彼を見た時、人々はそのメッセージを見たのです。


  さて、これがどれほど大きな原則を導入するのかを見てください。ヨハネはこれを次のように述べました、「私たちは自分の知っていることを語り、自分の目で見たもの、自分の手でさわったものについて証しします」。教師とその使信との間にいかなる食い違いもあってはなりません。教師とその使信は一体でなければなりません。私たちの立場はたんなる教理や理論であってはなりません。私たちの教えは私たち自身でなければなりません。使信は私たちの経歴の中に見ることができるものでなければなりません。これは、もちろん、私たちに対する主の取り扱いに関して、多くのことを説明するものです。主が本当に私たちを捉えておられるなら、主は私たちにたんなる理論を示させようとはされないでしょう。使信は深い経験から生じるのです。


  三つの例を示しましょう。ペテロの使命は「群れを牧すこと」でした。彼は手紙の中でそれについて多く述べています。彼は「大牧者」について語り、長老たちについて語って言います、「主があなたたちに責任を委ねられた群れを牧しなさい」。真の牧者の重要な特徴は何でしょう？主を模範としてあげると、真の牧者の主要な特徴は、羊のために自分自身の魂を捨てることです。魂という言葉を選んだことに注意してください。これが主イエスが使われた言葉です。弟子たちは自分自身の魂を捨てなければならないと、主は語られました。さて、ペテロにはとても強くて大きな魂がありました。魂が何か、あなたたちはご存じです。ペテロには大きな魂があり、ペテロの生涯の大きな学課は自分自身の魂を捨てる方法を学ぶことでした。魂が思い、感情、意志だとすると、ペテロにはなんと大きな魂があったのかがわかります。ペテロには自分自身の思い、自分自身の意志、自分自身の感情があり、常に真っ先にこれらのものを追い求めました。ペテロは生涯をかけて、自分自身の魂を捨てる方法という厳しい学課を学ばなければなりませんでした。あなたたちは新約聖書に記されているペテロの生涯をすべてよくご存じなので、これがいかにそのとおりかわかっておられます。ペテロは牧者の専門家ではありませんでした――彼はまさに自分の存在中にこの牧者の原則を造り込まれなければならなかったのです。


  使徒パウロに移りましょう。パウロの偉大な務めは、キリストのからだである教会に関するものでした。キリストのからだの原則は、関連性、依存、相互依存、天的性質、霊性です。さて、パウロはこれらを自分の内に造り込まれる必要があったのではないでしょうか？！タルソのサウロを見ると、彼はまさに独立、個人的行動、地的性質、霊性の欠如の化身です。タルソのサウロには依存や関連性の感覚はありませんでした。しかし、主がどのように彼を御手をもって捕らえられたのかを見てください。ダマスコに向かう途上のまさにその時から、生涯を通して、彼はこれらの学課を学ばなければならなかったのです。


  さて、パウロはこの経綸に対するしるしでした。これについて考えてみてください！私たちはこの経綸の目的を知っています。それはキリストのからだである教会です。これはたんなる観念や教えではなく、実際的現実です。この啓示は使徒パウロを通してこの経綸に示されました。ですから、それはまさにパウロの構成中に造り込まれなければならなかったのです。独立はすべて滅ぼされなければならず、孤立はすべて取り除かれなければならず、地的期待はすべて取り去られなければなりませんでした。パウロは自分に与えられた使信の基礎の上に、自分の全生涯を築かなければなりませんでした。彼はこの経綸に対するしるしでした。これが私たちがパウロを重んじる理由です。


  さて、ヨハネはどうでしょう？ヨハネ特有の使信は何でしょう？ヨハネの務めは特に命と関係していました。「命」は彼の書き物全体を通して、ヨハネが用いている重要な言葉です。ヨハネは死に打ち勝つこの命の原則の化身となりました。他の使徒たちがみな主のもとに行ってからしばらくたっていましたが、ヨハネはなおも前進しています。彼は他のだれよりも長生きしました。これは彼が他の人々よりも楽な時を過ごしていたからではありませんでした。ヨハネは他の人々と共に苦しみ、ついには他の人々と同じように死にました。しかし、彼は霊と思いと体の中にある神の命を証しする者だったのです。ヨハネは自分が与えた使信を真に個人的に体現しました。これが大事な点です。ペテロやパウロやヨハネは、「私はあなたたちのしるしです」と言うことができたのです。


  兄弟姉妹たち、あなたも私も同じように言えなければなりません。人々は私たちの内に使信を見なければなりません。私たちの口から出る言葉を聞くだけであってはなりません。私たちの経歴や経験の中で使信が実際のものとなっているのを、人々は見なければならないのです。


  



  第八章 「見よ、人を」：この人なる御方にしたがってすべては測られる


  



  さて、四〇章から始まるエゼキエルの預言についてです。四〇章から始まる六つの章を読むと、この章とこの区分が新しい日付で始まることがわかります。預言者エゼキエルが日付を示す時、それはたいてい新しい局面と関係しています。それは一つの局面が終わり、別の局面が始まりつつあることを意味します。三九章は直接的予測と称せるもので終わり、四〇章は黙示と称せるもので始まります。ここに神の御旨の成就に関する啓示が示されています。その日付は捕囚の二十五年後であることがわかります（エゼキエル四〇・一）。私たちは捕囚が七十年続いたことを知っています。七十年のうち二十五年が経過したということは、まだ四十五年残っていることになります。これは心に留めるべきことです。なぜなら、この区分は遙か未来を展望するものだからです。「なぜこの幻は捕囚が終わる四十五年前に与えられたのでしょう？」と尋ねてもいいでしょう。その答えは一般的考察を進めるにつれて明らかになります。


  さて、解釈の問題に直面せずに、この区分に入り込むことはできません。おそらく、この区分ほど論争を引き起こす区分は、聖書の中にほとんどないでしょう。解釈の多くの学派があり、それぞれがこれに関する独自の見解を持っています。ですから、私たちはこの解釈の問題に行き着くことになります。冒頭で解釈の諸原則について何を述べたか、あなたたちは覚えておられるでしょう。聖書の解釈には五つの重要な原則があります。それは（１）神の永遠性、（２）キリストの包括性、（３）聖書の解き明かし手は聖霊である、（４）最後の記述、（５）唯一真の価値があるのは霊的なものである、という原則です。これらの原則はエゼキエルの預言全体にあてはまると述べました。これは正しいのですが、これらの原則はとても特別な形で預言のこの区分に適用される必要があります。私はあなたたちに勧めます。四〇章に取りかかる前に、この解釈の諸原則の概要を取り上げて、この区分をもう一度読み返してください。なぜなら、これらの原則は特別な形で預言のこの区分に対する鍵だからです。


  さて、この六つの章の解釈についてです。私たちは神の家、次に川、嗣業、土地の分配、最後に都について見ます。そして、「これをみなどう解釈すればいいのか？」と問うことにします。この区分に記されていることはみな、何か霊的なものを示す型であり、象徴であると信じます。私たちは信じていますが、これはみなキリストにあって成就されました。このすべてのいけにえはキリストの一つのいけにえによって成就されました。この祭司職はみなキリストの内に集約され、キリストによって成就されました。すべての型や絵図はキリストによって成就されたと私たちは信じます。これはいけにえ、祭司職、神の家にあてはまると私たちは信じます。新約聖書はこれを教えていることを、私たちは信じているだけでなく、知っています。


  キリストの奥義と教会はすべての預言書の中に隠されていたことを、パウロは私たちに明確に教えています――この奥義は預言者のすべての書き物の中に隠されていました。それはあらゆる時代と世代にわたって隠されてきましたが、この経綸において、この奥義は御霊によって明らかにされました。これが状況全体に対する鍵であると思います。エゼキエル書のこの区分に記されていることは霊的原則の体系なのです。この宮は文字どおり過去に建造されたことはありませんし、建造されるよう計画されたわけでもなく、将来建造されることも決してないでしょう。この宮は、この経綸に霊的な形で獲得されるものを象徴的に表しているのです。これがこれらの章を解釈する唯一信頼できる堅実な方法です。ですから、私たちはこのような方法でそれに迫らなければなりません。今やこの奥義が啓示されているのを私たちは見ているのですから、エゼキエルは自分が理解していたことよりも遙かに偉大なものについて述べたことがわかります。


  さて、これをすべてエゼキエルに解き明かしたのは「御霊」だったことに注意してください。御霊はエゼキエルの理解を超えたものをエゼキエルに示されました。御霊によって私たちはこれらのことを理解するようになったことを、新約聖書は教えています。霊的理解力の意味は、御霊が常に示そうとしてこられたものを見ることです。全聖書はキリストを焦点としており、どの経綸でも聖霊の御業はキリストと関係しています。これが私たちの解釈の原則の一つです。聖霊の働きはこれまで決して、この地上の束の間のものを最終目的としたことはありません。聖霊の働きはこれまで常に神の永遠の御旨と関係していたのであり、キリストを中心としています。ですから、エゼキエルのこれらの章に記されているのは、キリストとその教会の象徴的表現なのです。


  エゼキエルのこの箇所には、注意すべきいくつかの予備的な点があります。第一に、エゼキエルの後の幻は一章二八節の最初の幻によって支配されています。「そのまわりにある輝きの様は、雨の日に雲に起こる虹のようであった。主の栄光の形のさまは、このようであった。私はこれを見た時、顔を伏せて、一つの声が話すのを聞いた」。さて、四三章三節に行きましょう。「私が見た幻の様は、彼がこの町を滅ぼしに来た時に、私が見た幻と同様で、これはまた私がケバル川のほとりで見た幻のようであった。それで私は顔を伏せた」。この御言葉は一章の幻をこの区分に導入することがわかります。ですから、一章の幻について述べたことがすべて、この区分を支配しているのです。この最初の幻の詳細を全部振り返ることはできません。しかし、私はあなたたちに勧めます。この最初の幻の概要を取り出して、この区分と照らし合わせてください。そして、概要の項目の一つ一つがどのようにこの啓示の特別な部分にあてはまるのかを見てください。一言で言うと、この区分はみな、御座の人によって支配されているのです。ですから、これに続くものは御座の人の表現であると結論を下すのは正しいことです。先に進むにつれて、私たちは様々な形でこの事実に出くわします。さて、ここで二つの支配的要素に注意してください。この二つの支配的要素は二つの言葉で表せます。一つは「栄光」であり、もう一つは「御霊」です。この二つの言葉に下線を引くと、「栄光と御霊」という別の言葉になります。これを新約聖書に適用すると、新約聖書では栄光を受けたキリストという根拠に基づいて、御霊により、教会が啓示されることがわかります。すべての始まりは御座についておられる栄光を受けたキリストです。そこから使徒行伝は始まります。御霊が来臨されたのは、キリストが栄光をお受けになったからです。また、御霊の働きは教会と関係しています――教会の形成と教会の啓示と関係しています。栄光の幻、御座についておられる栄光を受けた人、御霊の来臨、神の家の導入――これらのものをここにはっきりと見ることができます。


  「神が私をそこに携えて行かれると、見よ、一人の人がいた。その姿は青銅の形のようで、手に麻の縄と、測りざおとを持って門に立っていた。」


  この御言葉で、手にさおを持つこの人と御霊とを分けるのはとても困難です。四〇章の御言葉を読むと、両者を分けるのはとても難しいことがわかります。御霊について述べられており、手に測りざおを持つ人について述べられています。その後、「彼」について述べられています。この「彼」とは誰でしょう？「御霊」でしょうか、それとも、「手に測りざおを持つ人」でしょうか？これは明らかにされていませんが、読んで行くと、両者は同じ方であるように見えます。原則として、この両者は同じ方だと思います。手に測りざおを持つこの人は御霊であり、御霊は手に測りざおを持つこの人と関係しているのです。


  黙示録の第一章を見るなら、おそらくこれを理解できるでしょう。ヨハネは言いました、「私は御霊の中にいた（中略）そして私は見た」。彼は何を見たのでしょう？手に測りざおを持つ一人の人です。それはキリストが来臨して、教会、諸教会を裁く幻でした。御霊とこの神の人は、両者とも一緒に動いておられ、彼らの働きは一つの働きであって――神の家を測るためです。これは解釈上のささやかな要点にすぎませんが、エゼキエル書のこの箇所に、またもや新約聖書の真理が示されているのを見る助けになります。


  聖霊が来られる時、聖霊が何を行われるのかについて、主が語られたことを私たちはすべて覚えています。御霊が来られる時、御霊の働きはすべて主ご自身と関係していることを、主は語られました。「聖霊はわたしから受けて、それをあなたたちに示します」。御霊の働きはキリストを示すことであり、「キリストの長さ、広さ、高さ、深さ」、キリストのすべての寸法を示すことです。これが主が御霊の働きとして話されたことであり、まさにそのとおりのことを御霊は行われました。まず第一に、御霊はキリストを示し、次に続けて、キリストの寸法、キリストがどれほど大きいのかを示されました！――キリストはあまりにも大きくて、地上のどんなエルサレムにも閉じ込められません。キリストはあまりにも大きくて、地上のどんな神殿にも閉じ込められません。ですから、この箇所に記されているものは、この古いエルサレムとこの古い国のあらゆる束縛を打ち破ります。これがこの書のこの区分に明確に示されている霊的真理だと思います。


  御霊が示されるものを実際に見ることができるのは、私たちが天的立場に立つ時だけです。エペソ書に記されているような主とその教会を見るには、あなたは天の地位についていなければなりません。「神は私たちをキリスト・イエスにあって、キリストと共によみがえらせ、キリストと共に天上に座らせてくださいました」。この天の立場から、パウロは私たちにキリストとそのからだの啓示を与えたのです。


  



  万物はこの人によって統治される


  



  今朝、もう一点述べましょう。エゼキエル書四〇章にこう記されています、「神が私をそこに携えて行かれると、見よ、一人の人がいた。その姿は青銅の形のようであった」。私たちはこの節のなかば、「見よ、一人の人」でやめなければならないと思います――ここで再び私たちは人という思想を見いだします。万物を支配するのは人というこの思想であることがわかります。これはこれまで何度も繰り返し述べてきたことです。「そこに一人の人がいた」。とても多くのことがこの御言葉に集約されています。万物はこの人の寸法にしたがったものになります。この言葉を再び述べておくことにします。「その姿は青銅の形のようであった」。この御言葉もまた私たちを最初の幻に連れ戻します。あなたたちはケルビムたちの幻を覚えておられるでしょう。「彼らの足は精錬された青銅のようであった」。黙示録第一章の「人の子」の描写を見ると、十五節に「その足は精錬された青銅のようであった」とあります。聖書で青銅が何を表しているのかはご存じだと思います。青銅は義なる裁きを表します。ですから、この箇所では象徴的に、この人の活動や道はすべて義なるものであることが示されているのです。不義な人は裁かれて取り除かれました。神の家には不義な人のための場所はありません。


  大きな祭壇が青銅から造られ、すべてはこの大きな祭壇の上で焼き尽くされました。これは義なる裁きの象徴です。それは義によってすべてを裁く神の象徴です。肉のための余地はありません。すべては灰にされます。ですから、この方は別の人であり、義なる人です。すべては義にしたがって測られます。これについてどれほど多くの御言葉を引用できることでしょう！主イエスについてこう記されています、「（彼は）私たちに至る義とされました」、「主はお選びになった人により、この世界を義によって裁かれます」、「義人イエス・キリスト」。もっと多くの御言葉を引用することができます。キリストの性格が神の家の標準です。ですから、この家の特徴は「主に対して聖なるもの」であると、総括的に述べられているのです。


  後でこの点に戻ってきます。しかし、この家に天然の人のための場所はないことは、全く明らかです。この家の中に場所を持つのは、この義なる人だけです。この家の中にいるのは、「イエス・キリストを信じる信仰による神の義」を持つ人です。そこで、主が望まれるなら、明日の朝、これについて引き続き扱うことにします。そして、この「測量」について述べることにします。しかし今のところ、何か霊的に価値あるものをあなたたちは見始めていると、私は切に希望します。あるいは、こう言ってもいいでしょう。あなたたちはある御方を見始めているのです。なぜなら、あなたたちの目に映っている御方は、御霊によって啓示されるキリストだからです！


  
    どうか主が私たちにこれらの神の幻を見せてくださいますように！

  


  



  第九章 神の家：キリストとその教会の偉大さ


  



  今朝、私たちは預言者エゼキエルに啓示されたものに戻ることにします。きっとあなたたちはこの六つの章（四〇～四六章）を読んだ時、明確な全体像を得るのにとても大きな困難を覚えたことでしょう。私はこの家とその細部全体の平面図を精確な寸法で描こうと何度も試みました。しかし、現在に至るまで、うまくいっていません。それが不可能だからではありません。今朝、ここには、それを首尾良く行える建築家が数人おられるかもしれません。しかし、この問題に関して私は主に向き合ってきましたし、主もまた私に向き合ってこられました。私は黒板に紙を貼り、私が持つすべての道具を用いて、何度も何度もこの図面に取り組んだのですが、あまりうまくいかないことがわかりました。まるで私は主が私に望んでおられないことをしているかのようでした。あなたにこの経験があるかどうか、私にはわかりません。何かをしようとするのですが、その中に全く命がないのです。それは死んだものになってしまいます。そして、あなたが霊的に敏感なら、「主はこの中にはおられません」と言わざるをえなくなります。この家の平面図を紙に描こうとするたびに、私はこう感じたのです。今朝、私はこの点から始めることにします。これにはとても重要な原則が含まれていると、私は信じているからです。


  これらの章を読む時、私たちは膨大な量の詳細に直面します。すべての詳細に取り組むのはとても困難です。この一連の集会でそれを取り扱おうとするなら、それは不可能であることがわかるでしょう。一つの理由は、それにはかなり長い時間がかかるからです。もう一つの理由は、私たちがその中に命を感じなくなるかもしれないからです。私が言いたいのは次のことです。すなわち、細心の注意を払って避けねばならない過ちに、私たちはいとも簡単に陥りやすいのです。その過ちとは、霊的な事柄を技術的体系に帰着させることであり、神の家の技術にかかりっきりになることです。これはとても大きな危険です！今朝、私はこれを強調したいと思います。


  ここに記されているこの膨大な分量や詳細を取り扱う力は、私たちには全くありません。もしこれをたんなる技術的体系に帰着させようとするなら、私たちは容易にその命を台無しにしてしまうでしょう！ですから、あなたたち兄弟たちにお勧めします。これに関して細心の注意を払ってください。神の家を技術的問題にしないよう、細心の注意を払ってください。神の家が一つの体系にされるやいなや、それは命を失いかねません。これが教会史の中で何度も何度も起きたことです。使徒行伝の終わりに辿り着く前に、これが起きるのがわかります！今日のキリスト教組織が始まりかけていたのです。ご存じのように、パウロがテモテに彼の最後の手紙を書いたのは、物事の霊的性質を回復するためでした。教会の役職はたんなる役職ではないこと、長老たちは役人ではなく霊的な人々であることを、彼は示そうとしたのです。


  神の家は組織ではありません――それは霊の家です。テモテの時代、人々はすでに霊的な事柄を地的組織にし始めていました。そして、過去数世紀、これが何度も起きました。神は霊的性格を持つ何かを行ってこられましたし、物事の霊的性質に関する新鮮な啓示を与えてこられました。そして、しばらくの間、この霊の命によって、物事が進みます。すると次に、人々がそれを握って、固定化された組織にしてしまうのです。人々はそれを天から地に移しました。そして、そうすることにより、彼らはその霊の命を殺してしまったのです。これが今日地上のキリスト教の中にある多くの事柄の歴史です。その多くは実際的な霊の命により始まりました――かつては霊の力の中にあったのです――そして、それらから命の川が流れ出ました。しかし次に、人がそれらを握り、一つの組織にして、物事の中に技術的要素を導入しました。そして、そうすることによって、人々は命を殺してしまったのです。私はあなたたちにお勧めします。この危険に気をつけてください。そして、細心の注意を払って、それに警戒してください。特に、指導する責任を負っている人は気をつけてください。


  さて、エゼキエル書に示されている神の家に戻ることにします。もちろん、この描写は神がいかに厳密で注意深いかを示しています。それは主がごく些細な点にもこだわられることを示しています。これが神の家の掟であることがわかります。神はごく些細なことにも、大いにこだわられるのです。どんな小さなものにも寸法が示されます――それは神によって与えられた寸法です。その寸法より小さくすることも大きくすることも許されません。それは主の御心を正確に表すものでなければなりません。すでに述べたように、ここには途方もない量の詳細が記されています。しかし、そのどの部分も、物事を御心にかなうものにしようとする主の特別な配慮を示しています。私たちはこれを認識していますが、同時に、示されているのは組織ではないことを認識しなければなりません。この家の幻で、神は組織を示しておられるのではありませんでした。神は団体を示しておられるのではありませんでした。神はひとりのパースンを示しておられたのです。それは御子のパースンです。これは霊の家であり、真理の体系ではありません。この家の第一の特徴は命と関係があります。


  これを両面から見ることにしましょう。命は振る舞いの厳格さを要求します。命は秩序の厳格さを要求します。しかし、この命がなくても秩序を持つことはできます。組織や技術がこの命を殺してしまうおそれがあります。技術的に聖書にしたがったからといって、聖書にしたがって命が生じるとはかぎりません。キリスト教をユダヤ教と同じように律法の体系にしてしまうことも可能です。この家の掟は命の聖さです。ですから、私たちは客観的な方法でエゼキエル書のこの宮を見なければなりません。このような方法で最初エゼキエルは宮を見ました。この宮に関して二つの光景がエゼキエルに示されたことがわかります。まず第一に、彼は遠くから宮全体を見ました。彼はとても「高い山」から宮を見せられました。彼はこのような方法で宮を全体的に見ました。彼は宮の大まかな輪郭、その境界、その包括性を見ました。次に、御霊は彼を宮の中に連れて行かれました。そして、彼は宮を中から見ました。彼は中から宮の詳細をすべて示されました。これをこのように見ることは重要です。


  この天的な観点から見える第一のものは、この神の家の巨大さです。この家の全域がエゼキエルに啓示されました。そしてそれは、昨日見たように、とても巨大でした。私たちはキリストとその教会を実際よりも小さくしないよう大いに注意しなければなりません。私たちは神が定められた大きさよりキリストを小さくしてはなりません。私たちはキリストを、私たちだけのキリスト、私たちの小さなキリスト、私たちに属するキリスト、私たちの特定の場所のキリストにしてはなりません。私たちは神が定められた大きさよりキリストを小さくしないよう大いに注意しなければなりません。また、私たちは神が定められた大きさより教会を小さくしてはなりません。教会は私たちのちっぽけな教会ではありませんし、だれかのちっぽけな教会でもありません。教会は私たちの思いを遙かに超えて大きなものなのです。教会は私たちの想像力を遙かに超えています。これはとても偉大なキリストであり、とても偉大な教会です。


  ここでまた、私たちは一つの危険に対して警戒しなければなりません。それは常にそこにある危険であり、キリストと教会の大きさを小さくしてしまうこと、自分たちが見た寸法に教会を縮めてしまうことです。教会の寸法は、私たちの教会理解の寸法ではありません。教会の寸法は、私たちの教会把握の寸法ではありません。エペソ書の中の教会に関する使徒パウロの祈りは、エペソ人たちの理解が増し加わることでした。彼は教会が「その広さ、長さ、高さ、深さ」を知るよう祈りました。これは人のあらゆる知識を超えた知識です。もし他の使徒にまさる点が使徒パウロにあるとするなら、それはまさに次の点です。すなわち、彼は常にキリストの偉大さと教会の偉大さに圧倒されていたのです。


  ですから、私たちはそれをこのように見なければなりません。そして、キリストと教会を私たち自身の大きさにまで、それを知る私たちの知識の大きさにまで小さくしてしまう危険性に対して、常に警戒しなければなりません。あなたも私も主とその教会に関して、これまで見て来たことよりも遙かに多くのことを学ばなければなりません。この事実が現実のものとなる時は常に、私たちは狭量さから救われるでしょう。次に、ここには大いなる豊かさの領域があります――この豊かさが万物を満たし、万物は満たされてこの豊かさに至ります。この家は万物にきわみまでも影響を及ぼします。私たちは川に来る時、この豊かさに来ます。この川はこの家の影響であり、効力です。この川はこの家から発して、世界に流れて行きます。そして、全世界に影響を及ぼします。ですから、この家の中に蓄えられているものはみな、地の果てにまで影響を及ぼす可能性を秘めているのです。


  さて、この家、この家全体の大きさは、正方形であることがわかります。この家には四辺があり、どの辺の長さも同じです。今、私はこの宮の敷地全体について話しています。宮の敷地全体は一つの大きな正方形であり、四辺の長さは同じです。開始する時、数字の「四」について何を話したか、あなたたちは覚えておられるでしょう。数字の四は被造物の数であることを指摘しました。四は全被造物を含んでおり、この家はキリストにある新創造を表しています。パウロが私たちに告げているように、キリストは万物を満たし、万物は満たされて彼に至ります。あるいは、エペソ三・九のパウロの別の句を用いると、「この奥義の執事職の何たるかを、すべての人に見せるため」です。


  「この奥義の執事職の何たるかを、すべての人に見せるため」という御言葉によく注意してください。これは必ずしもすべての人がこれを受け入れることや、理解することを意味しません。私たちは教会の真理をほんの少数の人だけに限定しないよう、大いに注意しなければなりません。私たちは次のように言う人々であってはなりません。「さて、私たちは教会を見た民であり、教会の立場に立っています。私たちは教会の真理を握っており、キリストのからだの意義を見ました。他の多くのクリスチャンたちは教会を見ておらず、教会の立場に立っていません。ですから、私たちはどのような結論を下すことにしましょう？私たちは教会でなければなりません。しかし、彼らは教会ではありません！」。これはひどく人為的な結論であることがわかります。私たちはこの危険性に関して大いに注意深くなければなりません。真理の理解や教会に関する立場には違いがあるかもしれませんが、神の御旨は「この奥義の執事職の何たるかを、すべての人に見せる」ことです。あなたはすべての人から逃れることはできません。なぜなら、神の御旨の範囲はすべての人だからです。私たちは自分の心と思いを神の寸法まで広げなければなりません。あなたはキリストを大きくしすぎることはできません。教会が神の教会であって人の教会でないかぎり、あなたは教会を大きくしすぎることはできません。ですから、ここで私たちはキリストの包括性を持ちます。


  パウロはこの感覚で圧倒されていた、と私は述べました。私たちを大いに圧倒する数々の偉大な物事があり、パウロは常にそれについて叫んでいました。彼は「神の知恵と知識の富の深さ」について語り、「神の道はなんと究めがたいことか！」と言いました。また、彼は「卓越した富」について語りました。パウロはキリストとその教会のこの偉大さに圧倒されていたのです。その結果は次のとおりです。キリストの教会について真に理解する時、私たちは霊の中で大きくされるのです。小さくされるのではありません。キリストを真に理解することほど、私たちを小ささから救うものはありません。もし私たちが小さくなるなら、また働きの精神が小さなものになるなら、実際のところ、私たちはキリストを理解していないのです。このように、家に関するエゼキエルの幻のこの箇所から第一にわかるのは、このことです。この家はなんと大きいのでしょう。それは新創造全体を表しています。来るべき時代、この家が万物を満たすでしょう。また、万物はこの家の影響を受けるでしょう。これは輝かしい幻です。ですから、私たちはとても大きな民でなければなりません。霊と心において大きくなければならないのです。


  



  家：神の栄光の場所


  



  次に、この家の三つの目的に注目することにします。まず第一に、この家は神の栄光の場所です。エゼキエル書四三章七節、「彼は私に言った、『人の子よ、これはわたしの王座のある所、わたしの足の裏の踏む所、わたしが永遠にイスラエルの人々の間に住む所である。また、イスラエルの家は、民もその王たちも、姦淫と、高き所にある王たちの死体とをもって、わたしの聖なる名を汚さない』」。七節へ続く言葉は「栄光」という言葉であることに気をつけてください。なぜなら、二節は「すると、見よ、イスラエルの神の栄光が、東の方から来た」と述べているからです。次に四節と七節は、「主の栄光が、東に面した門の道から宮に入った。（中略）そして、彼は私に言った、『これはわたしの王座のある所である』」と述べています。この家は栄光の王座がある所なのです。


  さて、この家がエゼキエルに示される十九年前に、「この栄光」はエルサレムを離れました。この栄光は、文字どおり地上のエルサレムに戻ろうとしているのではなく、霊の家に戻ろうとしています。同じように、神の御子が拒絶された時、この栄光は地上のエルサレムを離れました。それは決して地上のエルサレムに戻りませんでしたが、ペンテコステの日に霊の家に戻ってきました。この家は神の栄光の家であり、この七節全体から「この栄光は聖なる栄光である」ことがわかります。この栄光はたんなる明るい輝きではなく、ある霊的な状態です。ここには汚れや死体の余地はありません。ここには死や腐敗はありません。この栄光は聖なる栄光であり、腐敗や死は除かれています。栄光は霊的状態に基づくことを、どうか覚えておいてください。この栄光は聖さに基づきます。ですから、この家は第一に神の栄光の場所です。


  



  家：神の統治の場所


  



  次に、この家は神の統治の場所です。「これはわたしの王座のある所である」。この家は神の統治の座です。これは天的な家であることを覚えておいてください。神の統治の座は、ローマであれ、他のどこかの場所であれ、地上の教会の中にはありません。神の王座は天にあります。私たちが天的な地位につく時だけ、私たちは神のこの統治下に来ます。さて、これはとても強烈な言葉です。この言葉には多くの内容が伴っていますが、私たちが天的な地位につく時、私たちは実際に神の統治下に来ます。神の統治下にあることはとても重要な問題であることに、きっとあなたは同意されるでしょう。神の統治下にないなら、私たちや教会にいったい何の望みがあるでしょう？


  ですから、使徒行伝はこれをとても明確に私たちに示します。使徒行伝を見ると、教会は天の統治下にあり、大いに有用です。しかし、教会が人の統治下に来る時、教会はその有用性を失います。教会統治には天的な地位が必要です。つまり、教会も家も、全くキリストにしたがっていなければならないのです。主の統治は、まさにキリストにしたがっているものを通して来ます。「これはわたしの王座のある所である！」。これはどんな所でしょう？――キリストにしたがっている所です。ここでこの幻の中に示されていることはどれもキリストです。キリストがすべての上に立っておられます。すべてはキリストからその寸法と性格を受けます。これが王座のある所です。


  次に、この家は御霊によって完全に秩序づけられている家です。この宮における御霊の地位に気づかれたでしょうか？―「御霊は私を引き上げられた。御霊は私を中に導かれた。御霊は私を外に連れ出された。御霊は私を案内された」――これはみな御霊の中でであり、御霊によってです。これは聖霊によるキリストの啓示であり、教会統治の究極的完成です。この家の統治は聖霊の統治です。聖霊は人々を用いるかもしれませんし、いわゆる長老たちを選ばれるかもしれません。しかし、地位と霊性には大きな違いがあります。あなたはいわゆる長老の地位につくことはできても、霊的には長老ではないかもしれません。もしあなたが霊的に長老なら、あなたはその役割を果たすことになるでしょう。あなたの霊の度量が認められて、あなたが長老にされてもされなくても、もしあなたが霊的に長老なら、あなたは長老になるでしょう。私は言いますが、この統治は霊的統治です。新約聖書に出てくる人々は、「聖霊に満たされた」人々として描写されています。彼らは使徒、長老、執事でした。「御霊に満たされて」いたこと、これが彼らをそのような者にしたのです！


  



  家：神の命の器


  



  次に、三番目です。この家は神の命の経路、もしくは器です。この家のような家から、命が流れます。命が流れるのはこの家からです。あなたはこの命の流れを起こす必要はありませんし、この命を造る必要もありません。この命は一つの流れから自然に流れます。あなたは行って、水を入れるバケツを集め、この家から水を注ぎ出そうとする必要はありません。これには何の地位も関係ありません。これには何の助けも必要ありません。これには人の行いは関係ありません。この命は自ら湧き上がります！そして、この命は流れ出て、このように家から流れ出ます――これは主の王座がある家であり、天の統治がある家であり、主がおられる家です。この家から命が流れます。その証しはこの命の中にあります。


  ヨハネは「これが証しです」と言いました。この証しが何か知ることを、あなたは願っておられるでしょうか？この証しは教理や教えの体系ではありません。この証しは技術ではありません。「この証しとは、神が私たちに永遠の命を与えてくださったこと、この命が御子の中にあることです」（一ヨハネ五・十一）。この証しはこの命の中にあります。そして、この証しが私たちの中にある時、この命が私たちの中にある時、この証しは私たちの中にあります。ですから、何であれ、証明するものは命です。これは私たちを探る言葉です！


  命は主の臨在の有無を決めるものです。命は物事がキリストにしたがっているかどうかを告げるものです。命はこの奉仕が神の奉仕かどうかを試すものです。命はすべてを試します。問題は、「これは命を供給しているでしょうか？これは生きているでしょうか？これは命を注いで、地の果てまで命を注いでいるでしょうか？！」ということです。もしそうでないなら、何かが間違っています。とても素晴らしい技術や組織だったとしても、何かが間違っています。すべては「この命」によって試されるのです。


  



  第十章 キリストは偉大な霊的秩序である


  



  昨日の朝、私たちはエゼキエルに示されたこの家の概観を見ました。今朝、これをもっと詳しく考え始めることにします。四〇章三節と四節に戻ります。


  
    「神が私をそこに連れて行かれると、見よ、一人の人がいた。その姿は青銅の形のようで、手に麻の縄と、測りざおとを持って門に立っていた。その人は私に言った、『人の子よ、目で見、耳で聞き、わたしがあなたに示す、すべてのことを心に留めなさい。これをあなたに示すために、あなたはここに連れて来られたのです。あなたの見ることを、ことごとくイスラエルの家に告げなさい』。」

  


  このように、この青銅の人が再び現れます。覚えておられると思いますが、ケルビムたちの足は青銅でできており、黙示録第一章では主イエスの足も青銅でできていました。そして、青銅は聖書では義なる裁きの象徴です。この青銅の人は門に立っておられます。これは、不義な人は決して中に入れないことを意味します。肉の人はこの門から入ることはできません。この家に肉のための場所はありません。ここに入れるのは義なる人だけであり、すべてはこの義なる人によって測られます。


  測るための二つの道具について見ることにしましょう。測るための二つの道具があったことに気がつきます。第一は麻の縄であり、その寸法は示されていません。この縄の長さは書いてありませんが、もっと大きなものを測るのに使われたことを私たちは知っています。後で四七章の川について見ますが、そこで測る道具として使われたのはさおではなく縄です。この川は人が渡れないほど深くなることがわかります。これは明らかにパウロがエペソ書で述べたことに対応していると思います。エペソ書で彼は「人知を超えたキリストの愛」について語っています。私たちはここで人のはかりを遥かに超えるものを目の当たりにします。前に述べたように、もしこの人が聖霊を表しているのだとすると、聖霊を測ることはできないことになります。聖霊を測ることはできません。しかし、この大いなる豊かさの中には、測りざおがあります。この大いなる豊かさを特定の事柄にもたらすものがあります。そこで、この測りざおが登場します。二つの測る方法があります。一つはいわゆる「無限」測量であり、上限のない測量です。これは御霊の大いなる豊かさを意味します。もう一つの測量法は、日常生活の物事に用いられる方法です。このさおは、この家を隅々まで測るのに使われました。さて、これについて沈思黙考する必要はないと思います。二つの測る方法があったことを述べるだけにします。第一に、キリストの大いなる豊かさがあります。他方、この豊かさは神の家の隅々にまでもたらされます。私はこれをあなたにお任せします。これには多くの内容があるからです。


  御霊の豊かさやキリストの豊かさについて考える時、私たちはこれを覚えておかなければなりません。この豊かさは私たちの生活の隅々にまで行き渡るようになることを、私たちは忘れてはなりません。これはエペソ人への手紙で完全に明らかにされています。その最初の三つの章はキリストの大いなる豊かさ、無限の豊かさと関係しています。四章は次のように始まります、「私はあなたたちにお願いします。あなたたちが召された召しにふさわしく歩みなさい」。次に、夫と妻、妻と夫、主人と奴隷、奴隷と主人、子供と親、親と子供について、詳しく述べられます。この測りざおが日常生活に下って来たことがわかります。主はご自身のはかりで隅々まで測られるでしょう。これを理解した上で、私たちはこれらの重要な言葉について考えなければなりません。キリストの豊かさに関するこれらの偉大な思想を抱いていたとしても、細部を無視してしまいやすいのです。どんな小さなものも、キリストの豊かさを測る同じ御霊によって測られなければなりません。私たちはこれを見なければなりません。


  ですから、エゼキエル書のこの箇所に、この人が登場するのです。この「人」は聖霊を表しています。なぜなら、聖霊はキリストとその家の巨大な豊かさについて告げられるからです。聖霊は流れ出るこの命の巨大な豊かさについて告げ、この同じ聖霊はごく小さな点にまで及ばれます。これは同じ御霊です。御霊はその偉大さについて告げますが、他方、詳細についても指摘されます。私は、このさおによる諸々の測量について見ることには、あまり価値があるとは思いません。そこで、この預言者に与えられた指示に移ることにします。


  四〇章四節に注意してください。「……その人は私に言った、


  
    『人の子よ、

    　目で見、

    　耳で聞き、

    　わたしがあなたに示す、すべてのことを

    　心に留めなさい

    　（人の子よ）

    　あなたの見ることを、ことごとくイスラエルの家に告げなさい』。」

  


  「見る、聞く、あなたの心に留める、告げる」という言葉に注意してください。それから、四三章十節に行くと、指示に関する別の区分があります。「イスラエルの家にこの家を示しなさい」。少しの間、これについて考えることにしましょう。


  他の人々に何かを示せるようになるためには、まず私たち自身が自分の示そうとしているものを知っていなければなりません。預言者に対する指示はとても独特でした、「目で見、耳で聞き、云々――つまり、この事柄全体にとてもよく注意しなさい！」。あなたは人々に示そうとするものについて、明確に理解していなければなりません。あなた自身がその対象を見ていなければなりません。「この対象とは何か？」と再び問うことにしましょう。この幻全体に対する答えは何でしょう？第一に、その答えは紛れもなく受肉にあります。受肉はここに記されているいっさいのことに対する鍵です。


  第一に、受肉において私たちは義なる人、神にしたがった人を見ます。この方は万物の標準であり、尺度です。「彼は私たちに至る神からの義とされました」。覚えておられると思いますが、この言葉が語られたのは、教会の秩序が乱れていた時、状況が主の御心にかなっていない時でした。そこで使徒はイエスについて、「彼は私たちに至る神からの義とされました」と述べたのです。教会の中にあるものはすべて、キリストにしたがって測られなければなりません。すなわち、御子の中に現存する神の標準によって測られなければなりません。御子は義なる方です。神はある日を定められました。その日、神はご自身が立てたこの人により、世界を義によって裁かれます。イエスは言われました、「父は子に裁く権威をお与えになりました。子は人の子だからです」。ここに青銅の人がいます。人の子は義なる方であり、神のはかりの標準です。神はすべてを彼によって測られます。後で私たちはこの点に戻ってこなければなりませんが、この青銅の人とその測りざおの意義に言及しておくことにします。


  天然の人がコリントの教会に入り込んでいたことを、あなたたちは覚えておられるでしょう。使徒はコリント人に対して、天然の人、肉の人について、多くのことを述べなければなりませんでした。御霊に属する領域には、この天然の人、肉の人のための余地はないことを、彼は指摘しました。この「人は御霊に属する事柄を受け入れることができませんし、知ることもできません」。そして、これこそこの青銅の人がなさっていることです。彼は、「キリストにかなう人だけが見つめることができ、見ることができ、聞くことができます」と仰せられます。霊の人だけがこの御霊に属する事柄の領域の中に入ることができます。天然の肉の人がコリントの教会の中に入り込んでいました。これを正すために使徒が何を用いて戦ったのかを見てください。彼は言いました、「私はあなたたちの間で、イエス・キリスト、十字架につけられた方以外に何も知るまいと決心しました」。パウロはこの義なる人を迎え入れることによって、不義な物事を正しました。この義なる人を迎え入れることによって、彼は不義な人を取り除きました。御霊の人を迎え入れることによって、彼は肉の人を取り除きました。これこそまさに、測りざおを手に持つこの青銅の人の意義です。ですから、まず第一に、目的はすべてキリストです。キリストはすべてを治められます。


  これと同行するのが「キリストのからだである教会」です。教会は「一人の新しい人」と呼ばれています。パウロは、「あなたたちは新しい人を着たのです」と言いました。ですから、教会はキリストにしたがって測られます。キリストは教会の中にあるあらゆるものの尺度です。実に、それだけが天で知られている教会です！天が認める唯一の教会は、キリストのからだである教会、キリストにしたがって測られる教会です。この教会の中にあるものはみな、ただ一つのこととだけ関係しています。それはキリストの尺度です。これがコロサイ書、エペソ書、ピリピ書に記されていることです。しかし、コロサイ書とエペソ書は特に教会に関する手紙です。これらの手紙の中で寸法について述べられています、「キリストの豊満の身の丈の寸法」、「その広さ、長さ、高さ、深さ」。これらの手紙は寸法について大いに述べていることがわかります。しかし、この寸法は教会についてのものです。そして、御霊に関するものはみな、そこにあるキリストの度量の問題にほかなりません。


  教会に関する方法論的思考から逃れるように努めましょう。教会は物ではないことを、私たちは知っています。教会は施設ではありません。教会は地理的にここかしこにあるものではありません。教会はキリストの度量がある所にのみ存在します。ある場所に他の場所よりキリストの度量が多く存在するなら、そこにはより多く教会が存在することになります。そこに教会がどれだけあるかを決定するのは、キリストの度量です。教会を規定するものはキリストの度量である霊的な度量であることを、覚えるよう努めてください。「教会とは何でしょう？教会はどこにあるのでしょう？」と問われるなら、その答えは、「キリストがおられるところに教会があります」ということです。キリストが豊かにおられるところには、教会が豊かに存在します。私たちは次のことを認めなければなりません。すなわち、教会は完全にこの人にしたがって測られるものであり、聖霊による啓示によってのみ見ることができるのです。


  さて、もし「知恵と啓示の霊」を受けていないなら、たとえ教会について語ったとしても、それは教会をご覧になる御霊の方法とは別の方法で教会を見ているにすぎません。聖霊が私たちに教会を示してくださる時、私たちは何を見るのでしょう？いわゆる教会でしょうか？教会に関するある教理を奉じている多くの人々でしょうか？教会に関する聖書の教えのある解釈を奉じている群れでしょうか？そのようなものを見るのでしょうか？いいえ！聖霊が私たちの目を開かれる時、私たちはそのようなものを見るのではありません。キリストを見るのです。キリストを見ることは教会を見ることです！教会を見たことはキリストを見たことです。教会は偉大な霊的パースンであるだけでなく、偉大な霊的秩序でもあることがわかります。


  一つの偉大な天的体系があります。キリストはこの天的で霊的な体系の化身です。これはすべてキリストとは何かという問題です。これはキリストの御心の問題です。すなわち、キリストは何を考え、どのようにご覧になっているのか、という問題です。それはまさに、キリストがどのように事を行われるのかという問題です。教会はひとりの大いに包括的なパースンの一つの表現であることがわかります。私たちはキリストの生涯をこのような形でよく考えなければなりません。キリストの生涯はこれらの偉大な天の真理を地上で啓示するためでした。神の御子のパースンにおいて、巨大な天的体系が私たちにもたらされたのです。


  パウロが教会を見始めたのは、彼がキリストを見た時でした。この二つは共に進みました。彼がキリストを見れば見るほど、ますます彼は教会を理解しました。その結果、パウロは独特な形で教会を私たちに示します。教会を「キリストのからだ」と呼んでいるのはパウロだけです。そして、教会はキリストのからだなので、「教会を見るには、天的な観点から聖霊の啓示によって見るしかない」と私は述べているのです。


  



  「見よ……聞き……心に留めなさい」


  



  そこで、「人の子よ、目で見、耳で聞き、わたしがあなたに示す、すべてのことを心に留めなさい」という指示について見ることにします。これは新約聖書の言葉で言うと何を意味するのでしょう？エペソ人への手紙で使徒は、教会が「キリストを知る知識」を得るよう祈っています。この言葉は、ご存じのように、原文では「キリストを知る完全な知識」を意味します。エペソの信者たちは主を知っていました。彼らは主をとてもよく知っていたと私は思います。パウロは彼らと二年間一緒にいました。そして、彼は「私はあなたたちに『神のご計画全体』をあますところなく告げました」と言いました。ですから、彼らはパウロからとても多くの教えを受けていました。しかしそれでも、彼は最後に彼らのために、「あなたたちがキリストを知る完全な知識に至りますように」と祈っているのです。これを彼は自分自身の祈りの中で説明しています、「それはあなたたちが彼の召しの望みとは何か、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富とは何か、彼の力の卓越した偉大さとは何かを知るためです」――「あなたたちが知るためです」――「人の子よ、目で見、耳で聞き、わたしがあなたに示す、すべてのことを心に留めなさい」（エゼキエル四〇・四）――ですから、「それは私が彼を知るためです」とパウロは言います――人の子よ、目で見、耳で聞き、あなたの心に留めなさい。あなたは自分自身で見ないかぎり、キリストの僕として他人に何かを示すことはできません。後に、この人はエゼキエルに「イスラエルの家にこの家を示しなさい」と言われました。ですから、エゼキエルが召されたこの新しい務めは、キリストを示して啓示することだったのです。これを次のように言い換えることができます。最初の幻でエゼキエルは御座の人を見ました。彼は天におられるこの人を見ました。今、彼のこの最後の幻は教会の中におられるこの人です。彼はそのとき教会を見ていたのであり、最後の彼の務めはキリストの豊富と、すべての中ですべてを満たしている方の豊満である教会とを示すことと関係していました。ですから、パウロは最後に、「教会により、またキリスト・イエスによって、代々かぎりなく、神に栄光がありますように」と祈ったのです。


  「人の子よ、イスラエルの家にこの家を示しなさい」。その効果は何でしょう？これが見たかどうかの試金石です。たとえ新約聖書に記されている教会について述べることができたとしても、教会について何も知らないおそれがあります。私はかつて一時期、聖書を教えていました。当時、私はエペソ人への手紙に関する優れた分析と概要を教えることができました。それは教会について新約聖書に記されていることであり、私はそれを示すことができました。しかし、私は教会について話していたにもかかわらず、教会について何も知らなかったのです。実際のところ、私は教会を見ていなかったのです。聖書の教えに関する私の知識は、どれも私を変えませんでした。その結果は何だったのでしょう？その務めには霊的価値がほとんどありませんでした。確かに、その務めは全く変革を生じさせませんでした。


  さて、この箇所が何と言っているのか、注意してください。「イスラエルの家にこの家を示しなさい。それは彼らが自分たちの道を恥じて、わたしの言葉を守るようになるためです」。務めがこのような効力を持つようになるには、私たちは御霊によって見なければなりません。文字によって見ただけでは、務めはこのような効力を持ちません。「文字は殺し、御霊は生かします」。啓示の務めの効力はきわめて積極的です。それは人々の上に効力を及ぼすのです。


  



  第十一章 祭壇（十字架）はすべてを支配する


  



  エゼキエル書四三章十三節から二七節に、大いなる祭壇とその奉仕が記されています。この区分全体は読まずに、この区分の最初の節だけ読むことにしましょう。「キュビトによる祭壇の寸法は次のとおりである（このキュビトは、普通のキュビトに一手幅足したものである）。その土台は一キュビト、幅は一キュビト、その角の縁は一あたりである。祭壇の土台の高さは次のとおりである」。続いて寸法と奉仕について、さらに詳しく示されます。旧約聖書の中の祭壇は常に十字架の型であることを、私たちはみな理解しています。この祭壇はすべての全焼の供え物がささげられる場所であり、ヘブル人への手紙十章に対応します。そこでは、主イエスがすべての全焼の供え物になぞらえられています。そこで今朝、十字架の中心性と普遍性について考えることにします。


  さて、すでに見たように、宮の敷地全体は正方形でした。各々の角から対角線を引くと、対角線はこの大いなる祭壇があった所で交わります。敷地全体の中心は祭壇だったのです。これは荒野の幕屋とは異なることがわかります。幕屋の庭は正方形ではありませんでしたし、全焼の供え物の祭壇は門のすぐそばにありました。しかしこの宮では、祭壇はまさに正方形の中心にあります。これを悟ることが重要です。すべての線が祭壇で出会います。そして、すべての線が祭壇から発します。すべての中心は祭壇なのです。


  祭壇がすべてを支配しました。祭壇が神の家に関するあらゆるものを支配しました。すなわち、宮の中に実際にあったものはみな、祭壇によって支配されていたのです。祭壇は神の家のすぐ近くにあるものをすべて支配しました。この神の家の各階とその区域全体を示す全体の設計図があったなら、祭司たちの部屋が中心を囲んでいること、そして供え物を準備する場所が中心を囲んでいることがわかったでしょう。すべては神の家を取り囲むように配置されましたが、この神の家の中のあらゆるものと敷地全体とは祭壇によって支配されていたのです。


  次に、神の家の務めはすべて祭壇によって支配されました。祭壇と関係ない奉仕はなかったと言えるでしょう。そして、神の家の外、近隣の地域、国土全体、すべてのものが祭壇によって支配されました。


  国土全体を流れ下る川が祭壇を経由していたことを見るなら、これがわかるでしょう。しかし最初に、神の家の中に向かうことにします。


  



  あるべき場所にある十字架


  



  ここにとても重要な決定的真理が示されています。十字架が完全な寸法であるべき場所にある時、他のものはみな秩序づけられて、意義と価値を与えられるでしょう。これはどんなに強調しても強調しきれないと思います。あまりにも多くの時、私たちは物事の外側、主の家の秩序、主の家の務め、主の家と関係する人々に関心を払います。私たちは外側から始めてばかりいます。私たちは神の家の秩序を確立しようとします。私たちは神の家の人々を正そうとします。私たちは奉仕者や務めを大いに気遣います。しかし、十字架が真に完全な寸法であるべき場所にあるなら、こうしたことはみな自ずと実現されるでしょう。十字架があるべき場所にあるなら、人々は正常でしょう。十字架があるべき場所にあるなら、務めは生き生きとしているでしょう。十字架があるべき場所にあるなら、神の家の秩序は正常でしょう。十字架はまさにこのように働きます。十字架が完全な寸法でまさに中心にあるなら――それが大きな祭壇であることに注意してください――他のものはみな、あるべき場所におさまり、生き生きとした関係を持つに至るでしょう。


  ここには述べられていませんが、この祭壇は青銅でできていたと推定してよいと思います。幕屋の中の祭壇は青銅でできており、ソロモンの神殿の祭壇も青銅でできていました。ですから、この祭壇は青銅でできていたと推定できると思います。私たちはすでに青銅を経験しました。私たちは門で、人なる方により青銅を経験しました。この方はご自身のさおを用いて、ご自身が何であるかにしたがって、すべてのものを測られました。青銅は神の義なる裁きの型です。この大きな祭壇は神の義なる裁きの完全さを表しています。この青銅の祭壇はこの青銅の人によって測られます。それは、この祭壇が裁きに関する神の御心を表すためです。


  全焼の供え物が丸ごとささげられたこの祭壇によって、不義な人は完全に除かれます。この青銅の祭壇で、人は灰にされます。灰はこの祭壇から取られ、祭壇の横の地面の上に注がれました。これは不義な人、天然の人に関する神の御心の絵図です。天然の人は、神の裁きの火の中で焼き尽くされ、灰にされ、地面の上に注ぎ出されます。これが天然の人に関する神の御心です。他方、この祭壇の前に立てるのは義なる人だけです。もちろん、これらは主イエスのパースンと働きの二つの面です。一方で、彼は私たちのために罪とされました。そしてその立場に基づいて、彼は全く焼き尽くされ、灰にされました。彼が「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」と叫ばれた時、それは灰の叫びだったのです！彼は灰にされ、地面の上に注ぎ出されました。


  しかし、十字架には別の面もありました――「彼は罪を知りませんでした」。彼ご自身の内には何の不義もありませんでした。ですから、彼は祭壇を通過することができ、火を通った後も生きることができます！「あなたは、あなたの聖者が朽ち果てるのをお許しになりません」。彼ご自身の内には何の罪もなかったので、死は彼を捕らえておけませんでした。彼の聖なる性質は、神のあらゆる義なる裁きに打ち勝つことができたのです！大いなる祭壇の意味はこうです。すなわち、一人の人が終わらされて、別の人がその人の場所に立つのです。祭壇ですべてが裁かれました。十字架ですべてが裁かれるのです。


  私たちは主イエスの十字架によって裁かれ、自分自身を終わらされました。天然のものはみな、主イエスの十字架によって裁かれ、終わらされました。これを認識することがとても重要です。これがすべてを可能にすることがわかります。これが、「十字架があるべき場所にあるなら、他のものはみな正常になる」と述べた理由です。神の家は正常になります。すなわち、教会は正常になります。務めは正常になります。秩序は正常になります。正しい秩序をもたらすために働きに出かける必要はなくなります。十字架の働きから自然に正しい秩序が生じます。


  あなたたちがこれを自分の心に銘記するよう私は切望します。あなたは神の家の中で無秩序に出くわすかもしれません。あなたは神の家の中で天然の人に出会うかもしれません。あなたは神の家の中で全く誤った状況に出会うかもしれません。このようなことをあなたはどう対処するのでしょう？ただ十字架の原則によってのみ、対処することができます。あなたは人々自身を対処することはできませんし、物事自体を対処することもできません。しかし、その状況の中に十字架をもたらせさえすれば、すべての問題は解決されるのです。それはこのようです。私たちは外側から始めません。私たちは人々から始めません。私たちは主の家の秩序から始めません。私たちは務めから始めません。私たちは十字架から始めるのです。人々が十字架を見さえすれば、他のものはみな正常になります。すべては十字架によって裁かれます。


  ローマ人への手紙は、完全な寸法の十字架のメッセージです。ローマ人へのこの手紙の中に、十字架の大きな寸法を見ます。そこでは、十字架がすべてを含んでいます。十字架はアダムにある種族全体を終わらせて、復活したキリストにある全く新しい種族を開始します！新約の最初の手紙が完全な寸法の十字架を据えていることは、とても印象的です。みなさんもご存じのように、ローマ人への手紙はパウロが書いた最初の手紙ではありませんが、聖霊はそれを最初に置かれました。新約の書物の配置に聖霊が何らかの関与をされたのだと思います。そして、聖霊が主権をもってこの書を配置する際、聖霊は完全な祭壇を最初に置かれました。もちろん、これを見るには、ローマ人への手紙に関する知識をすべて思い出さなければなりません。


  コリント人への第一の手紙では、十字架は教会内の天然の人や肉的な人に対して適用されています。天然の肉的な人が、いる資格のない所に入って来ました。この不義な人が門を通ってもぐり込みました。そこで使徒は、天然の肉的な人に対して、十字架につけられたキリストを示します。第一コリントの中の十字架はこの人と関係していました。ローマ人への手紙のように教会外の人と関係していたのではなく、教会内の人と関係していたのです。


  コリント人への第二の手紙は十字架を務めと関係させています。この手紙は私たちに、務めは砕かれた謙遜な器から流れ出ることを示します。私に言えるのはこれだけです。その十分な説明はしません。


  ガラテヤ人への手紙では、キリスト教を別の律法体系にしてクリスチャンたちを束縛しようとするたくらみに対して、十字架が導入されます。この手紙で、使徒はなんと力強いことでしょう。しかし、彼がどのように十字架を用いているのかを見てください。彼は、キリスト教を律法の体系にして信者たちを再び束縛の中に陥らせようとする試みに対して、十字架を大いに用います。


  エペソ人への手紙では、十字架の働きは教会を天的な立場に置くことです。エペソ書の中の十字架は、教会を地的な立場から完全に切り離します。それは教会を時間の外に置きます。それは教会をこの世の外に置きます。


  ピリピ人への手紙では、主の民の調和を乱すものに対して十字架が適用されます。そこでは、教会内に痛ましい混乱があります。不幸な状況の箇所があります。それは個人的利益や高ぶりのためです。自分の個人的利益を手放さない人々がいました。高ぶりを捨てない人々がいました。彼らはつまずき、赦そうとしません。そこで使徒は、この不和と混乱に対して十字架を持ち込みます。そして彼は、十字架が生活の中にありさえすれば、すべては正常になることを指摘します。


  コロサイ人への手紙は、十字架はあらゆる偽りの霊性から解放することを示しています。十字架はたんなる神秘主義や、キリストを実際より小さくするものをすべて排除します。


  それからテサロニケ人への手紙があります。ここでは、十字架は苦難に対する力――主の再来を啓示する霊感――です。ここでは十字架についてあまり多く述べられていないかもしれませんが、この二つの手紙の原則は十字架の原則です。人々はキリストのために苦しんでいました。彼らはすべてを失い、「主は自分たちを解放しに来てくださるはずだったのに、主は来るのを遅らせておられるのだ」と考えました。そこで使徒は、彼らの苦難は主の再来と栄光という結果になることを彼らに告げます。キリストと共に苦しむ苦難です。彼らはキリストのために苦しんでいます。それは十字架の交わりであり、その苦難は栄光という結果になります。主は来たりつつあり、そのとき問題はなくなります。十字架は苦しんでいる信者たちに対して、とても実際的なメッセージを帯びています。次に、ヘブル人への手紙で締めくくることにします。


  ヘブル人への手紙では、どのようにしてすべてが完全と完成に導かれるのかを十字架は示しています。さて、これはみな神の家の内側と関係しています。十字架は行いに触れます。十字架は性格に触れます。十字架は秩序に触れます。十字架は務めに触れます。十字架があるべき場所にあるなら、すべては効果的になります。


  今、私は聖書の一部の教えをあなたたちに与えたわけではありません。十字架はすべてに対する鍵です。内側に言えることは、外側にも言えます。教会の影響力の及ぶ範囲全体を活性化するのは十字架です。川は十字架を経由して流れます。すなわち、その影響力は聖所から発して国土全体に及びます。全世界に対する務めに効力を与えるのは十字架です。ですから、使徒たちはいたるところで十字架につけられたキリストを宣べ伝えたのです。


  



  十字架はこの世に対する防御である


  



  それから、もう一つのことに注意しましょう。祭壇は敵に対する大いなる防御でした。エズラ記三章三節を見ると、こう書かれています、「彼らはその土地の人々のために恐れていたので、祭壇をその土台の上に据えた……」。その土地の人々への恐れが彼らの上にあったので、彼らは祭壇をその場所に据えました。十字架は大いなる防御です――十字架は私たちをこの世から守ります。この世は教会の大敵です。この世の霊はこれまでずっと教会の大敵でした。サタンは常に、この世を教会の中に入り込ませようとしてきました。そしてそれにより、教会とその務めを破船させ、この世における教会の影響力を損なおうとしてきました。この世を教会の中に持ち込むことによって、この世における教会の影響力を損なうことは、非常に巧妙で狡猾な敵の戦略です。パウロは言いました、「私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に、誇るようなことがあってはなりません。この方によって、この世は私に対して十字架につけられ、私はこの世に対して十字架につけられたのです」（ガラテヤ六・十四）。


  真に十字架につけられている人々は、決してこの世の危険に陥りません。この世が地位を得るのは、十字架がその働きをしなかった時だけです。十字架につけられている男女に対して、また十字架につけられている信者の団体に対して、この世は何の立場も持ちません。十字架はこの世に対する大いなる防御です。この世を排除したければ、十字架をそのあるべき場所に置きなさい。十字架が真に完全にあるべき場所にあるなら、他のものはみな秩序正しくなります。十字架はこの世に対する大いなる防御です。十字架は悪の勢力に対する大いなる防御です。十字架はすべてを安全にします。十字架は主のためにすべてを安全にします。


  ご存じのように、主はご自身を託すことを願っておられます。主はご自身の民にご自身を託すことを願っておられます。しかし、十字架がそこに働いていないなら、主は彼らにご自身を託すことはできません。主は言われます、「わたしがそこに自分を託すのは安全ではありません。わたしは十字架につけられていない彼らの状態に巻き込まれてしまうでしょう」。十字架は主のためにすべてを安全にします。そして、十字架は教会のためにすべてを安全にします。十字架が真に私たち全員の内に働いているなら、私たちは互いに信頼しあうことができます。十字架につけられている男女に自分を託すことは、大いに安全なことです。


  さて、十字架は教えられるべき一つの教理ではないことを強調して、私はこの朝を終えることにします。十字架は説かれるべき一つの主題ではありません。もちろん、十字架は教えられ、説かれるでしょう。しかし第一に、十字架は教えられるべき一つの主題ではありません。十字架はたんなる一つの教理ではありません。十字架は力です。十字架は経験です。十字架は私たちの生活の中の出来事です。十字架は転機です。十字架は革命です。十字架は地震です。イエスが十字架につけられた時、地震がありました。十字架が私たちの生活の中に到来するとき、地震があるでしょう。すべては震われ、すべては覆されるでしょう。十字架は地震です。それは何か途方もないものです。十字架はたんなる一つの理論や、たんなる一つの教理ではありません。十字架はすべてを支配します。これが十字架の中心性と普遍性に関する私たちのメッセージです。


  
    主よ、私たち全員を十字架につけられた男女にしてください。私たちの属する会衆が十字架につけられた会衆でありますように。主よ、ご自身の全教会に十字架の展望と意義を見せてください。

  


  



  第十二章 渡ることのできない川：御霊の豊かさ


  



  共に過ごす時間が終わりに近づいています。これは、考慮できないエゼキエル書の箇所がかなりたくさんあることを意味します。ですから今朝、四七章に注目したいと思います。ご存じのように、これは川についての章です。あなたたちはこの章をよくご存じなので、読み通す必要はないと思います。しかし、使徒の働きの第二章を読まなければなりません。なぜなら、エゼキエル第四七章と使徒の働き第二章は同行すると思われるからです。使徒の働き第二章は、エゼキエル書のこの章に記されていることが、新約聖書で成就したものです。しかし、この二つの章の間に、聖書のある御言葉があります。それはヨハネによる福音書の第七章であり、これを読むことにします。ヨハネによる福音書の第七章：


  
    さて、祭りの最後の大いなる日に、イエスは立ち上がって叫んで言われた、「だれでも渇いている者は、わたしのところに来て飲みなさい。わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その人の最も内なる部分から生ける水の川々が流れ出るでしょう」。しかし、これは彼を信じる人が受けようとしていた御霊をさして言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである。(三七～三九節）

  


  さて、厳密に解釈するには、一つの点に注意しなければなりません。なぜなら、主イエスがヨハネ七章の「祭りの最後の大いなる日」に言われたことは、厳密にはエゼキエル四七章に記されていることではなく、仮庵の祭りと関係しており、エゼキエルの遥か昔にさかのぼるからです。これは昔のイスラエルの生活にさかのぼります。仮庵の祭りはイスラエルがエジプトから脱出して、荒野で庵に住んだ記念だったことを、あなたたちは覚えておられるでしょう。この祭りの詳細について考える必要はありません。それは私たちの主題ではないからです。しかし、イエスはこの祭りに言及されたのです。


  エゼキエル四七章は仮庵の祭りの祝祭ではありません。しかし、エゼキエル四七章、ヨハネ七章、使徒の働き二章には、いくつか共通点があります。ご存じのように、イエスがこの御言葉を語られた時、彼はエルサレムの宮の中におられました。仮庵の祭りを祝っていたのはこの宮の中でであり、その時、祭司はベテスダの池に下りて行き、水を持ち帰って、宮の敷居の上に注ぎました。イエスはこの機会を捉えて、それをご自身に適用されたのです。


  



  川の源は聖所に隠れているこの人である


  



  さて、この三つの箇所――エゼキエル、ヨハネ、使徒の働き――の共通点は、水は神の家から流れ出ることです。次に、この三つの箇所にはもう一つ共通点があります。この神の家では、すでに見たように、すべてが栄光を受けて御座についておられるこの人と関係しています。栄光を受けて御座についておられるこの人が、すべてを支配していました。さて、このヨハネ七章で、ヨハネは解説して言いました、「これは彼を信じる人が受けようとしていた御霊をさして言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである」。ですから、これはイエスが栄光をお受けになる将来のことを指し示しています。まぎれもなく、この御言葉はペンテコステの日に成就されました。イエスは栄光をお受けになり、水が神の家から流れ出ました。このように、この三つの書にはいくつかの共通点があることがわかります。


  さて、エゼキエル四七章の幾つかの点について詳しく見ることにします。まず初めに、この状況全体はこの経綸の一つの状態を示していることに注意しなければなりません。ご存じのように、多くの人はこれはすべて千年期のことだと信じています。この状態は黙示録の最後とも完全には一致しません。確かに黙示録では神と小羊の御座から川が流れ出て、エゼキエル書に見られる特徴によく似た多くの特徴があります。しかし、エゼキエル書のこの箇所に記されているのは、千年期のことでも、来るべき時代のことでもなく、私たちが生きているこの経綸と関係しています。エゼキエル書には、欠乏の状況、死と病の光景があることがわかります。この水は死を征服するためのものであり、この木々の葉は病を癒す薬のためのものです。これは大いなる欠乏の光景です。千年期では、死は一時的に差し止められます。そして、黙示録の最後になると、死はもはやありません。このエゼキエル書では、死を対処して征服しなければなりません。不健康な状況を対処しなければなりません。エゼキエル書のこの章は今日の経綸にあてはまります。これを理解することが大切です。


  さて、他の二、三の詳細に注目することにしましょう。第一に、この川の源です。この川の源はこの神の家の敷居の下に隠されています。御言葉は「水は神の家の敷居の下から流れ出ていた」と述べています。水は敷居の下から発していました。おそらく、水はこの敷居から発して、この神の家の側面に向かって流れて行ったと結論するべきでしょう。なぜなら、御言葉は「水は東に向かって流れ下っていた」と述べているからです。これが水の流れ方でした。さて、すぐにこの点に戻って来ることにします。さしあたって、水はこの神の家の隠れた場所から発していました。


  さて、ご存じのように、聖所は主の御座と主の栄光の場所であり、主が住まわれる場所であると、主は言われました。水はそこから出ていたと結論すべきだと思います。もちろん、これはすべて型であり、象徴です。水がどこから出ていたのかを御言葉は正確に告げているわけではありませんが、「敷居の下から」出ていたと告げています。水は御座と栄光の場所から発しており、その場所は神の臨在がある隠れた場所だった、と結論できると思います。なぜなら、神は聖所の隠れた場所におられたことを私たちは知っているからです。


  天におられるこの人は聖所の中に隠れています。この御方は天の奥義であり、御座についておられます。彼は栄光をお受けになり、次に御霊がこの地位とこの状態にあるこの御方から流れ出ます。「その後、彼はご自身をこの世にではなく、ご自身がお選びになった証人たちに現された」とイエスについて述べられているのを私たちは覚えています。復活後、彼はご自身を個人的にこの世に示されませんでした。この世に関するかぎり、イエスはそこから出て行かれたのです。この世は彼の個人的存在を知りません。彼はこの世にとって奥義です。彼はこの世にとっては実在しない方です。なぜなら、彼はご自身をこの世から隠されたからです。彼は天に隠されています。しかし、聖所から流れ出る命の御霊によって彼ご自身が現されます。キリストは個人的に天におられるだけでなく、天の教会の中に祀られているのです。


  この世にとって、この経綸時代、イエスは依然として奥義であり、教会もまた奥義です。この世は教会を理解しません。教会は奥義です。「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」。おそらく、あなたたち聖書を学ぶ学生は、この文字どおりの翻訳が「あなたたちのただ中におられるキリスト、栄光の望み」であることをご存じでしょう。もちろん、キリストは個人的に個々に私たちの内におられます。しかし、コロサイ書の御言葉は「あなたたちのただ中におられるキリスト」となっています――教会がこの御言葉の背景にあります。諸国民にとって偉大なこの奥義とは、教会のただ中におられるキリストです。これが栄光の望みです。ですから、パウロは言いました、「教会の中で、キリスト・イエスにより、この御方に栄光がありますように」。この世がこの奥義を知ることができる唯一の方法は、教会から流れ出るこの命によります。


  これがペンテコステの日に起きたことです。教会から流れ出たこの川（御霊）により、この世はイエスが生きていることに気づきました。この奥義を知ることができる唯一の方法はキリストです。水は聖所から流れ出ます。これがエゼキエル四七・十二が述べていることです。「これはその水が聖所から流れ出るからである」。聖所の中では、この水は奥義です。水がこの神の家から流れ出る時、この奥義は知らされます。これは新約聖書の教えと完全に一致します。


  



  川（聖霊）はすべてを新しくする


  



  このように、この神の家の最初の詳細はこの川の源であることがわかります。次に二番目は、この水が東に向かって流れていたことです。この箇所は、宮は東向きだったと述べています。ですから、この川は南側に沿って東に流れていたのです。さて、これもまた興味深い点です！なぜこの神の家が建てられた時、その門は東向きだったのでしょう？なぜすべてが東を向いていたのでしょう。なぜ水は東に向かって流れているのでしょう？さて、もちろん、東は常に新時代の象徴です。太陽は東から昇ります。世界の一日は東から始まります。ですから、東は新時代の象徴であり、この川は万物万人にとって新時代を意味したことはきわめて明白です。主イエスが言及されたのはこの御霊の新時代でした。「しかし、真の礼拝者たちが霊の中で父を礼拝する時が来ます。今がその時です」。イエスが聖霊降臨について話された時、彼は「その日には」と言われました。「その日には」という言葉を彼は何度使われたことでしょう。その日とは御霊の日のことです。すなわち、新しい経綸――聖霊の経綸――のことです。


  この経綸時代、神はすべての人に新時代を示しておられます。もちろん、この時代は多くの点で新しいです。過去の世代のあらゆる古いものは過ぎ去りました――型や象徴といった古いもの、形式や祭典といった古いものは、すべて過ぎ去りました。こうした古いものは過ぎ去ったのです。「見よ、すべてが新しくなりました」。そして、この川がすべてを新しくします。今は聖霊の時代です。このように川は東に流れ、御霊は新時代をもたらします。


  次の点は、「この川の流れるところ、すべてのものが生きる」です。


  
    その人は東に進み、手に測り縄を持って一千キュビトを測り、私を渡らせた。すると水はくるぶしに達した。彼がまた一千キュビトを測って、私を渡らせると、水は膝に達した。彼がまた一千キュビトを測って、私を渡らせると、水は腰に達した。その後、彼が一千キュビトを測ると、渡り得ないほどの川になり、水は深くなって、泳げるほどの水、越え得ないほどの川になった（三～五節、アメリカ標準訳）。

  


  この青銅の人は「一千キュビト」を四回測りました。彼が一千キュビト測ると、水はくるぶしに達しました。彼がもう一千キュビト測ると、水は膝に達しました。もう一千キュビトで、水は腰に達しました。そして、彼がもう一千キュビト測ると、泳げるほどの水、越え得ないほどの川となりました。さて、この象徴はとても単純だと思います。これは御霊の漸進的な豊かさ、キリストの漸進的な豊かさを示しています。最初、大いなる内在的可能性があります。それはエルサレムでは小さなものかもしれません。始まりは小さなものかもしれません。しかし、それはたんなる比較の問題です。もちろん、ペンテコステの日にエルサレムで起きたことは偉大な出来事でしたが、後の出来事と比較するなら小さなものにすぎませんでした。ユダヤ全土、サマリヤ、地の果てと比べるなら、この始まりは小さなものです。しかし、この小さな始まりの中に、全世界の必要を満たす可能性がことごとく秘められていたのです。この川の範囲は拡大していきます。この川はますます豊かになり、ますます広がっていきます。しかし、この水の中にあるものはすべての必要を満たすのに十分です。イエスの御霊はすべてに十分です。これがこの御言葉が述べていることであり、意味していることです。御霊によって分与されるキリストは、最大の必要をも十分に満たせます。どんなに大きな必要でも、この川が満たせない必要はありません。この川がどこを流れるかは問題ではありません。「この川の流れるところ、すべてのものが生きる」。エゼキエル四七章を学ぶなら、この水に匹敵する状況はないことがわかります。しかし、これには一つ例外があります。この章の後の方に、癒されずに塩地のまま残るものが記されています。それは聖霊に抵抗する類のことです。ユダは御霊の時代の恩恵にあずかりませんでした。これは新約聖書では、聖霊に対して罪を犯す可能性のことです。わざと常習的に罪を犯すなら、命ではなく死を受けることになります。しかし、意識してわざと御霊を拒まないかぎり、御霊はあらゆる状況を克服することができます。御霊はなんと偉大なのでしょう。御霊は全く無限なのです！


  「越え得ないほどの川になった」と預言者は言います。この川に逆らうことは全く不可能です。これは使徒の働き二章になんとよくあてはまることでしょう。御霊の来臨が力強い大風にたとえられています。御霊はペンテコステの日、そのように来臨しました。御霊を操ることは人には不可能です。あなたは御霊を自分の能力内に制限することはできません。エゼキエルは、「越え得ないほどの川になった」と言いました。この川は人の手に負えません。ああ、私たちがこのように御霊を知っていれば！しかし原則として、これを御霊はなさいます。御霊は私たち人間の組織や私たち人間のはかりに縛られることを拒否されます。御霊は私たちの伝統や私たちの偏見の制約を受けることを拒否されます。これを私たちは使徒の働きの中に見ます。聖霊はエルサレムの人々の手に負える方ではありません。聖霊はペテロの手に負える方ではなく、ペテロのあらゆる偏見をものともされません。聖霊はヘロデ王の手には負えません。聖霊はご自身の道に何が割り込んでこようと、それをものともされません――聖霊は制御しえない川なのです。


  さて、御霊がこのようであるには、御霊がご自身をこのように表現されるには、二つの条件が必要です。これはいたって真実な原則です。この二つの条件が満たされる時だけ、御霊の豊かさと力が表されます。第一の条件は、御座の絶対的権威です。すなわち、御座の人の絶対的権威です。これまで何度も述べてきたように、御座の人がすべてを支配されます。この書に記されているあらゆるものが、御座の人の下に来ます。使徒の働きでは、御座の人がすべてを支配しておられます――これはイエス・キリストの絶対的主権と頭首権です。


  さて、神は御心にかなっていないものに御霊の豊かさや力を授けることはなさいません。ですから、御座と家というこの二つものが不可欠です。さて、この増し加わる水量が示しているのは、ご自身の民をかかとの深さの御霊の状態のままにしておくことを、主は決して願っておられないということです。私たちが御霊の命をかかとの深さ、膝の深さ、腰の深さまでしか持たないのは、主の御旨ではありません。主の願いは豊かさであり、泳げるほどの水、私たちの手に負えないほどの水なのです。


  もちろん、これはむしろ恐ろしい状況です。エゼキエル書を読むと、エゼキエルはやや恐れていたことが感じられると思います。彼にとって、これは恐ろしい状況でした。川がこのようになる時、もちろん、恐ろしいです――私たちはしっかりした地面の上に立つことを願います――足をさらわれることは願いません。教会は地に足をつけること、足場がしっかりしていることを願います。さて、それが霊的に何を意味するのか、あなたたちはご存じです。しかし、主の御思いは私たちの足をさらわせることです。それは計り知れない深みに私たちが運び去られるためです。これについて考えてみましょう。ここにささやかな言葉があります、「越え得ないほどの川」。これは御霊の偉大な「得ない（could not）」です。この「得ない」は人のあらゆる能力を超越しています。


  



  彼は私を行かせた


  



  御霊の豊かさが現されるための第二の条件が、両岸と木々によって示されています。川の両岸について述べられています。この川は両岸の間を流れる川です。ご存じのように、聖霊には道があります。聖霊が取られる道があります。どの道を取るか、聖霊にはご自身の考えがあります。御霊が「この道を行きましょう」と言われるとき、「それなら、私は別の道を行きましょう」と言っても無駄です。使徒の働きの中にそのような事例がたくさん記されています。パウロの話によると、彼はビテニヤで御言葉を宣べ伝えようとしてアジアに向かいましたが、「イエスの霊がそれを許さなかった」のです。そして、当時、御霊はマケドニヤに行こうとしておられたことが明らかになりました。さて、もしパウロがビテニヤやアジアに行っていたなら、彼は御霊から遠く離れていたでしょう。御霊は言われました、「今回、わたしはこの道を行くことにします。わたしと共にいることを望むなら、あなたはわたしの道を行かなければなりません」。これがペテロにも起きました。御霊は異邦人の方に向かって進んでおられましたが、ペテロは自分の道を行くことを願いました。御霊は実際上こう言われました、「わたしと共にいることを望むなら、あなたはわたしの道を行かなければなりません。わたしはあなたの道を行きません。あなたの伝統やあなたの偏見の道を行きません。今日、わたしはこの道を選びます」。ペテロがその道を行ったところ、以前は知らなかった御霊のさらに大いなる豊かさを彼は経験しました。


  あなたたちはこの原則がわかっていると思います。この両岸は御霊が取っておられる、はっきりと明確に定められた道を表しています。御霊はしばしばご自身の向きを変えられるかもしれません。この川はたんなる直線ではないかもしれません。しかし、この川は常に両岸の間を流れます。御霊は常に、ご自身がなさっていること、ご自身の目的をよく承知しておられます。御霊と共に両岸の間にとどまることは、私たちにとってなんと大切でしょう！！


  次に、この川の両岸に木が生えています。もちろん、これらの木々は新約聖書では生ける証し人たちのことです。これを最もよく示している節は、エペソ四章の節だと思います。


  
    そして彼は、ある人たちを使徒、ある人たちを預言者、ある人たちを伝道者、ある人たちを牧者また教師として、お与えになりました。それは聖徒たちを成就して、務めの働きへと、キリストのからだの建造へと至らせるためです。そして、ついに私たちは信仰の一に、神の御子を知る知識の一に到達し、一人の完全に成長した人になって、キリストの豊満の身の丈の度量に到達するのです（アメリカ標準訳）。

  


  これは川の両岸の生ける証し人たちです。これは新約聖書の両岸に沿っている人たちであり、神はご自身の木を何世紀にもわたって地上に植えてこられました。彼らは生ける証し人たちであり、キリストの命の豊かさを証しし、霊的豊満、キリストの豊満を目指して進み続けます。


  エゼキエル四七章九節には、注目すべきとても興味深い点があります。「この川が流れるところはどこでも、群生する生き物はみな生きる」。あなたたちの中国語の聖書ではこの御言葉に印がついているかどうか私にはわかりませんが、ヘブル語では「この二つの川が流れるところでは」となっています。川はヘブル語では複数形であり、私の聖書には欄外に引照がついていて、「この二つの川が流れるところでは」と記されています。ヘブル語ではそうなっているのです。


  さて、これはすべてをひっくり返すように思われないでしょうか？しかし、これもまた象徴であると思います。おそらく、この川は二本に分かれるのでしょう。しかし、「二」という数字は聖書では適切な証しを意味する数です。二という数字を見かけるときは常に、十分な証しを見いだします。「二人の証人の口によって、すべては確定されます…あなたたちの二人が同意するなら…彼は彼らを二人ずつ遣わされた」。二は十分な証しの数であることがわかります。ですから、私たちがここで御霊によって持つのは、証し人たちによる十分な証しです。このように、それ全体が及ぼす効力は命であることがわかります。もちろん、私はこれについて多くのことを述べたいのですが、これくらいにしなければなりません。あらゆることの試金石は命です。イエスが主であるかどうかの試金石は、命にあります。神の家に秩序があるかどうかの試金石は、命にあります。御霊がご自身の道を進んでおられるかどうかの試金石は、命にあります。命が証しです。ですから、証しとは神が私たちに永遠の命を与えてくださったということなのです。


  さしあたって、これで終えることにします。エゼキエルは、これをすべてイスラエルの家に示すよう告げられました。これをすべて他の人々に示すため、この預言者はこの道を自分で行くようにされました。エゼキエルが「彼は私を行かせた」と言ったことに注意してください。あなたや私がだれか他の人にそれを示せるようになるには、この道を行くようにされなければなりません。これは教えのためのたんなる客観的真理ではなく、主の僕の経験なのです。


  



  第十三章 「主はそこにおられる」


  



  さて、今朝、エゼキエル書のこの一連の学びを終えなければなりません。直ちにこの書の最後に向かうのが最善だと思います。この書の最後の句は、「そしてその日から、その都の名は『主はそこにおられる』と呼ばれる」となっています。エペソ書二章十九節から二二節の御言葉を、この句と一緒にすることができるでしょう。「ですから、あなたたちはもはや異国人でも異邦人でもなく、聖徒たちと同じ国籍のものであり、神の家族なのです。あなたたちは使徒たちや預言者たちという土台の上に建造されたものであって、キリスト・イエスご自身が隅のかしら石です。この方の中で、あなたたちもまた共に建造されながら、霊なる神の住まいとなるのです」。


  
    そしてその日から、その都の名は

    「主はそこにおられる」

    と呼ばれる。

  


  また再び、エペソ書三章十七節から二一節はこう述べています、「キリストが信仰を通してあなたたちの心の中に住んでくださいますように。また、あなたたちが愛の中に根ざし土台づけられて、その広さ、長さ、高さ、深さを知り、人知を遥かに超えたキリストの愛を知ることができますように。それは、あなたたちが満たされて神の全豊満へと至るためです。どうか、私たちの内に働く力によって、私たちが求めまた思うところのいっさいを、遥かに超えてかなえることができる方に、教会の中で、また、キリスト・イエスの中で、栄光が世々かぎりなくありますように」。


  
    そしてその日から、その都の名は

    「主はそこにおられる」

    と呼ばれる。

  


  この目標に向かって、神のすべての働きは進んでいます。エゼキエルのこれらの預言の中に記されていることはみな、「主はそこにおられる」というこの一つの目標を指し示しています。しかし、この目標は全聖書の目標でもあります。全聖書はこの一つの目標に向かって進んでいます。この目的のために万物は創造されました。そして、この目的とは、神の臨在が豊かに、決定的に現されることです。神の御旨は、神がすべてを満たすことです。ですから、最後は「主はそこにおられる」なのです。


  さて、この目標に到達するのに必要な、一つの特別な条件があります。神がご自身を人に委ねることができなくてはならないのです。最初、神はそうすることを願っておられました。創世記の冒頭を見ると、神がご自身を人に委ねることを願っておられたことは、全く明らかです。神は人と共にいること、人を信頼すること、ご自身のすべての権益を人の手に委ねることを望まれました。一言で言うと、神はご自身を人に委ねることを願われたのです。


  ですから、いま私たちの前にある大きな問題は、「どのような種類の人に、神はご自身をお委ねになるのか？」という問題です。エゼキエル書全体が、この問題に対する答えです。第一に、消極的な方法で、その答えが示されます。神はその中にサタンが宿っているものにご自身をお委ねになりません。最初から、常にサタンは人に神の道を邪魔させようとしてきました。サタンはイスラエルの国とその外の国々で地位を獲得しました。しかし、神が人と共に住むというまさにこの目的のために、人は造られました。しかし、サタンが人を捕らえて、人を神に対する最大の障害にしてしまいました。ですから、栄光は取り去られ、外に出て行きます。人は今や、神の御旨を駄目にしています。神はそのような種類の人にご自身を委ねられません。神はその中でサタンが地位を得ているものにご自身をお委ねになりません。神がご自身を委ねるには、まずサタンとその働きが滅ぼされなければなりません。神の御子が現れたのは、悪魔の働きを滅ぼすためでした。それは、神のために道を開くためであり、神が地位を得て御旨を達成するためでした。なぜなら、義によって裁かれたことがないものに、神はご自身をお委ねにならないからです。


  さて、これらの預言の中に出てくる青銅――ケルビムたちの中の青銅、青銅の人の中の青銅、大いなる祭壇の青銅――について述べてきたことを、あなたたちはすべて思い起こされるでしょう。義によって裁かれたことがない何ものにも、神はご自身をお委ねになりません。これは消極面です。しかし、この問題には積極面もあります。「神は何にご自身をお委ねになるのか？」――これに対する積極的な答えには、幾つかの面があります。第一に、キリストが裁きの向こう側におられる所です。御座の人は、裁きの向こう側におられるキリストを表します。この御座の周りには虹があります。この虹は贖いの象徴です。黙示録では、これは御座の小羊によって示されています。この小羊はこの人であり、この人はこの小羊です。この方は裁きの向こう側におられます。そして、これが神がご自身をお委ねになるものと関係している最初の点です。もう一度、言います。キリストが裁きの向こう側におられる所に――すなわち、裁きが完全に行われた所に――神はご自身をお委ねになるのです。


  さて、あなたたちは自分の手でこれを新約聖書から学ばなければなりません。イエスはバプテスマを受けに行かれた時、バプテスマのヨハネに言われました、「今はそうさせてください。このようにしてあらゆる義を成就することは、わたしたちにふさわしいことだからです」。彼のバプテスマは、ご存じのとおり、彼の十字架の予型でした。ですから、彼のバプテスマと十字架は、すべての義が成就されたことを表しています――すなわち、裁きを通して、一人の人が死に渡されて、新しい人が裁きの届かない所に置かれたのです。そこに教会はあります。エペソ書の最初を見ると、教会はキリストと共に天上に座しています。教会は裁きの向こう側にあることがわかります。なぜなら、教会はキリストと共に復活させられたからです。教会に対する裁きはすべて終わりました。これが教会の中で栄光のために道を開く第一の点です。裁きはすべて行われました。これにより、神がご自身をお委ねになる道が開かれます。


  さて、神がご自身をお委ねになることのもう一つの面についてです。神がご自身をお委ねになるのは、キリストが栄光を受けておられる所です。キリストが栄光を受けておられる所に、神はご自身をお委ねになります。これが神の法則です。神が御霊によりご自身を委ねるには、イエスが栄光を受けなければなりません。主イエスに栄光を帰すことが私たちの唯一の目的である時、御父は御霊によって来てくださいます。


  次に、この三番目の面があります。神がご自身をお委ねになるのは、イエスが御座について統治しておられる所です。神の人が御座について、彼ご自身が統治している時、神はご自身をお委ねになります。御子に託されたあらゆる権威を人々が認めて受け入れている所に、神はご自身をお委ねになります。


  さらに、四番目の面があります。神がご自身をお委ねになるのは、物事が「キリストにしたがって」形成されている所であり、すべてがキリストから尺度を得ている所です。これらのことがエゼキエル書に記されていることがわかります。私たちは神の家について見たばかりです。神の家について詳細に学んだわけではありませんが、この神の家は青銅の人によって測られることを私たちは知っています。物事がキリストの尺度にしたがっている所に、神はご自身をお委ねになるのです。


  最後に、もう一点だけあります。神がご自身をお委ねになるのは、十字架が統治している所です。祭壇がどのように神の家の内側と外側のあらゆるものを統治していたのか、私たちは見ました。ですから、十字架が統治している所に、神はご自身をお委ねになります。主イエスはこれらすべての最大の見本です。神はご自身を御子にお委ねになります。神はイエスに御霊をかぎりなくお与えになった、と御言葉は述べています。つまり、神は御霊をイエスに完全に無制限にお与えになったのです。十字架の意義が据えられて確立される時、神はご自身をお委ねになります。これが神の土台です。


  イエスがどのようにあらゆるものを天にしたがって測られたのかに注意してください。これについてはたびたび指摘してきました。イエスは人の思いによって決して支配されませんでした――人の助言にしたがって何かを行ったり、何かを言ったり、どこかに出かけたりされませんでした。彼は常に人々の提案をはねつけられました。彼はサタンに関してそうされただけでなく、あらゆることでそうされました。彼は人からのものをすべて拒絶されました。彼はご自身の道、言葉、働きを、ただ御父からのみ受けようとされたのです。彼はあらゆるものを天にしたがって測られました。彼の歩みは、きわめて天に近い歩みでした。彼は生活の隅々まで天の統治を受けていました。それゆえ、御父は人の子にご自身をお委ねになったのです。


  次に、彼の完成があります。「わたしは今日も明日も働いて、三日目に完成されなければなりません」と彼は言われました。彼は苦しみを通して完成された、と御言葉は告げています。もちろん、これは道徳的完成のことではなかったことを、私たちは理解しています。なぜなら、彼はすでに完全だったからです。これは彼の性質を完全にすることではなく、彼を完成に、神の御旨の完成にもたらすことでした。彼は毎日、神の御旨の中を歩まれました。「見よ、わたしはあなたの御旨を行うために来ました」と彼は言われました。しかし、神の御旨はかつてないほど大きな要求を彼に突き付けました。そしてついに、神の御旨にしたがって、彼はこの杯を飲み、ゲッセマネから十字架へ行かなければなりませんでした。彼は神の御旨に関して完全な者、欠け目の無い者とされました。そして、彼が神の御旨に関して完全にされた時、神は教会のためにこの豊富を彼にお与えになりました。「神はあらゆる名にまさる名を彼にお与えになりました」。神はご自身の豊富を彼にお委ねになりました。これは全く明らかだと思います。イエスこそ、その大いなる見本です。


  さて、この学びを終えることにします。終えるにあたって、神の目的が完全かつ決定的に成就されるための、三つの条件について述べることにします。教会はこの三つの条件を満たさなければなりません。まず第一に、教会は神の御旨を明確に理解しなければなりません。教会は何が神の御旨なのかを見なければなりません。これが絶対に必要です。これがパウロが「彼を知る知識を与える知恵と啓示の霊」を求めて、あの偉大な祈りを祈った理由です。それは教会の「心の目が照らされる」ためでした。私たちは神の御旨を明確に理解しなければなりません。これが絶対に必要です。この御旨とは、教会がすべての中ですべてを満たしている方の豊満となって、神が教会の中で完全な地位につかれることです。これを私たちが見ること、私たちがこの幻によって統治されること――これが第一の条件です。ですから、これは霊的幻と霊的理解力の問題であり、教会に関する神の御旨の啓示の問題です。これが冒頭でこれらの御言葉を読んだ理由です。これらの御言葉からわかるように、教会は「御霊を通して神の住まい」にならなければなりませんし、神がそこに住んで、「主はそこにおられる」、それは神の住まいであると称されるようにならなければなりません。そのために、私たちは神の御旨が何かを見なければなりません。


  二番目の条件は、目標に至るための神の道を明確に理解することです。これは神の家、彼ご自身にふさわしい家に関する明確な理解です。神の目標に到達するには、これが絶対に必要です。三番目に、教会が十字架を明確に理解することが必要です。「神はそこにおられる！」というこの目標に到達するには、この三つの条件が必要不可欠です。


  さらに、この三つの条件には二つの面があります。現在の漸進的な面と、将来の完成の面です。今の時点では、これは完全に真実であるわけではありませんが、それでも、エペソ人への手紙に記されていることは今日も当てはまります。現時点では、これは発展の段階にあるにすぎません。これは、この三つの条件が満たされる時、主は多かれ少なかれ臨在しておられることを意味します。神の御旨、神の家、十字架について、明確に理解されている所では、そこに主が見いだされます！今は、これらの条件が主の臨在の度合いを決定します。しかし、これらが成就される時、主が聖徒たちの間で栄光をお受けになる時が来ます。その時、主は教会の中で完全に現されます。ですから、エゼキエル書の最後に注意してください。「主はそこにおられる」と、都について述べられています。この都は器であり、この器により、この器を通して、神は臨在して統治されるのです。


  さて、大まかな概要を示しました。私たちはこれらの筋道をできるだけ明らかにしようとしてきました。しかし、この概要は包括的なものであり、そこには途方もない内容が詰まっています。私はこの概要をあなたたちに渡して、あなたたちに言いましょう、「行って、この概要について祈ってください。この概要をたんなる聖書の学びに用いてはなりません。どの点にも霊的な実際的価値があります。ですから、兄弟たち、これについて祈り、これについて思い巡らし、自分のいる所でこれが実現されるよう主に求めてください」。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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